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2 ｜第一章｜ 概論

　気功は我が国において、太古の昔からの悠久の歴史があり、そ

のため、我が国の人々は気功を修煉するのに、とりわけ恵まれた

環境にあります。正
しょうぼう

法修煉として、佛・道二大系統の気功は、す

でに多くの秘伝大法を世に公開しました。道
ど う け

家の修煉方法は非常

に独特ですが、佛
ぶ っ け

家にも独自の修煉方法があります。法
ファールンゴン

輪功はほ

かでもなく佛家気功の高い次元における修煉大法です。講習会で

は、わたしはまず皆さんの身体を、高い次元を目指して修煉でき

るような状態に調整してあげます。それから皆さんの身体に法
ファールン

輪

と気機を植え付け、そのうえで皆さんに功法を教えます。この他

に、わたしには皆さんを守る法
ほうしん

身もあります。しかし、功を伸ば

す目的を達成するには、それでもまだ足りません。皆さんには高

い次元における修煉の道理をも理解してもらわなければなりませ

ん。それが本書が語ろうとする内容なのです。

　わたしは高い次元で功を講義しますので、どの脈、どのツボ、

どの経
けいらく

絡を修煉するのかは語りません。わたしが述べようとする

のは修煉大法のことで、本当に高い次元を目指して修煉する大法

のことです。初めは摩訶不思議のように聞こえるかもしれません

が、気功修煉に志のある人は、注意深く悟ろうとさえすれば、あ

らゆる奥義がおのずと見えてくるのです。

一、気功の源流

　われわれが現在気功と言っているものは、そもそも気功とは呼

びませんでした。それは中国古代人の単独修煉、または宗教の修



3

煉に由来しています。『丹
たんけい

経』や『道
どうぞう

蔵』、『大
だいぞうきょう

蔵経』を全てつぶ

さに調べてみても、「気功」という二文字は見あたりません。現

在の人類文明は現段階の発展してきた過程において、原始宗教の

時期を経ました。宗教が生まれる前に、気功はすでに存在してい

ましたが、宗教が現れてから、それはある程度の宗教色を帯びる

ようになりました。それの本来の名前は修佛大法や修道大法でし

た。その他にも、九
きゅうてん

転金
きんたんじゅつ

丹術、羅漢法、金剛禅などの類いの名前

も持っていました。われわれが現在それを「気功」と呼んでいる

のは、現代人の意識によりよく合わせるためであり、社会で普及

しやすいようにするためであって、実際はそれは、我が中国にお

ける正真正銘の人体修煉のものなのです。

　気功は今期の人類文明が発明したものではなく、かなり悠久の

歴史を持っています。では気功はいつ頃生まれたのでしょうか？　

気功はすでに三千年の歴史を有し、唐の時代には最盛期に達して

いたと言う人もいれば、五千年の歴史を持ち、中華民族の文化と

同じように悠久だと言う人もいます。あるいは、出土した文物か

ら見て、七千年の歴史を持っていると言う人もいますが、実は気

功は現代人類が発明したものではなく、先史文化なのです。功能

を持つ人が調べたところによれば、われわれが暮らしているこの

宇宙は九回の爆発を経た後にできあがったものだといいます。わ

れわれがいるこの天体はすでに度重なる壊滅に見舞われてきまし

た。天体が新たに組み合わされてから、人類も新たに発生するよ

うになります。今、われわれはすでに、現代文明を超える多くの

ものを発見しています。ダーウィンの進化論に従えば、人類は猿

から進化してきたので、文明はたかだか一万年を超えていないは
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ずです。ところが、出土した文物から、ヨーロッパのアルプス山

脈の洞窟で、二十五万年前の壁画が見つかりました。その芸術的

鑑賞価値の高さは、現代人も及ばないものです。また、ペルー

国立大学の博物館にひとつの大きな石があり、その石には、望

遠鏡を手にして天体を観察する人が刻まれています。この彫刻は

三万年も前のものです。皆さんもご存じのように、ガリレオが

一六〇九年に三十倍の天体望遠鏡を発明してから今日まで、せい

ぜい三百年余りの歴史しかないのに、三万年も前にどうして望遠

鏡などありえたのでしょうか？　インドには、鉄の純度が九十九

パーセント以上に達している鉄の棒があります。現在の冶
や き ん

金技術

をもってしてもこれほど純度の高い鉄を精錬することはできませ

ん。そのレベルはすでに現在の技術水準を上回っていました。誰

がこのような文明を創り出したのでしょうか？　人類はその頃は

もしかするとまだ微生物に過ぎなかったのに、どうしてこのよう

なものを作り出すことができたのでしょうか？　これらのものの

発見は、世界各国の科学者の注目を集めました。ただ、解釈のし

ようがないので、「先史文化」と呼ばれることになりました。

　それぞれの時期の科学水準はいずれも異なっていました。われ

われ現代人類の水準を上回る、相当高い時期もありましたが、そ

の文明は壊滅しました。わたしが、気功はわれわれ現代人の発明

でも、現代人が作り出したものでもなく、現代人がそれを発見し

改善したに過ぎず、本来は先史文化だ、と言っているのはそのた

めです。

　気功は我が国独特のものではなく、外国にもあります。しかし

彼らはそれを気功とは言わず、アメリカやイギリスなどの西洋諸
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国では魔術と呼んでいます。アメリカに、実際は超能力のマスター

である魔術師がいて、万里の長城の壁を通り抜けるパフォーマン

スを披露しました。通り抜ける時、彼は白い布をかぶり、自分を

壁にくっつけるようにしてから通り抜けたのです。どうして彼は

こんなことをしなければならなかったのでしょうか？　こうすれ

ば、魔術に見えるからです。彼はそうせざるを得ませんでした。

彼はわれわれ中国にレベルの高い人がたくさんいるのを知ってお

り、妨
さまた

げられるのを恐れたので、自分を隠してから入らなければ

なりませんでした。出てくるときは、片手を伸ばして、布を突

き上げてから出てきたのです。「玄人は肝
かんどころ

所を見、素人はうわべ

を見る」、こうすれば観衆は彼が魔術をやっていると思うのです。

彼らがこれらの功能を魔術と呼ぶのは、それを用いて身体を修煉

するのではなく、舞台でパフォーマンスをやって人を驚かせ喜ば

せるからです。したがって、低い次元から言えば、気功は人間の

身体の状態を変え、病気治療と健康増進の目的を達しますが、高

い次元から言えば、気功は本体を修煉することを意味するのです。

二、気と功

　われわれが現在「気」と呼んでいるものを、古代人は「炁
チー

」と

称していました。本質は同じで、いずれも宇宙の気を指し、宇宙

の中の姿かたちのない物質を指しています。それは空気の気を意

味しているのではありません。人体は修煉を通して、この物質の

エネルギーを活かせば、人体の状況を変え、病気治療と健康増進
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に至らすことができます。しかし、気は気にほかならず、あなた

に気があれば、ほかの人にも気があり、気と気の間に制約作用は

ありません。気で病気治療ができる、あるいは誰それに向かって

気を発して、その人の病気を治すと言う人がいますが、これらの

言い方はきわめて非科学的です。なぜなら気はまったく病気の治

療に役に立たないからです。煉功者の身体にまだ気がある間は、

その人の身体はまだ乳白体になっておらず、まだ病気があるとい

うことを意味します。

　煉功の高い次元に達する人から発せられるのは、気ではなく、

高エネルギーの固まりであり、光のかたちで現れる高エネルギー

物質であり、粒子は非常に細かく、密度が非常に高いものです。

これが功で、この時になってはじめて常人に制約作用を持つこと

ができ、人の病気を治療することができるようになります。「佛

光が普
あまね

く照らし、礼儀が圓明となる」という言葉がありますが、

正法修煉者の場合は、身体に持つエネルギーがきわめて大きいの

で、彼の通過するところ、彼のエネルギーの届く範囲内で、一切

の不正常な状態を正常な状態に正すことができる、ということを

意味しています。たとえば人の身体に病気があるというのは、身

体に不正常な状態があるということであり、その状態を正せば、

病気も消えることになります。分かりやすく言えば、功とはエネ

ルギーのことです。功は物質性を持っており、煉功者は修煉を通

して、その客観的な存在を実際に体感することができます。
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三、功力と功能

（一） 功力は心性の修煉によって得るものである
　本当に人間の功

こうりき

力の次元を決める功は「煉」によって得るもの

ではなく、「徳」という物質から転化され、心
しんせい

性を修めることに

よって得られるものです。この転化の過程は常人が想像するよう

な「鼎
かなえ

を立て竈
かまど

を設け、薬を採集し、丹を煉る」ことによって得

られるものでもありません。われわれの言う功は、体外で生まれ、

人体の下半身から始まって、心性の向上に従って螺旋状に伸びて

いくもので、完全に体外で形成され、それから頭のてっぺんで功

柱をなすものです。功柱の高さがその人の功の高さを決めます。

功柱は非常に見えにくい空間にあるものなので、一般の人には簡

単には見えません。

　功能は功力によって加持されるものであり、功力が高く、次元

が高い人なら功能も大きく、使い勝手も自由自在、功力の低い人

なら功能も小さく、使い勝手も思う通りにいかず、あるいはまっ

たく使えないことすらあります。功能自体はその人の功力の大き

さや次元の高さを表すものではありません。人の次元の高さを決

めるのは功力であって功能ではないのです。「鍵を掛けられて」

修煉している人もおり、功力が非常に高くても、功能は必ずしも

それほど持っているとは限りません。功力は決定的な役割を果た

すものであって、心性の修煉によって得られるものですが、これ

こそがもっとも肝要なものなのです。
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（二） 功能は煉功者の求めるものではない
　すべての煉功者は功能に関心を寄せており、神通力は社会で非

常に誘惑力がありますので、多くの人は何らかの功能を身につけ

たがります。しかし、心性が良くなければ、こうした功能は身に

付くわけがありません。

　一部の功能、たとえば天
てんもく

目が開く、天
て ん じ

耳が通じる、テレパシー

が使える、予測する、などの功能は、常人でも持ちうるものです。

しかしこれらの功能は人によって異なり、漸
ぜ ん ご

悟状態にいる間はす

べて所持することはありえません。一部の功能は常人が持ちえな

いものであり、たとえば現実空間の物体を別の種類の物体に転換

させるなどは、常人にできないことです。大功能は、修煉によっ

て後天的に得られるものです。法輪功は宇宙の原理に従って演化

してきたものなので、宇宙に存在する功能は法輪功にすべて備

わっており、煉功者がいかに修煉するかにかかっています。何ら

かの功能を身につけたいと思うことは、間違っているとは言えま

せん。しかし、過度に追求しすぎると、普通の考え方ではなくなり、

良くない結果を招きかねません。低い次元で功能を得てもあまり

用いるところがありません。しょせんそれを披露し、常人の前で

腕をひけらかして、常人の中の強者になりたがるだけです。もし

そうならば、まさに心性が高くないということですので、当然功

能を与えてあげるわけにはいきません。一部の功能は、もし心性

の良くない人に与えれば、悪事を働くのに用いられてしまいます。

心性がしっかりしていなければ、悪事を働かないという保証がな

いからです。

　一方、およそパフォーマンス用に表に出せる功能は、どれも人
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類社会を変えるのに用いることができず、正常な社会生活を変え

ることができません。本当の高い功能は、影響と危険が大きいの

で、パフォーマンスに用いてはいけません。建物をパフォーマン

スで倒してはならないのと同じです。特別大きな功能に関しては、

特殊な使命を負っている人なら使わせてもらえますが、さもなけ

れば使用することが許されず、表に出せるわけもありません。師

によって制御されているからです。

　しかし常人のなかに、是が非でも気功師に腕を披露させ、強引

に実演させる人がどうしてもいます。功能のある人は皆、功能を

見せびらかそうとはしません。それは公に持ち出してはならない

ものであり、公に持ち出すと社会全体の状態に影響を及ぼしかね

ないものだからです。本当の大徳の人の場合、彼の功能は公に持

ち出すことが許されません。嫌々ながら実演させられて、家に戻

ると泣かんばかりに悔しがる気功師がいます。彼らに実演を強要

しないでいただきたいのです！　彼らにとってそういうものを持

ち出すのは非常に辛いことなのです。ある時、ある学習者が雑誌

を持ってきたのですが、それを読んでわたしは非常に反感を覚え

ました。それにはおおよそこんなことが書いてありました。国際

気功会議を開催するので、功能のある者は試合に参加してほしい。

功能の強い者を募る、と言うのです。それを見てから、わたしは

何日も気分がよくありませんでした。そういうものは試合に用い

てはいけないもので、用いると必ず後悔することになります。常

人というものは、世間の現実のものを重んじますが、気功師は自

重しなければなりません。

　功能を求める目的は何でしょうか？　煉功者の思想境地と煉功
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者が何を追求しているかがそこに表れています。心のなかで求め

るものが不純であったり、危ういものであったりすると、高い功

能を得ることはありえません。それにはわけがあります。つまり

まだ悟りを開かないうちは、あなたに見えた物事の善し悪しは、

世間の法の善悪の基準に基づいているものであって、物事の真相

も因縁関係もあなたには見えません。人と人との間の喧嘩やいじ

めには、必ず因縁関係があるのですが、それが見えなければ、あ

なたはかえって相手にとってありがた迷惑なことをしてしまうこ

とになります。常人の間のいざこざや善し悪しは、世間の法に任

せればよいのであって、煉功者が口を出すものではありません。

悟りを開く前に、あなたに見えた物事の真相は必ずしも見えたと

おりのものとは限りません。誰かが誰かを一発殴った場合は、も

しかすると彼らの間で「業
ごう

」を清算しているのかもしれません。

ですからあなたが口を出すと、彼らの間の「業」の清算を邪魔し

てしまうことになるかもしれません。「業」は、身体のまわりに

ある黒いもので、別の空間の物質的存在です。それは病気や災
わざわ

い

に転化されることがあります。

　功能は誰にでもあります。問題は絶え間ない修煉によってそれ

を開発し、強化することです。煉功者として、もし功能ばかり求

めるならば、それは近視眼的で、思想が不純ということになりま

す。功能を求めれば、それがどんな目的であれ、そのなかに必ず

私心が含まれており、間違いなく煉功を妨げます。そうなれば結

局、功能が得られないことになります。
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（三） 功力の制御
　煉功者のなかに、それほど煉功もしていないのに、本当に効く

かどうか確かめたいがために、人の病気を治そうとする人がいま

す。功力の高くない人の場合は、手を出してちょっとやってみた

だけで、患者の体内のおびただしい黒い気や病の気、濁
にご

った気を

自らの身体に取り込んでしまいます。あなたには病の気を防御す

る能力はなく、身体に防御の覆
おお

いができているわけでもないの

で、患者と一つの場を形成してしまいます。功力が高くなければ

防御することができず、自分が非常に辛い思いをします。もし見

守ってくれる人がいなければ、時間が経つと、体中病気だらけに

なってしまいます。つまり、功力の高くない人は、他人のために

病気治療を行ってはいけません。すでに功能を備え、一定の功力

を持っていてはじめて、気功で病気治療をすることができるので

す。一部の人は功能を備え、病気治療をすることができますが、

非常に低い次元にいる間は、実際は蓄えていた功力で、自分自身

のエネルギーで病気治療を行っているのです。なぜなら功はエネ

ルギーであり、霊体にほかならず、ちょっとやそっとで蓄えられ

るものではないからです。この功を体外に出すということは、自

分を消耗していることにほかなりません。体外に功を発するにつ

れて、あなたの頭上の功柱の高さが縮み、消耗されていきますの

で、これは非常に割の合わないことです。ですからわたしは、功

力が高くないときに人のために病気治療をすることをお勧めしま

せん。あなたがたとえどんなに腕が良いとしても、自分自身のエ

ネルギーを消耗しているに過ぎません。

　功力が一定のレベルに達すると、さまざまな功能が現れてきま
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すが、これらの功能を如何に用いればよいかについては、非常に

慎重を要することです。たとえば天目が開いた場合は、見ないわ

けにもいきませんし、ずっと用いなければ、閉じてしまいかねま

せん。ただ、見るにしてもしょっちゅう見てはいけません。過度

に見るとエネルギーもそれだけ多く漏れてしまいます。それでは、

皆さんに永遠に用いないようにと言っているのかというと、もち

ろんそうではありません。もし永遠に用いないのであれば何のた

めに修煉するのでしょうか？　問題はどんなときに用いるかにあ

ります。修煉が一定のレベルに達し、自分で補
おぎな

う能力が備わった

ときには、用いても大丈夫です。法輪功では修煉が一定のレベル

に達すれば、放出された功の分だけ、法輪が自動的に演化してそ

れを補い、自動的に煉功者の功力の水準を保ってくれるので、一

時たりとも減ることはありません。これが法輪功の特徴です。こ

のときになってはじめて、功能を用いることができます。

四、天目

（一）天目を開く
　天目の主要通路は、額

ひたい

の真ん中と山
さんこん

根との間にあります。常人

が肉眼で物を見るのは、カメラの原理と同じで、距離の遠近と光

線の強弱によって、ガラス体あるいは瞳孔の大きさを調節し、神

経細胞を通して画像を大脳後半部の松果体に送り、そこで顕現さ

せます。特異功能による透視というのは、松果体が天目を通じて

直接外を見るようにすることです。一般の人は天目が開いておら
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ず、主要通路上の隙間は非常に狭くて黒く、中に霊気もなく、光

もありません。人によっては塞がっているため見えない場合もあ

ります。

　われわれの言う「天目を開く」とは、一つには、外力あるいは

自分の修煉によって通路を開かせることです。通路の形は一人一

人異なり、楕円形であったり、円形、菱形、三角形であったりし

ますが、修煉が進むにつれて丸くなります。二つには、師が目を

与えてくれることです。自分で修煉する場合は自分でその目を修

煉しなければなりません。三つには、天目の部位に精
せ い か

華の気がな

ければならないことです。

　通常われわれは両目で物を見ていますが、まさにこの両目がわ

れわれの他の空間への通路を遮断しています。それは障壁となっ

て、われわれがこの物質空間の物しか見えないようにしています。

天目を開くというのは、この両目を避けて見ることにほかなりま

せん。非常に高い次元に到達すれば、修煉によって真眼を得るこ

とができますが、そうなれば天目の真眼あるいは山根のあたりの

真眼で見ることができるようになります。佛家の言い方に従えば、

どの毛穴も目であり、全身が目ですし、道家の言い方に従えば、

どのツボも目だということになります。しかし主要通路は天目に

あり、まずそれを開かなければなりません。講習会で、わたしは

全員に天目を開くためのものを授
さず

けました。一人一人の身体の素

質が異なるため、現れる効果も違います。深い井戸のような真っ

暗なトンネルを見た人がいますが、それは天目の通路が黒いとい

うことです。白い通路を見た人がいますが、もしその先に物が見

えた場合は、いよいよ開かれようとしているということです。何
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かが回転しているのを見た人がいますが、それはほかでもなく師

が授けてくれた天目を開くためのものであり、天目が開
かいさく

削され貫

通すれば、それで見ることができるようになるのです。また、天

目を通して大きな目が見え、それを佛眼だと思った人がいますが、

実際は自分自身の目なのです。これは普通、先天の根
こ ん き

基が比較的

良い人の場合です。

　われわれの統計によれば、どの講習会でも天目が開いた人は半

数以上に上ります。天目が開いたあと、心性の高くない人がそれ

を使って悪いことをしかねない、という問題が起きてきます。で

すからこれを防ぐために、わたしは皆さんの天目を直接慧
え げ ん つ う

眼通の

次元まで開かせています。つまり高い次元まで開かせて、直接他

の空間の様相や、煉功中に現れてくるものが見えるようにしてあ

げるのです。そうすれば皆さんはそれを信じて、煉功への自信を

強めるようになります。煉功を始めたばかりの人は、心性がまだ

常人を超える高さまで至っていないため、いったん常人を超える

ものを手にすると、良くないことをしかねません。たとえば冗談

ですが、もしあなたが町を歩いていて宝くじを見かけたとしたら、

一等賞はあなたにとられてしまうかもしれません。たとえばこう

いうことが起こりうるのですが、こんなことは許されません。も

う一つの理由として、われわれはここで広範囲にわたって天目を

開かせているのですが、もし低い次元に開かせてしまえば、考え

てごらんなさい、誰でも人体を透視でき、壁を隔てて物を見るこ

とができるようになります。そのようなものを人類社会といえる

でしょうか？　そんなことをすれば、常人社会の状態を甚だしく

混乱させることになりますので、許されません。しかもそれでは
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煉功者にとってためになるところがなく、煉功者の執着心を助長

するだけです。ですから低い次元に開かせずに、直接高い次元ま

で開かせてあげるのです。

（二）天目の次元
　天目にはさまざまな次元があります。次元が違えば、見える

空間も異なります。佛教の言い方に従えば、「五通」、つまり

「肉
にくげんつう

眼通」、「天
てんげんつう

眼通」、「慧
え げ ん つ う

眼通」、「法
ほうげんつう

眼通」、「佛
ぶつげんつう

眼通」があり、

どの次元にもさらに、上、中、下の区別があります。天眼通以下

の次元では、われわれのこの物質世界しか見えません。慧眼通以

上の次元に達してはじめて、他の空間が見えます。透視功能を持

ち、CT スキャンよりもきれいに、しかも非常に正確に見ること

のできる人がいますが、その人に見えたのは、相変わらずわれわ

れのこの物質世界なのです。つまり、われわれが存在するこの空

間を超えてはおらず、天目の高い次元だとは言えません。

　人の天目の次元の高さは、その人の持っている精華の気の量と

主要通路の広さ、明るさおよび通路の塞がりぐあいによって決ま

ります。天目がきれいに開くかどうかは、内部の精華の気が肝心

な要素となります。六歳以下の子供にとって、天目を開くのはい

たって簡単なことで、わたしが何もせずとも、一言言えば開きま

す。子供は先天的に物質世界の良くない影響をほとんど受けてお

らず、自分でも何も悪いことをしていないため、その先天の精華

の気が非常によく保存されているからです。六歳以上の子供にな

りますと、天目がだんだん開きにくくなります。年齢の伸びとと

もに、外界の影響も多く受けるようになったからです。とりわけ
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良くない後天の教育や放
ほうじゅう

縦などはいずれもその人の精華の気を

散
さんいつ

逸させることになり、ある程度に達すると、散逸し尽くすかも

しれません。精華の気が散逸し尽くした人は、後天の煉功によっ

て徐々にそれらを補うことができますが、非常に長い時間がかか

り、たいへん苦労することになります。このように、精華の気は

きわめて貴重なものなのです。

　わたしは人の天目を天眼通の次元に開かせるのに反対です。な

ぜなら、煉功者の功力が大きくないときは、透視をするのに必要

なエネルギーが煉功の間に蓄えたエネルギーより多いからです。

霊気が散逸しすぎると、天目が再び閉じてしまいかねません。いっ

たん閉じると再び開くのが難しくなります。ですからわたしは普

通、人の天目を慧眼通の次元まで開かせるのです。きれいに見え

るかどうかは別として、ともかく修煉者は他の空間のものが見え

るようになります。先天的な条件によって、とてもきれいに見え

る人もいれば、ちらちらとしか見えない人もおり、はっきり見え

ない人もいますが、少なくとも光が見えるようにはしてあげられ

ます。こうすれば、煉功者は高い次元へ向けて進みやすくなりま

す。もし、きれいに見えなければ煉功を通して後天的に補ってい

けばよいのです。

　精華の気が足りない人の場合、天目で見た光景は白黒であるの

に対して、精華の気の比較的多い人の場合は、天目で見た光景は

カラーであり、見えた光景もいっそう鮮明になります。精華の気

が多ければ多いほど、鮮明度が高まります。しかし、人によって

それぞれ違います。天目が生まれつき開いている人もいれば、固

く塞がっている人もいます。天目が開くときの光景は、あたかも
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花が咲くように、一重ずつ開くのです。坐禅をしているとき、ま

ず天目に光の束があるのに気がつきます。初めはあまり明るくあ

りませんが、その後次第に赤くなります。天目が固く閉ざされて

いる人の場合は、開く際に激しい反応が起きることがあります。

主要通路と山根のあたりの筋肉がぎゅっと収縮し、まるでそこの

肉が一つに固まって中へ押し入ろうとしているかのようです。そ

れからこめかみと額が張り、痛み出すのですが、これらはいずれ

も天目を開くときの反応です。天目が容易に開く人は、偶然に何

かが見えることがあります。講習会で無意識のうちにわたしの法

身を見た人がいますが、意識的に見ようとすると消えてしまいま

す。実はそれは目で見たからです。目を閉じているときに何かが

見えた場合は、そのままの状態を保っていてください。次第にき

れいに見えるようになります。ところが、はっきり見ようと意識

してしまえば、目を働かせ、視神経を通したことになりますので、

見えなくなってしまいます。

　天目の次元が違えば見える空間も異なるのですが、この道理を

理解していない科学研究機関があるため、一部の気功テストが予

期された効果を得られず、さらには逆の結果を招いてしまうこと

もあります。たとえばある機関が特異功能を測定する方法を考案

して、密封した箱の中に何が入っているのか気功師に当てても

らったのですが、気功師の天目の次元が異なっていたため、結果

もまちまちでした。そこで、テストをした人は、天目なんて嘘で、

人を騙すものだと思い込みました。このようなテストでは、往々

にして天目の次元の低い人が透視で良い結果を出せます。なぜな

らその人の天目は天眼通の次元にとどまっており、物質空間の物
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事を見ることにしか向いていないからです。それで天目の分から

ない人は、その人の功能が最高だと思ってしまいます。どんな物

体でも、それが有機物であれ無機物であれ、異なる空間では異な

る様相を呈するのです。たとえば一つのコップでも、それが作り

出されたときに、すでに一体の霊体が他の空間に同時に存在して

います。しかもこの霊体はそこに現れる以前は別のものだった可

能性もあります。天目のもっとも低い次元で見えるのはコップで

すが、一つ上の次元で見えるのは他の空間のその霊体であり、さ

らに高い次元から見えるのはその霊体より以前の物質形式です。

（三） 遠隔透視
　天目が開いたあと、遠隔透視ができるようになる人がおり、千

里隔たった遙か遠い空間の物が見えるのです。人はそれぞれ自分

の占める空間があり、その空間においてその人は宇宙のような大

きさをしています。そしてその特定の空間では、その人の額にわ

れわれのこの空間では見えない一枚の鏡があります。この鏡は誰

でも持っているのですが、ただ煉功しない人の場合、裏返しになっ

ています。ところが、煉功する人の場合はこの鏡が次第に表向き

になり、彼が見ようとする物を照らし出すことができます。その

人の特定の空間では、その人はかなり大きいのです。体が大きけ

れば、この鏡も非常に大きく、見たい物を何でも照らし出せます。

しかし照らし出せてもまだ見えません。画像は鏡にしばしとどま

ります。鏡は回転するので、照らし出した物体をちらっと見せて

は裏返し、そしてまたすばやく裏返すというように、繰り返し反

転します。映画のフィルムは一秒二十四コマで連続した動作を映
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し出せますが、鏡の反転の速度はそれよりも速いので、見た目で

はつながっており、非常にきれいに見えます。これが遠隔透視で

す。遠隔透視の道理はこんなにも簡単なものなのです。これらは

みな秘密の中の秘密ですが、わたしは二言三言でそれを明らかに

しました。

（四）空間
　空間は、われわれには非常に複雑なものに映ります。われわれ

人類は人類が現在存在する空間しか知らず、その他の空間につい

てはまだ探り出す手だてがありませんが、われわれ気功師はすで

に数十次元もの空間を見ました。理論の上でもそれを説明できま

す。しかし科学ではまだそれを証明することができません。一部

のものはあなたがその存在を認めなくても、すでにまぎれもなく

われわれの空間に反映されてきました。たとえば、世界にバミュー

ダ群島というところがあり、魔の三角地帯と呼ばれています。船

がそこへ行くと行方不明になり、飛行機がそこへ行くと消えてし

まいますが、数年後再び現れてきます。誰もその原因を説明でき

ませんし、現人類の思考論理を超えることもできません。実はそ

れはほかでもなく他の空間への通路なのです。そこにはわれわれ

の門のようなきちんとした門があるわけではなく、陰陽がくいち

がえばそういう状態になるのです。ですから、ちょうど陰陽のく

いちがいにより門が間違って開いているときに船が出くわしてし

まえば、簡単に入ってしまいます。人間はこの空間の差を感じら

れないので、一瞬のうちに入ってしまうのです。それとわれわれ

の時空との差は、距離で表すことができません。十万八千里のよ
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うな距離は、そこではほんのわずかなもので、同じ時間、同じ空

間に存在しています。船が入ってしばらくゆらゆらすると、陰陽

のくいちがいによりまた出てきます。しかしこの世ではすでに数

十年が過ぎ去っています。二つの空間の時間が異なるからです。

どの空間にもさらに単元世界があります。あたかもわれわれの描

く原子の構造図のように、一つの球に一本の連結線があり、どこ

までも球がつながり、どこにも連結線がありますので、きわめて

複雑です。

　第二次世界大戦の四年前に、イギリス空軍のあるパイロットが

任務遂行中に、暴風雨に出会いましたが、日頃の経験に頼って廃

棄された空港を見つけました。空港が目の前に現れたとき、突然、

空一面雲ひとつないというまったく違う光景が現れ、まるで別の

世界から抜け出してきたかのようでした。空港にある飛行機はす

でに黄色に塗り上げられ、地面では人々が忙しく動き回っていま

した。彼は非常に不思議に思いました！　着陸してからも誰もか

まってくれる人がいないし、管制塔も彼と交信しようとしません。

空も晴れてきたのでさあ帰ろうかと、彼はまた飛び立ちました。

空港を飛び去って、先ほど空港が見えたあたりに来ると、またも

や暴風雨の中に飛び込みましたが、結局なんとか帰ることができ

ました。彼は一部始終を報告し、飛行記録も書きましたが、上司

は信じてくれません。四年後、第二次世界大戦が勃
ぼっぱつ

発し、彼はそ

の廃棄された空港へ配置転換されたのですが、たちまち四年前の

光景が思い出され、目の前のとそっくりだったということに気が

つきました。われわれ気功師にはこれがどういうことなのかよく

分かります。彼は四年後のことを先
さき

んじて一通りしてきたにほか
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なりません。時間に先んじてそこへ行って一幕を演じてきたわけ

で、第一幕がまだ始まらないうちに先に一幕を演じてきて、それ

から戻って順番通りに演じるわけです。

五、気功治療と病院治療

　理論から言って、気功治療と病院治療とはまったく違います。

西洋医が病気を治療する際に用いるのは、化学検査であれレント

ゲン検査であれ、常人社会の手法ですので、この空間における病

の様相しか観察することができず、他の空間の信
しんそく

息を見ることも、

発病の原因の所在を見ることもできません。もしその病気が比較

的軽ければ、薬物で病原（西洋医で言う病毒、気功で言う業）を

殺したり追い払ったりできます。しかし、病気が重い場合、薬物

が役に立たなくなり、薬物の量を増やせば患者が耐えられなくな

ります。なぜなら病気というのは、全部が全部世間法の枠にとど

まっているものではなく、一部の病気はかなり重く、世間法の範

囲を超えており、病院では治療できないからです。

　漢方は、我が国伝統の医学であり、人体の修煉や特異功能と一

体となっています。古代では人体の修煉を非常に重視し、儒家を

はじめ道家、佛家、さらには儒学生までも坐禅を重んじていまし

た。坐禅は一種の功夫であり、煉功をしていなくても、時間が経

つうちに、功と功能をもつようになります。漢方の鍼
しんきゅう

灸はなぜ人

体の経絡についてあれほどはっきり分かっているのでしょうか？　

ツボとツボがなぜ横につながらないのか？　なぜ交錯してつなが
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らないのか？　なぜ縦につながっているのか？　どうしてあんな

に正確に描かれているのでしょうか？　現代の特異功能をもつ者

が目で見たものと漢方が描いたものとは一致していますが、それ

は古代の名医がたいてい特異功能をもっていたからです。我が国

の歴史上における李
り じ ち ん

時珍をはじめ、孫
そ ん し ば く

思邈、扁
へんじゃく

鵲、華
か だ

佗などは、

実はみんな特異功能をもつ気功大師でした。漢方は今日まで伝え

られてくる間に、功能の部分を失い、手法のみが残りました。昔、

漢方は目（特異功能を含む）で診察を行なっていましたが、その

後、脈を見る方法が考案されました。もし漢方の治療方法に特異

功能の方法が加われば、あと何年経とうと西洋の医学は中国の漢

方に追いつけません。

　気功による治療とは、根本から発病の原因を取り除くことです。

わたしに言わせれば、病気とは一種の「業」であり、それを治療

するのは、業を消す手助けをすることにほかなりません。病気の

治療に際して黒い気を追い出すことを重んじる気功師がおり、気

の排出と補給により、ごく浅い次元では黒い気を追い出すことが

できたとしても、彼には黒い気を生み出す根本的な原因が分かり

ません。ですから黒い気が再び戻り、病気が再発します。実は、

黒い気が発病の原因ではなく、黒い気がその人に苦痛を与えてい

るだけです。その人に発病させている根本的な原因は、他の空間

に霊体があるからです。多くの気功師はこのことが分かりません。

その霊体が非常に手強いものなので、普通それにはさわれません

し、さわる勇気もありません。法輪功は病気を治療するとき、そ

の霊体に照準を定めて、発病の根本原因となるものを取り除き、

しかも病気のあった部位に覆いをかけ、病が再び侵入しないよう
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にするのです。

　気功は病気を治療することができます。しかし、常人社会の状

態を撹乱するわけにはいきません。もし広範囲にわたってそれを

用いれば、常人社会の状態を撹乱することになります。そんなこ

とは許されませんし、良い効果も得られません。皆さんが知って

いるように、およそ気功診療所や、気功病院、気功リハビリセン

ターを開設する場合、開設されるまでは治療効果がけっこう悪く

ないかもしれませんが、いったん開業して病気治療を始めると、

効果ががたっと落ちてしまいます。つまり、超常の法で常人社会

の職能を代行することは許されないということです。そういうこ

とをすれば、間違いなく常人社会の法と同じ低さになりさがりま

す。

　特異功能で人体を透視する場合、スライスするように、一つ一

つの断面を見ることができ、軟体組織や身体のいかなる部位をも

見ることができます。現在の CT スキャンは、はっきり見ること

ができますが、しかしそれはなんといっても機械を使っており、

非常に時間がかかります。多くのフィルムを使いますし、時間も

お金もかかります。人間の特異功能はそれに比べて便利であり、

正確です。気功師は目を閉じてちらっと見ただけで、患者のいか

なる部位をも直接見ることができます。これは、現代の科学技術

よりも進んだ高度な科学技術だといえませんか？　しかし、実は

中国の古代ですでにこのような水準に達していました。つまり、

これは古代からあった高度な科学技術なのです。華佗は曹
そうそう

操の頭

のなかに腫瘍があるのが見えて、手術をしてあげようとしました。

曹操はそれを受け入れることができず、自分を殺害しようとして
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いるのだと思いこみ、華佗を捕まえましたが、結局曹操は脳の腫

瘍で亡くなりました。歴史上の多くの偉大な漢方医にはみな特異

功能がありましたが、現代社会では人々が過度に現実のものを求

めているために、古い伝統が忘却されているだけです。

　われわれの高い次元における気功修煉は、伝統的なものを改め

て認識し、再び人類社会に幸福をもたらすように、実践において

それを継承し、広めていこうとすることです。

六、佛家気功と佛教

　われわれが佛家気功と言うと、多くの人がすぐに、佛家が佛道

を修めるものだというように連想し、佛教の中のことを思い浮か

べます。しかし、ここではっきり断っておきますが、法輪功は佛

家気功であり、正
しょうでん

伝大法であって、佛教とはかかわりがありませ

ん。佛家気功は佛家気功であり、佛教は佛教です。修煉の目的は

同じですが、歩む道は違いますし、同じ法門ではなく、要求も異

なります。ここで「佛」という字に触れておきましょう。高い次

元で功を説くときに再びこれに触れることになるのですが、それ

自身には何も迷信的な色彩はありません。「佛」と聞けば大騒ぎし、

あなたが迷信を宣伝していると責める人がいますが、そんなこと

はありません。「佛
フォー

」はもともと梵
ぼ ん ご

語で、インドから伝わってき

たものであり、「佛
フォートゥー

陀」（Buddha）という音訳の二文字でしたが、

「陀」が省略されて、「佛」になりました。中国語に翻訳すれば、「覚

者」、すなわち悟りを開いた人ということになります（『辞海』）。
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（一）佛家気功
　現在伝えられている佛家気功は、二種類あります。一つは佛教

から分離したもので、数千年の発展の過程で、多くの高僧を輩出

しました。彼らは、修煉によって非常に高い次元まで達したとき

に、師からなんらかのものを授かって、さらに高い次元の直伝を

得ます。これらのものは昔、佛教の中では一人にしか伝えません

でした。高僧がいよいよこの世を去ろうとするときになって、は

じめて一人の弟子に伝えるものであり、それは佛教の理論に従っ

て修煉し、全体の向上を目指すものです。たしかにこのような気

功は、佛教と密接なつながりがあるように見えます。その後、た

とえば「文化大革命」のときに、僧侶たちが寺から追い出された

ので、これらの功法は民間に落ち、民間で大いに発展しました。

　もう一つも佛家気功ですが、この佛家気功は歴代において、佛

教とかかわりをもったことがなく、ずっと民間あるいは山奥で静

かに修煉していました。このような功法には独特なところがあっ

て、いずれも良い弟子、本当に高い次元へ修煉できる大徳をもっ

た人を選ぶのが条件となっています。このような人は、長い間に

一人しか現れません。この功法は公にされてはならないもので

あって、心性に対する要求が高く、功の伸びもきわめて速いので

す。このような功法は数多くあります。これは道家も同じであり、

同じく道家功でありながら、昆
こんろん

侖派、峨
が び

嵋派、武
ぶ と う

当派などなどの

区別があります。どの派にもさらに違う法門があり、どの門の功

法も大きく異なっており、混同して修煉してはいけません。
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（二）佛教
　佛教は二千年あまり前に、釈

し ゃ か む に

迦牟尼がインドに本来あった修煉

の基礎をふまえて自ら証悟した、修煉方法です。それを概括すれ

ば、「戒
かい

・定
じょう

・慧
え

」の三文字にまとめることができます。「戒」は

「定」のためにあります。佛教は煉功を唱えませんが、実際は煉

功しており、「定」になってそこに坐ればすなわち煉功です。な

ぜなら人間が静の状態に入り、入定すれば、宇宙のエネルギーが

彼の身体に集まり、煉功の役割を果たすことになるからです。佛

教の「戒」は、常人のもつ欲望を断ち、常人が執着するあらゆる

ものを捨て去ることであり、それによって清静無為の状態に達す

れば、「定」に入ることができます。そして、「定」のなかで絶え

ず次元を高めていくと、悟りを開き、慧を開き、宇宙を認識して、

宇宙の真相を見ることになります。

　釈迦牟尼は伝法を始めた頃、一日に三つのことしかしませんで

した。説法し（主に羅漢法を伝えた）、弟子に法を聞かせること。

鉢（お椀）を持ってお布施を乞う（乞食をする）こと。そして坐

禅して実際に修行することの三つです。釈迦牟尼がこの世を去っ

たあと、バラモン教と佛教の闘いが起こり、結局二つの宗教が一

つにまとまって、ヒンズー教となりました。ですから、現在のイ

ンドには佛教がありません。その後の発展と変遷の中で、大乗佛

教が現れました。中国内地に伝わった現在の佛教がそれです。大

乗佛教は釈迦牟尼のみを始祖として信仰するのではなく、多佛信

仰であり、多くの如来や阿弥陀佛、薬師佛などを信仰します。戒

律も増え、修煉の目標も高くなりました。当時、釈迦牟尼が個別

の弟子の間に菩薩法を伝えたことがありますが、後にそれらのも
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のが整理され、今日のような菩薩界を修める大乗佛教に発展しま

した。現在の東南アジアあたりでは、依然小乗佛教の伝統が守ら

れており、神通力によって法事を行っています。佛教の変遷の過

程で、一つの流派が我が国のチベットに伝わり、藏
ぞうみつ

密と称される

ようになりました。また、新
しんきょう

疆を経て漢民族の地域に伝わった流

派があり、唐
とうみつ

密（会昌年間「滅佛」の後に消失した）と称されて

います。いま一つの流派は、インドで形成された瑜
ヨ ガ

珈功です。

　佛教では、煉功を唱えず、気功もやりませんが、これは佛教の

伝統的な修煉方法を守るためであり、佛教が広まって二千年以上

経っても衰えない重要な要因でもあります。外来のものを受け入

れなかったからこそ、それ自身の伝統を守りやすかったのです。

佛教の修煉方法も完全に同じではありません。小乗佛教が自分自

身の済
さ い ど

度、自分自身の修煉に重きを置いているのに対して、大乗

佛教は自分を済度し、他人も済度し、衆生を普く済度するよう発

展してきました。

七、正法と邪法

（一） 旁門左道
　旁

ぼうもんさどう

門左道は奇
き も ん

門修煉とも言います。宗教が現れる以前に、各気

功はすでに存在していました。宗教以外の功法も民間で多く伝

わっていますが、それらのほとんどは整った修煉体系を成してお

らず、整った理論ももっていません。それに対して奇門修煉法に

は、系統的で完璧な特殊強化修煉方法があり、同じく民間で伝承
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されています。この類いの功法は通常、旁門左道と呼ばれます。

どうして旁門左道と呼ばれるのでしょうか？　字面から見て、旁

門とは別に開かれた門、左道とは不器用という意味です。佛、道

両家の修煉法が正法で、その他の功法はみな旁門左道、あるいは

邪法と思われていますが、実はそうではありません。旁門左道は

歴代、ずっと密かに修煉され、個別に伝承されており、人に見せ

てはいけないものなのです。ですから、たとえ公にされても、人々

はそれをあまり理解できません。彼ら自身もその功法を「佛に非
あら

ず道に非ず」と称しています。その修煉方法には心性に対する厳

しい要求があり、修煉は宇宙の特性に従って行われており、善を

行うことや心性を守ることを重んじます。その中の優れた人は、

みな奥の手をもっており、独特の技能にはすごいものがあります。

わたしは奇門の優れた人三人に出会い、いくつかのものを伝授し

てもらいましたが、佛、道両家のどちらにも見られないものでし

た。これらのものは修煉の過程においていずれもかなり難しく、

修煉して得た功も非常に独特なものです。それに対して、現在伝

わっている一部のいわゆる佛、道両家の功法の中には、心性への

厳しい要求をもたないものがあり、そのために高くへは修煉でき

ません。ですから各家の功法に対しては、弁証的に見なければな

りません。

（二） 武術気功
　武術気功は長い歴史のなかで形成されたもので、整った理論体

系や修煉方法があり、独自の体系を成しています。しかし厳密に

言えば、それは内修功法の最も低い次元に顕現した功能の現れで
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す。武術修煉に現れた功能は、内修功法の中でみな現れるのです。

武術気功の修煉は、気を練るところから始まります。たとえば石

を割るとき、初めは腕を振り回して気を巡らせますが、時間が経

てば、気が質的変化を起こして、ある種の光のようなエネルギー

の塊を形成します。この程度に達すれば、功は役に立つようにな

ります。なぜなら功は高次物質であり、霊性を帯びているからで

す。それは大脳思惟の制御を受けますが、他の空間に存在してい

ます。攻撃のとき、気を巡らせるまでもなく、思っただけで功が

やってきます。修煉するにつれて、功はますます強化され、粒子

が細かくなり、エネルギーが増大して、「鉄
てっさしょう

砂掌」、「朱
しゅさしょう

砂掌」の

ような功夫が現れるようになります。映画やテレビ、雑誌では、

近年「金
きんしょうとう

鐘罩」、「鉄
て っ ぷ さ ん

布衫」の技能が現れましたが、それは武術と

内修功法を同時に修めた結果であり、内外兼修によって得られた

ものです。内修をするには、徳を重んじなければならず、心性を

修めなければなりません。理論から言えば、その功夫が一定のレ

ベルに達すると、功が体内から発せられ、体外に打ち放たれます

が、密度が高いので、防護の覆いができあがります。理論的に言っ

て、武術気功とわれわれの内修功法との最大の違いは、武術は激

しい運動の中で修煉しており、入
にゅうせい

静が取り入れられていないとい

うことです。入静しなければ、気が皮膚の下を走り、筋肉を貫
つらぬ

き

ますが、丹
たんでん

田に入らないので、命
めい

を修めませんし、修めることも

できません。

（三） 返修と借功
　気功をやったことがないのに、一夜のうちに功を得る人がいま
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す。その人はエネルギーがけっこう大きく、他人の病気も治すこ

とができますので、人々から気功師とも呼ばれ、人に教えたりも

しています。中には功法を習ったことさえない人もいますし、い

くつかの動作を習っただけなのに、それをちょっとアレンジして

すぐ他の人に教える人もいます。このような人は、気功師と称す

る資格がなく、他人に伝承するものを何ももっていません。彼ら

の教えているものは、実際に高い次元を目指して修煉することが

できないもので、せいぜい健康増進と病気治療ぐらいのものに過

ぎません。このような功はどのようにして湧いてきたのでしょう

か？　まず「返
へんしゅう

修」についてお話しします。返修は、心性がきわ

めて高く、非常に良い人に見られます。普通は年をとっており、

五十歳以上で、一から修煉させるにはもう間に合わず、性
せいめいそうしゅう

命双修

の立派な師に出会うこともなかなか容易ではありません。そこで、

その人が煉功しようと思いたったとき、上師が彼の心性の基礎に、

かなり大きなエネルギーを加え、上から下へと逆方向に修煉させ

ます。これでずいぶん速くなります。上師は空中で演化して、体

外から絶えずその人にエネルギーを注ぎます。特にその人が病気

治療を行ったり、大勢集めて何かしたりする場合、上師からエネ

ルギーがパイプを流れるように送られてくるのですが、時々自分

でもそれがどこから来たのか分かりません。これが返修です。

　もう一つ「借
しゃっこう

功」というのがあります。借功は年齢に制限があ

りません。人間は主意識のほかに、副意識もあり、普通は、副意

識のほうが主意識より次元が高いのです。副意識の次元がかなり

高く、覚者と交流できる人もいますが、このような人が煉功しよ

うとすると、副意識も次元を高めようと思うので、すぐさま大覚
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者と連絡をとって功を借りてきます。功を貸してもらったら、や

はり一夜のうちに功が湧いてきます。功を得てからは同じく人の

病気を治すことができますし、患者の苦痛を解いてあげることも

できます。このような人は通常、大勢の人を集めて治療活動を行

いますが、個別にエネルギーを授けたり、手法を教えたりするこ

ともできます。

　普通、こういう人は、初めはけっこう立派です。ただ、功を身

につけると、名声が広がり、名利とも手に入るようになります。

そして名利が頭の中で大きな比重を占め、煉功を超えるようにな

りますと、それ以降功が堕ちはじめ、功がますます減り、しまい

には何も残らなくなります。

（四） 宇宙語
　突然ある種の言語をしゃべり出す人がいます。けっこう流暢に

操るのですが、それは人類社会の言語ではありません。どんな言

語でしょうか？　それは宇宙語と言います。宇宙語とはいっても、

あまり高くはない生命体の言語のひとつに過ぎません。目下国内

で気功をやる人のなかに、このような状況が少なからず現れてお

り、いくつもの違う言語を操ることができる人もいます。もちろ

ん、われわれ人類社会の言語もかなり複雑で、一千種類以上あり

ます。宇宙語は功能と言えるのでしょうか？　わたしはそうでは

ないと思います。それは自分自身の功能でもなければ、外から与

えられた功能でもなく、外来の生命によって制御されているもの

です。その生命体は比較的次元の高いところ、少なくともわれわ

れ人類より少し高いところから来ており、ほかでもなくその生命
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体がしゃべっているのです。宇宙語を口にする人間は単に媒
ばいかい

介の

役割を果たしているに過ぎません。ほとんどの人は、何をしゃべっ

ているのか自分でも分からず、「他
た し ん つ う

心通」を備えた人だけが、お

およその意味を感じ取ることができます。功能ではないのに、多

くの人が言うものだから、いい気になって大したものだとうぬぼ

れ、功能だと思い込んでしまいます。実際は、天目の次元の高い

人には見えるのですが、その人の斜め上の方におしゃべりをして

いる生命体がいて、人の口を借りて話しているのです。

　その生命体が人に宇宙語を教え、同時に功も一部伝えますが、

しかしその人はそれ以降それに牛
ぎゅうじ

耳られてしまうことになるの

で、これは正法ではありません。その生命体はいくらか高い次元

の空間にいるとはいえ、正法修煉ではないので、いかに修煉者に

健康増進と病気治療のことを教えていいかが分かりません。です

からこのような方法を用いて、おしゃべりをすることによってエ

ネルギーを放出するのです。このエネルギーは散って放射される

ので、力が弱く、一部の軽い病気にはある程度効きますが、重い

病気には役に立ちません。佛教では天上の人間は苦労がなく、ト

ラブルもないと言われます。そのために修煉ができず、試練を与

えてもらえず、次元を向上させることができないので、そこでな

んとかして人間の健康増進と病気治療に手を貸すことによって、

自分をいくらか高めようとするのです。これが宇宙語です。宇宙

語は功能ではなく、気功でもありません。

（五） 信息憑き物
　信

しんそく

息憑
つ

き物のなかで、危害が大きいのは低い霊体の憑き物であ
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り、これらはいずれも邪法を修練したことによって招いたもので

す。人間に害を与えること甚だしく、取り憑かれた人の結末は非

常に恐ろしいものです。練功もそれほどしていないのに、人の病

気を治し、金儲けをしようとばかり考え、そういうことが頭から

離れない人がいます。もともとその人はけっこう立派な人であり、

ひょっとしたらすでに師が面倒を見てくれているのかもしれませ

ん。しかし人の病気を治そうとか、金儲けをしようとかを考え出

すととんでもないことになり、自分でそういうものを招いてしま

うのです。そういうものはわれわれの物質空間にいませんが、ま

ぎれもなく存在しています。

　この練功者は突然、天目が開いた、功が身についたと思い込み

ますが、実は憑き物が彼の大脳をコントロールしているのであり、

憑き物が見た映像が彼の大脳に反映されているのです。自分の天

目が開いたと思い込みますが、実は全然開いていないのです。憑

き物がどうして彼に功を与えようとしたのでしょうか？　どうし

て彼を助けようとしたのでしょうか？　われわれのこの宇宙で

は、動物が修煉して得
とくどう

道することは許されないからです。動物は

心性を重んぜず、向上できないので、正法を得ることが許されな

いのです。そこで動物が人間の身体に取り憑いて、人体の精華を

得ようとするわけです。宇宙にはもう一つ、「失わないものは得

られず」という理があります。憑き物があなたの名利心を満たし

てくれ、あなたに金儲けさせ、あなたを有名にしてくれます。し

かしただでは助けてくれるわけがなく、憑き物も何かを得ようと

しており、あなたの精華を得ようとしているのです。憑き物があ

なたから離れたとき、あなたにはもう何も残っておらず、衰弱し
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きって、あるいは植物人間になってしまうかもしれません！　こ

れは心性が正しくないために招いたものです。一正が百邪を圧す

る、と言われるように、あなたの心性に少しの歪みもなければ、

邪を招くことはありえません。つまり、でたらめなものは一切も

らわず、正々堂々とした煉功者になるように、ひたすら正法に従っ

て修煉しなければならないということです。

（六） 正しい功法でも邪法を練ることがある
　習っているのは正法であるとはいえ、自分を厳しく律すること

ができず、心性を重んじようとしないで、練功するときに良くな

いことを考える人がいますが、これでは無意識に邪法をやってい

ることになります。たとえば站
たんとうこう

樁功をやっているにせよ、坐禅を

しているにせよ、たしかに練功はしてはいますが、実際は、頭の

なかではお金のことや、名利のことや、誰それがわたしをいじめ

たので、功を身につけたら懲らしめてやろうとか考えています。

あるいはあれやこれやの功能を欲しがったりして、良くないもの

を功に加えてしまいますので、実際には邪法をやっていることに

なります。これは非常に危険なことです。良くないもの、たとえ

ば低い次元の霊体のようなものを招いてしまう可能性があるので

すが、招いてしまっても気がつかないかもしれません。執着心を

強くもったまま、求める心を抱いて道を学んだりしてはいけませ

ん。心が歪んでいれば、師もあなたを守るすべがないのです。つ

まり、煉功者としては必ず厳しく心性を守り、心を正しく持ち、

何も求めないようにしなければなりません。さもなければ問題が

起きるかもしれません。
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　法
ファールンゴン

輪功は佛家 法
ファールン

輪 修煉大法に源を発する、佛家気功修煉の特

殊な方法ですが、一般の佛家修煉方法とは異なる独特なところが

あります。本功法は本来、きわめて高い心性を持つ大
だ い こ ん き

根器の修煉

者が学ぶ、特殊な強化修煉でしたが、より多くの煉功者が向上で

きるように、そして修煉に志のある多くの方々の要求を満たすた

めに、本功法の中から普及に適した修煉方法を整理してここに公

開することにしました。それでも、それは一般の功法で学ぶもの

と一般功法の次元を遙かに超えています。

一、法輪の作用

　法輪功の法輪は宇宙と同じ特性を持った宇宙の縮図です。法輪

功を修煉する者は、功能と功力を速やかに伸ばすことができるば

かりでなく、非常に短い時間内に威力この上ない法輪を修煉して

得ることができます。法輪は形成されれば、一種の霊性をもった

生命体の存在となります。普段は煉功者の下腹部で自動的に回転

してやまず、絶えず宇宙からエネルギーを採りこみ演化して、最

終的には煉功者の本体のなかでそれを功に転化させ、法が人を煉

る効果を発揮します。言い換えれば、人がいつも煉功していなく

ても、法輪が絶えず人を煉っているということです。法輪は内に

向かっては自己を済度し、健康増進、知恵の開発および煉功者を

逸
いつだつ

脱から守ってくれる作用がありますし、心性の劣っている人か

ら妨げを受けないよう修煉者を守ることもできます。法輪は外に

向かっては人を済度し、他人の病気を治し邪気を祓
はら

い、あらゆる
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異常な状態を直すことができます。法輪は下腹部で絶えず回転し

ており、右回り（時計回り）に九回、左回り（反時計回り）に九

回回転します。右回りのときは、宇宙からエネルギーを猛烈に吸

収し、そのエネルギーは非常に大きいものです。功力の増大に従っ

て回転力はますます強くなり、人為的に気をすくい上げて灌
かんじょう

頂し

てもこれには遠く及びません。左回りのときは、エネルギーを放

出して、衆生を普く済度し、正しくない状態を糾
ただ

しますので、煉

功者のまわりにいる人がみんなその恩恵を受けます。我が国で伝

えられているあらゆる功法の中で、法が人を煉ることのできる功

法は、法輪功のみです。

　法輪は最も貴重なものであり、千金でもっても替え難いもので

す。わたしの師は、私に法輪を伝えてくれたとき、この法輪は誰

にも伝えてはならないものであり、千年にわたって道を修めてい

る人でさえそれを得ようとしても得られないのだ、と言いました。

われわれのこの法門は非常に長い年月を経て、はじめて一人の人

に伝えられるものであり、数十年で一人に伝えるようなものとは

違います。ですから法輪はきわめて貴重なのです。いま、われわ

れはそれを取り出して演化しましたので、本来ほどの大きな威力

はなくなりましたが、それでもやはりきわめて貴重なものです。

修煉者がそれを得れば、修煉の半分が達成されたようなもので、

あとは自分の心性を向上させさえすれば、将来かなり高い次元が

あなたを待っているのです。もちろん、縁のない人は、将来修煉

していけなくなりますので、法輪も存在しなくなります。

　法輪功は佛家功ですが、佛家の範囲を完全に超えており、宇宙

全体を煉っています。昔、佛家修煉では佛家の理を、道家修煉で
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は道家の理を唱えましたが、誰も根本から宇宙を完璧に説明でき

た人はいませんでした。宇宙も人間と同じように、物質的に構成

されている以外に、その特性の存在をもっており、「真・善・忍」

という三文字にまとめることができます。道家修煉は主として

「真」を悟り、真実のことを話し、真実のことをし、返
へんぽんきしん

本帰真して、

最終的に真人になることを目指します。佛家修煉は「善」に重点

が置かれており、衆生を普く済度するために、大いなる慈悲心を

生み出そうとします。われわれのこの法門は、「真・善・忍」を

同時に修め、宇宙の根本特性から修煉して、最終的に宇宙との同

化を果たします。

　法輪功は性命双修の功法であり、功力と心性の上で一定の次元

に達すると、世間にいる間にも悟りを開く（功を開く）状態に到

達し、修煉によって不
ふ え

壊の身体を得るよう求めています。法輪功

はおおよそ世
せ け ん ほ う

間法と出
しゅっせけんほう

世間法など多くの次元に分かれています

が、志のあるすべての者が修煉に勤め、絶えず心性を高めていき、

圓満成就できるよう期待しています。

二、法輪の形態構成

　法輪功の法輪は霊性をもった、回転している高エネルギー物質

体です。法輪は天体宇宙全体の運行規則に従って回転しており、

ある意味では、宇宙の縮図といえます。

　法輪の中央は佛家の「卍」符で、梵語では Srivatsa（シェリー

バトゥサ）、「吉祥の集まるところ」（『辞海』）という意味であり、
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法輪の核心をなします。色は黄金色に近く、その地色は非常に鮮

やかな赤、外の輪の地色はオレンジ色です。四つの太極と四つの

佛家法輪が、交互に並んで、八つの方位に配置されています。赤

と黒からなる太極は道家のものであり、赤と青からなるのは先天

大道のものです。四つの小さな法輪も黄金色で、法輪の地色は、

赤、橙、黄、緑、青、藍、紫、と周期的に変化し、色が非常に綺

麗です（口絵参照）。中心の「卍」符と太極の色は変わりません。

これらの大小の法輪と「卍」符はみな自転しています。法輪の根

は宇宙におろされており、宇宙が回り、各恒星系も回っているの

で、法輪も回っています。天目の次元の低い人には、法輪が扇風

機のように回転しているのが見えますが、天目の次元の高い人に

は、法輪の全景が見え、それは非常に美しく、鮮やかなものであり、

煉功者をして修煉においていっそう勇猛邁進させてくれます。

三、法輪功の修煉の特徴

（一） 法が人を煉る
　法輪功を学ぶ者は、速やかに功力と功能を伸ばすことができる

ばかりでなく、修煉によって法輪を得ることもできます。法輪は

非常に短い時間で形成されますが、いったん形成されると、その

威力はこの上なく大きく、煉功者を逸脱から守るとともに、本人

が心性の劣る人に妨げられないように守ってくれます。理論の上

でも伝統的な修煉法とはまったく異なっています。なぜなら法輪

は形成されてから、絶えず自転を続ける、霊性をもった生命体の
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存在であり、普段は煉功者の下腹部に絶えずエネルギーを蓄えて

いるからです。法輪は回転によって宇宙からエネルギーを採りこ

みます。自転して止まらないからこそ、法が人を煉る目的を達す

ることができるのです。すなわち人が四六時中煉功していなくて

も、法輪は絶えず人を煉っているわけです。当然のことですが、

常人は昼間は仕事をしなければならず、夜は睡眠をとらなければ

なりませんので、煉功時間は非常に限られています。二十四時間

絶えず煉功していようとして、いわゆるつねに練功のことを考え

ておくというやり方ではいけません。あるいはほかのどんな方法

を取り入れても、本当に二十四時間つねに煉功しているという目

的を達することは難しいのです。しかし、われわれの法輪は絶え

ず回転しており、宇宙から内に向かって大量の気（初期エネルギー

の存在形式）を採りこむ一方、採りこんだ気を昼夜を分かたず、

つねに法輪の各方位に蓄え転化させ、気をさらに高次の物質に変

え、最終的に修煉者の身体で「功」に転化させます。法が人を煉

るというのはこのことを言うのです。法輪功の修煉は各流派、各

門派の丹
たんどう

道気功の煉功学説とまったく異なっています。

　法輪功の修煉における最大の特徴は、法輪を修煉することであ

り、「丹」の道を歩みません。現在伝えられているどんな流派、

どんな門派の功法にせよ、佛教、道教の各功派にせよ、また佛家、

道家、民間のものに関わらず、多くの旁門の中の修煉方法にせよ、

どれもこれも丹道を歩むものであり、丹道気功と呼ばれます。和

尚、尼僧、道士の修煉は、いずれも丹道という道を歩んでいます。

死後火葬すると、舎
し ゃ り

利が出てきます。現在の科学測定機器でもそ

れがどんな物質によって構成されているのか分かりませんが、非
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常に硬くて、綺麗なものです。実はそれは他の空間から採集した

高エネルギー物質にほかならず、われわれのこの空間のものでは

ありません。それがつまり丹です。丹道気功で生存中に悟りを開

く状態に達するのは非常に難しいことです。昔、多くの丹道を煉

る人が丹を上へ引き上げようとして、泥
でいがんきゅう

丸宮まで上げるのですが

そこで詰まってしまい、結局息ができなくなって死んでしまいま

した。人為的にそれを炸裂させようとする人がいますが、炸裂さ

せようがありません。こんな例がありました。ある人のお爺さん

が修煉して成就できなかったので、死後丹をお父さんに吐き残し、

お父さんも成就できなかったので、死後その人に吐き残したので

すが、今に至ってもその人は相変わらず何者でもありません。と

ても難しいのです！　もちろん、良い功法もたくさんあり、本当

に直伝を得れば素晴らしいのですが、上級のものを伝えてもらえ

ない恐れがあります。

（二） 主意識を修煉する
　人にはそれぞれ主意識があり、普段何かをしたり、物事を考え

たりするときは、主意識を働かせています。主意識のほかに、人

には一つないしいくつかの副意識も存在していますし、さらには

家族の間で先祖から伝わっている信息もあります。副意識は主意

識と同じ名前をもっています。副意識は普通、主意識より力があ

り、次元が高いので、彼自身の特定の空間が見え、われわれの常

人社会に惑
まど

わされません。多くの功法は副意識を修煉する道を歩

んでおり、肉体や主意識は単なる媒体の役割しか果たしていませ

ん。こういうことは、煉功者には普通分かっていないのに、得意
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満面にさえなっている人もいます。人は社会に生活しているため、

現実のものを捨て去るのは非常に難しいことです。とりわけその

人が執着しているものならなおさらです。ですから多くの功法は

入定の中で演化すること、完全に入定することを強調しています

が、入定の中で演化するとき、その人の副意識がその社会の中で

演化し、演化の過程で向上しているのです。そのうちあなたの副

意識が修煉して成就し、功を携
たずさ

えて行ってしまえば、あなたの主

意識と本体には何も残りません。一生の修煉が無駄になってしま

います。それは大変惜しいことです。一部の著名な気功師は、さ

まざまなすごい功能をもっており、高い名声を得ているのですが、

その功が全然自分の身体についていないことに本人は分かってい

ないのです。

　法輪功は主意識に焦点を定めて修煉しており、功が確実に本当

にあなたの身体につくように求めています。もちろん副意識もそ

の恩恵を受けるのですが、彼は従属しながら向上することになり

ます。われわれのこの功法は何よりも厳しく心性を求めています。

常人社会の中で、最も複雑な条件の下で心性を錬磨することに

よって、向上することを求めており、まるで泥沼から咲き出た蓮

の花のようです。だからこそ、あなたの修煉の成就が許されるの

です。法輪功が貴重なのはまさにこのためであり、あなた自身が

功を得るということが貴重なのです。しかしこれは非常に難しい

ことです。その難しさはまさに、最も複雑な環境の中で錬磨する

道を歩むことにあります。

　煉功の目的が主意識を修煉することにある以上、つねに主意識

で自分の煉功を支配しなければなりません。主意識が決定権を持
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たなければならず、副意識にそれを譲り渡してはならないのです。

さもなければいつか、副意識が成就して去っていくとき、功も持っ

て行かれてしまい、本体と主意識に何も残らなくなります。高い

次元を目指して修煉しようとしているときに、主意識が眠ってい

るかのように何も知らず、何の功を煉っているのかも分からない

ようではいけません。必ず自分が煉功し、上を目指して修煉して

おり、心性を向上させているということを自覚しておかなければ

なりません。そうしてこそはじめてあなたに主導権があり、功を

得ることができるのです。あなたがぼうっとしている間に、や

ろうとしていたことがやり遂げられて、あなたにもどうしてそう

なったのか分からないときがありますが、実はそれは副意識が役

割を果たし、副意識が指揮を執ったのです。もし坐禅の途中で目

を開け正面を見たとき、向かいにもう一人の自分がいたとすれば、

それはほかでもなくあなたの副意識です。ところが、北に向かっ

て坐禅をしているのに、突然自分が北にいるのに気づいたとしま

す。どうして出てきたのだろうか、と不思議に思うでしょうが、

それは本当のあなたが出てきたのであって、そこに坐っているの

はあなたの肉体と副意識です。これは区別できることです。

　法輪功を修煉するのに、我を忘れてはいけません。我を忘れる

のは、法輪功の修煉大法に適いません。煉功では、必ず頭がはっ

きりしていなければなりません。煉功のとき主意識が強ければ、

逸脱することがなく、たいていのものはあなたを害することがで

きません。主意識が弱ければ、何かがつけこんでくることがあり

ます。
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（三） 煉功は方位や時間を問わない
　多くの功法は、煉功するのにどの方向を向いたらよいか、何時

に煉功すればよいかにこだわりますが、われわれはまったくそう

いうことを問いません。法輪功は宇宙の特性に従って修煉し、宇

宙演化の原理にしたがって修煉しているのですから、方向や時間

を問わないのです。われわれは法輪の上に坐って煉功しているの

に等しく、全方位的であり、つねに回転しています。つまりわれ

われの法輪は宇宙と歩調を同じくしているのです。宇宙も銀河系

も運動しており、九大惑星も太陽を巡って回転していますし、地

球自身でさえも自転しているのですから、東西南北などどこにあ

るのでしょうか？　われわれの言う東西南北は、地球人が地球の

角度から区分けしたものです。ですからどの方位に立って煉功し

ても、全方位に立って煉功していることになります。

　子
ね

の刻に煉功するのがよいとか、午
うま

の刻に煉功すればよいとか、

あるいはこれこれの時間がよいとかと言う人がいますが、われわ

れはそういうことは言いません。なぜならあなたが煉功をしてい

なくても法輪があなたを煉り、四六時中あなたの煉功を手助けし

ており、法が人を煉っているのです。丹道気功では、人が丹を煉

りますが、法輪功では法が人を煉っています。時間に余裕があれ

ば多めに煉功すればいいし、なければ煉功時間を減らしてもかま

いません。全く自由です。
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四、性命双修

　法輪功の修煉では、心性も修めるし命も修めます。煉功を通し

てまず本体を変え、本体を捨てずに、主意識と肉体が一つになっ

て、全体で成就することを目指します。

（一） 本体を変える
　人間の身体は肉と血液と骨格からなっており、異なる分子構造

と成分を有しています。煉功を通して身体の分子成分を高エネル

ギー物質に転化しますが、そうすることによって人体の構成は本

来の物質成分ではなくなり、本質的な変化が起きます。しかし、

修煉者は常人の中で修煉しており、人の群の中で生活しているの

ですから、人類の社会状態に背いてはいけません。ですからこの

ような変化は、その人本来の分子構造を変えるものではなく、分

子の配列順序はそのままで、本来の分子成分のみを変えるのです。

人体の肉は相変わらず軟らかく、骨格は依然硬く、血液はもとど

おり流れており、ナイフで切りつければやはり血が出ます。中国

古代の五行説によれば、金・木・水・火・土が万物を構成してい

るのですが、人体も同じです。煉功者に本体の変化が起き、高エ

ネルギー物質が本来の分子成分に取って代わるようになれば、そ

の時点で人体は本来の物質構成ではなくなっています。いわゆる

「五行の中に居ず」とはこのことです。

　性命双修功法の最大の特徴は、人間の生命の進度を遅らせ、老

衰を遅らせることにあります。われわれ法輪功はまさにこのよう

な際立った特徴を持っています。法輪功は次のような道を歩んで
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います。つまり、根本から人体の分子成分を変え、採り入れた高

エネルギー物質を一つ一つの細胞の中に蓄えていくことによっ

て、最終的に高エネルギー物質が細胞成分に取って代わります。

すると、新陳代謝が停止し、その人は五行を抜け出し、他の空間

の物質から構成された身体になり、われわれの空間時間の制約を

受けなくなりますので、いつまでも若々しさを保つことができる

ようになるのです。

　歴代の高僧は寿命が非常に長いのですが、今数百歳の人が街

を歩いたとしても誰にも気づかれません。非常に若々しく見え

るし、常人と同じ身なりをしていますので、見た目には分から

ないのです。人間の寿命は、本来今のように短いはずはないので

す。科学の角度から言って、人間は二百歳あまりまでは生きられ

るはずです。記録によれば、イギリスにフィムカスという人が

いて、二百七歳まで生きました。日本には満平という人がいて、

二百四十二歳まで生きました。我が国では唐の時代に、恵昭とい

う和尚がいて、二百九十歳まで生きました。福建省永泰県の県志

の記載によれば、唐の時代の僖
き そ う

宗中和元年（紀元八八一年）生ま

れの陳俊という人は、元の時代の泰定年間、紀元一三二四年に死

去したので、四百四十三歳まで生きたことになります。これらは

いずれも記録があって調べられるもので、おとぎ話でも何でもあ

りません。われわれの法輪功学習者は修煉によって、顔の皺が明

らかに減り、顔色がつやつやし、身体が非常に軽やかになり、道

を歩いても仕事をしても疲れを感じなくなりました。これらは普

遍的に見られる現象です。わたし自身も数十年修煉して来ました

が、二十年あなたの容貌があまり変わっていないと言われました。
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ほかでもなくこれが原因です。われわれの法輪功は命を修める強

烈なものを持っているため、法輪功の修煉者は年齢から見て常人

と大きく異なり、見た目には実際の年齢と一致しません。つまり、

性命双修功法の最大の特徴は人間の生命の進度を遅らせ、人間の

老衰を遅らせ、寿命を延ばすことができることにあります。

（二） 法輪周天
　われわれの人体は一つの小宇宙であり、人体のエネルギーが身

体を一巡りするのを、小宇宙循環、あるいは周天循環と言います。

任、督二脈がつながるのは、次元から言えば、まだうわべだけの

周天であり、命を修めるのには役に立ちません。本当の小周天は、

泥丸宮から丹田まで、中で循環しています。中の循環によって、

身体を率いて中から外へと広げていき、百脈を開かせます。われ

われの法輪功は、初めから百脈を開かせるようにしているのです。

　大周天とは奇
きけいはちみゃく

経八脈の運行のことで、体中を一回りします。も

し大周天が通れば、その煉功者が舞い上がる、という状態が現れ

るのですが、『丹経』に書かれている「白
はくじつひしょう

日飛昇」とはこのこと

なのです。しかし通常は、舞い上がらないように、あなたの身体

のある部位に鍵をかけます。しかし、道を歩くときは非常に軽や

かで、山登りをするときは誰かに押されているかのように感じる、

という状態がもたらされます。大周天が通るようになると、人体

の内臓各部位の気を交換させることができる、という功能も身に

付くようになります。心臓の気が胃に移り、胃の気が腸に移り、

��功力の増強にしたがって、体外にそれを打ち放つと運搬功に

なります。このような周天は子
し ご

午周天、あるいは乾
けんこん

坤周天とも呼
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ばれます。その運行だけではまだ身体を演化するという目的を達

成することができず、もう一つそれと対応する周天の存在が必要

とされます。それは卯
ぼうゆう

酉周天と呼ばれます。卯酉周天の運行は、

会
え い ん

陰または百
ひゃくえけつ

会穴から突き出て、身体の陰陽両面の境目、つまり

身体の側面を走ります。

　法輪功の周天運行は一般功法で言う奇経八脈の運行よりずっと

大きく、身体全体を縦横して交錯する気脈が一斉に運行していま

す。ですから、身体全体が一気に打ち通され、打ち貫
ぬ

かれ、一斉

に回転するよう要求されます。われわれの法輪功はこれらのもの

を自ら持っており、人為的に煉る必要がなく、意念で導く必要も

ありません。もしあなたがそういうことをすれば、間違った方向

にずれてしまうことになります。わたしが講習会であなたの体外

に気機を植え付けましたが、それは自動的に循環するものです。

気機とは高い次元における煉功に特有なものであり、われわれの

自動的な煉功の一部をなし、法輪と同じように絶えず回転し、身

体の中の気脈を率いて運行しています。あなたが周天を修煉した

ことがなくても、実際に気脈がすでに率いられて、縦横に一緒に

運行しています。われわれの煉功の動作は体外の気機を強化する

ためです。

（三） 脈を通す
　脈を通すのは、エネルギーを運行させ、細胞の分子成分を変え、

高エネルギー物質へ転化させるためです。煉功しない人の場合、

脈は塞がっており、中には非常に細々としたものもあります。煉

功者の場合、脈は次第に明るくなり、通らないところが通るよう
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になります。煉功に素養のある人は、脈が広くなります。高い次

元の修煉になると脈はますます広くなり、人によっては手の指ほ

どになるのもあります。とはいえ、脈が通ること自身が修煉の到

達したレベルや功の高さを示すものではありません。煉功によっ

て脈が明るく広くなり、最終的に脈という脈が一つにつながるよ

うになれば、その人には脈もなければツボもなくなり、言い換え

れば、体中が脈でありツボであるようになります。このような状

態になっても、まだ得道したとは言えません。それは法輪功の修

煉過程における一つの現れであり、ある一つの次元の現れに過ぎ

ません。ここまで来ると、世間法修煉はすでに終点に達したこと

になりますが、同時に外観にも顕著な状態―「三
さんかしゅうちょう

花聚頂」が現

れてきます。功はすでに形状としてみえるほど物凄く伸びており、

功柱もかなり高くなり、しかも頭上に三輪の花―一輪は蓮花に

似ており、一輪は菊の花に似ている―が現れてきます。三輪の

花は自転しますが、自転しながら順番に回転もします。どの花に

も一本の天に通じる柱があり、とてつもなく高いのです。この三

本の柱も花に従って順番に回転し、自転しますので、頭がずしり

と重い感じがします。ただ、これでもまだ、彼は世間法修煉の中

で、最後の一歩を歩み終えたに過ぎません。

五、意念

　法輪功の修煉は意念を用いません。意念そのものは何の役にも

立ちませんが、指令を出すことができます。本当に役に立つのは
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功能であり、それは霊体の思惟能力をもっており、大脳信息の指

揮を受けます。しかし多くの人、特に気功界の間ではさまざまな

説があって、意念そのものによってさまざまなことができると思

われています。意念で功能を開き、意念で天目を開き、意念で病

気治療をし、意念で運搬するなどと言う人がいますが、それは間

違っています。常人のいる低い次元では意念が感覚器官と四
し し

肢を

支配していますが、煉功者のいる高い次元では、意念が昇華し、

功能を操って働かすことができます。つまり功能が意念に支配さ

れることになるのです。これが意念についてのわれわれの考え方

です。気功師が人の病気を治療するとき、手も動かしていないの

に病気が治ったのを見ると、意念がその病気を治したと思われが

ちですが、実際は彼は功能を打ち放ち、それを操って病気治療や

何かをさせているのです。功能は他の空間を通るので、常人の目

には見えず、知らない者は意念がやったと思い込むわけです。意

念で病気治療ができると思って、人を間違った方向へ導いてしま

う人がいますが、こういう見方は正さなければなりません。

　人間の思惟は一種の信息であり、エネルギーであり、物質的存

在の一種の形式です。人間が物事を考え、思惟するとき、大脳に

周波が生じます。呪文を唱えると効き目の現れることがあります

が、なぜでしょうか？　それは宇宙にも周波の振動があり、あな

たの唱えた呪文と宇宙の周波との間に共振が起きて、効き目が生

じるためです。もちろん良性の信息であってはじめて作用します。

なぜなら宇宙では邪なものの存在が許されないからです。意念は

特定の思惟方式でもあり、高い次元の大気功師の法身は主体の思

惟から制御と支配を受けます。法身にも自分の思惟があり、独自
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に問題を処理し仕事をする能力をもっています。つまり、それは

完全に独立した自我なのです。同時に、法身は気功師の主体の思

惟を察知し、主体の思惟に従って仕事をすることもできます。た

とえば気功師がある人の病気を治そうとすれば、法身はそこへ行

きます。その意念がなければ法身は動かないのです。非常に素晴

らしいことを目にした場合、法身は自ら進んでそれを行います。

まだ悟りを開くまでには至っていない大気功師がおり、自分では

まだ分からないことがあるのですが、法身にはそれが分かってい

るのです。

　意念には霊感という意味合いもあります。霊感は人間の主意識

から出たものではありません。主意識は知識の幅が限られており、

社会に存在しない物事を行うには、主意識だけではうまくいきま

せん。霊感は副意識から来ています。執筆や科学研究に取り組ん

でいて、どんなに脳みそを絞り尽くしても良い考えの出てこない

とき、ひとまず休憩して、外を一回りしているうちに突然、無意

識のうちに霊感が湧いてくる人がいます。その勢いでペンを走ら

せると、ものが書けてしまうのです。これは主意識が強すぎると、

大脳が支配されて、考えを絞り出せないからです。ところが主意

識が緩むと、副意識が働き出して、大脳をコントロールするよう

になります。副意識が他の空間のものなので、この空間の束縛を

受けず、新しいものを作り出すことができます。しかし副意識と

いえども、常人社会の状態を超越し妨害して、社会発展の進行を

妨げてはなりません。

　霊感は二つの面からきています。一つは副意識が提供するもの

です。副意識は世間に惑わされないので、霊感を生み出すことが
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できるのです。もう一つは高次元の高い霊の支配、指示に由来し

ます。高い霊から指示を受けているときは、考えが開かれて、独

創的なことを成し遂げることができます。社会全体と宇宙の発展

にはそれ自身の特定の法則があり、偶然なことは何一つないので

す。

六、法輪功の修煉次元

（一）高い次元の修煉
　法輪功はきわめて高い次元において修煉しているので、非常に

速く功が伸びます。大道はいたって簡単で易しいものです。マク

ロ的に見れば法輪功の動作は少ないのですが、しかしそれは身体

の各方面を制御しており、現れようとする多くのものを制御して

います。心性が追いついてくれば、功は飛躍的に伸びていきます

ので、人為的にあれこれと苦労したり、鼎を立て竈を設け、薬を

採集し、丹を煉るなどということをしなくてもかまいません。ど

れだけ火を添えればよいかとか、どれだけ薬を採集すればよいか

とか気にする必要がないのです。意念による導引は非常に複雑で

あり、間違った方向へずれてしまいやすいものです。われわれは

ここで皆さんに最も便利な、最も良く、かつ最も難しい法門を提

供しています。煉功者の身体が乳白体状態に達するには、他の功

法では十数年、数十年ないしもっと長い時間修行しなければなり

ませんが、われわれはあなたを一気にそのレベルまで押し上げて

いきます。あなたがまだ感じないうちに、その次元は通り過ぎて
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しまいます。ほんの数時間の間のことであるかもしれません。あ

る日、あなたは非常に敏感に感じとれたかと思うと、しばらくす

ると敏感に感じとれなくなることがあります。実はそれは大きな

次元を一つ通り過ぎたということなのです。

（二）功の表現形式
　法輪功の学習者の身体は、調整を経れば大法修煉に適する状態

に達しますが、それがつまり「乳白体」状態なのです。調整を受

けてこの状態に達して、はじめて功が現れてきます。天目の次元

の高い人なら見えるのですが、功が一旦煉功者の表皮に現れたの

ち、身体のなかに入り、再度出てきてはまた入るというように繰

り返しながら、一つ一つの次元を通っていき、時には素速く通っ

ていきます。これは一回目の功です。一回目の功が出た後、煉功

者の身体はもはや一般の身体ではなくなります。乳白体に達すれ

ば、今後二度と病気になることはありません。これ以降はたとえ

ここかしこが痛んだり、どこかの具合が悪くなったりして、病気

のように見えても、それは病気ではなく、業
ごうりき

力が作用をしている

のです。二回目の功が出たときには、この霊体は大きく成長して

おり、動いたりおしゃべりしたりすることができるようになりま

す。まばらに出てくるときもあれば、隙間なくぎっしりと出てく

るときもあり、互いにおしゃべりもします。この霊体には本体を

変えるためのエネルギーが大量に蓄えられています。

　法輪功の修煉が非常に高い次元に達すれば、体中に「嬰
えいがい

孩」

が現れてくることがあります。彼らは非常に腕白で、遊び好き

ですが非常に善良です。このほかにもう一つの身体、すなわち
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「元
げんえい

嬰」を修煉して得ることもできます。元嬰は蓮花台に坐って

おり、とても綺麗です。煉功によって得た元嬰は、人体の陰陽の

和合からなるもので、男女の修煉者とも修煉によって元嬰を得る

ことができます。元嬰は初めは非常に小さいのですが、徐々に成

長して、最終的には煉功者と同じ大きさ、同じ姿かたちになり、

修煉者の身体の中にいます。特異功能のある人はその人を見て、

二つの身体をもっていると言いますが、実際はその人の真身が修

煉によってできあがったのです。このほかに、多くの法身も修煉

して得ることができます。要するに、宇宙にある功能は法輪功の

中に全てあり、他の功法で得ることができる功能は全て法輪功で

も得られるということです。

（三）出世間法修煉
　煉功者は煉功を通して脈を絶えず広げ、一つにつなげることが

できます。つまり脈もなくツボもない状態まで修煉することがで

きるのです。言い換えれば、体中が脈でありツボであるようにな

ります。しかし、これでもまだ得道したとは言えません。それは

法輪功の修煉過程における一つの現れであり、ある一つの次元の

現れに過ぎません。ここまでくれば、世間法修煉ではすでに終点

に達しており、功も形状として見えるほど物凄く伸び、功柱もか

なり高くなり、しかも頭上に三輪の花が現れてきます。ただこれ

でも、その人は世間法の中で最後の一歩を歩み終えたに過ぎませ

ん。

　さらに一歩前進したとき、何もかも無くなり、功を全部身体の

中の最も深い空間に沈めますので、その人は「浄白体」状態に入
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り、身体が透明なものになります。そしてさらに一歩進めば、「佛

体修煉」とも言う出世間法の修煉に入ります。それから出てくる

功は神通力の類いのものになりますが、この時になれば、その人

の威力は無尽蔵で、とてつもなく大きくなります。そしてさらに

高い境地に達するといよいよ大覚者になります。全てはあなたが

いかに心性を修煉するかにかかっていますが、あなたの修煉した

次元まで果位も到達します。大きな志をもつ者は正法を修煉し、

正
しょうか

果を得れば、それは圓満成就にほかなりません。



56 ｜第二章｜ 法輪功
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　法
ファールンゴン

輪功修煉者は、心性の修煉を第一として、心性が功を伸ばす

鍵だということをはっきり認識しなければなりません。これは煉

功が高い次元に達したときの理なのです。厳密に言えば、次元を

決定する功力は、「煉」によって得られるのではなく、心性を修

めることによって得られるのです。心性を向上させるのは、言う

のは簡単ですが、実行するのはとてもとても難しいことです。修

煉者はきわめて大きな犠牲を払い、悟性を高め、苦の中の苦を嘗
な

め、忍び難いことを忍ぶ、などなどができなければなりません。

なぜ一部の煉功者は長年煉功しても功が伸びないのでしょうか？　

その根本的な原因は、一つは心性を重んじないこと、もう一つは

高い次元の正法を得ていないことにあります。このことははっき

り指摘しておかなければなりません。多くの師は功を教えるとき

に心性も説きますが、それこそが本当に功を教えるということで

す。動作や手法だけ教えて心性を説かないのは、実質的に邪法を

教えているのに等しいのです。したがって、煉功者は心性を向上

させることにおいてしっかり努力しなければなりません。そうし

てはじめてさらに高い次元の修煉に入ることができるのです。

一、心性の内涵

　法輪功でいう心性は、「徳」でもって包
ほうがん

含しきれないものであ

り、それは「徳」のカバーする範囲よりずっと広く、「徳」を含

むさまざまな内容を内にもっています。「徳」に現れる一人の人

間の心性はその現れの一つに過ぎず、単純に「徳」でもって心性
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の中味を理解しようとするのは不十分です。心性は「得」と「棄」

という二つのことにいかに対処するかという問題を含んでいま

す。「得」とは、宇宙の特性との同化を得ることです。宇宙特有

の性質を構成しているのは、「真・善・忍」であり、一人の煉功

者と宇宙との同化はまさに個人の「徳」に現れます。「棄」とは、

貪
どんらん

婪・利・色・欲・殺し・殴り・盗み・強奪・詐欺・嫉妬などな

どのような良くない考えや行為を放棄することです。高い次元へ

修煉しようとするには、さらに欲望に対する人間本来の追求を放

棄しなければなりません。つまりあらゆる執着心を放棄し、個人

にまつわるあらゆる名、利に対して無頓着にならなければなりま

せん。

　人間の肉体と天性が人間を人間たらしめています。宇宙も同じ

く物質としての性質以外に、「真・善・忍」という特性を同時に

もっています。どの空気の微粒子の中にもこのような特性が存在

しています。常人社会では、良いことをすれば誉められ、悪いこ

とをすれば懲罰されるという形で現れますが、高い次元では功能

態として現れます。このような特性に適うのは良い人、背くのは

悪い人であり、それに合致し、同化した人は得道した者になりま

す。ですから煉功者はきわめて高い心性でもってこの特性に同化

して、はじめて高い次元を目指して修煉することができます。

　良い人になるのは比較的容易ですが、心性を修煉しようとする

のはそれほど容易ではありません。その心を正そうとするには、

まずその意を誠にすることを、修煉者は覚悟しなければなりませ

ん。人間はこの世界に生きており、社会は複雑なので、あなたが

善を行おうとすれば、あなたに善を行わせない人がいます。あな
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たが他人を侵害しなくても、他人がさまざまな原因であなたを傷

つけます。ここには非自然的な原因によるものもありますが、な

ぜなのかについてあなたは悟れるのでしょうか？　あなたはどう

対処するのでしょうか？　世間のあらゆるいさかいやトラブル

が、いつでもあなたの心性を測っています。いわれもない屈辱を

前にして、あなたの切実な利益が損害を被ったとき、金銭の前

で、女色の前で、権力闘争の最中に、足を引っ張り合う嫉妬の中

で、さまざまな社会的ないざこざや家庭内のトラブル及び有形無

形の苦痛の中で、あなたはいつでも厳しい心性の要求に従って自

己を制御することができるのでしょうか？　もちろん、あなたが

何でもうまく乗り越えられれば、あなたはすでに覚者です。煉功

者はなんといってもたいてい常人から始まったものであり、心性

も徐々に修煉して向上していくものです。修煉に志のある者は大

きな苦に耐え、大きな困難を乗り越える決意をもっていれば、最

終的に正果を得るに違いありません。修煉者の皆さんが厳しく心

性を守り、一日も早く功力を高めるよう切に望みます！

二、失と得

　気功界でも宗教界でも失と得のことを問題にします。一部の人

は、失とは喜
き し ゃ

捨のことで、良いことをし、困っている人を助ける

ことだと思い、得とは功を得ることだと思っています。お寺の僧

侶もそういうことを言い、喜捨を求めます。これでは失をあまり

にも狭くとらえすぎています。われわれの言う失は広義のことで、
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非常に大きなものです。われわれが失おうとするのは常人の心で

あり、執着して放さない心ですが、本当にあなたが重要だと思う

もの、放棄できないと思うものを棄てることができれば、それは

本当の失になります。人助けをして、慈悲心をちょっと示すのは、

失のわずかな一部に過ぎません。

　常人としては、有名になり、利益を得て、暮らしを良くし、快

適にし、金儲けをしようとしますが、それは常人の目標です。こ

れに対してわれわれ煉功者は違います。われわれが得るのは功で

あって、そういうものではありません。われわれは個人の利益を

少しばかり放棄して、それに対して淡泊でいられるようにと言っ

ているのであって、本当にあなたに何かを失わせようとするわけ

ではありません。われわれは常人社会の中で修煉しているので、

常人と同じようにしなければならず、肝心なのはその心を放下す

ることであり、本当にあなたに何かを失わせようとするものでは

ありません。あなたに属するものなら失うことはありませんが、

あなたに属しないものは手に入れようとしても得られませんし、

もし手に入れても人に返さなければなりません。得があれば必ず

失もあります。もちろん、一気に非常に高いところまで到達する

ことは不可能であり、一夜のうちに覚者になろうとしてもできる

わけがありません。少しずつ修煉し、一歩ずつ向上していくなら

可能であり、失えばその分だけあなたは得るのです。利害関係に

おいてつねに無頓着でいられて、得が少なくても心は安らかです。

物質において、損をするかもしれませんが、徳において、功にお

いて多く得ることができます。これはそういう道理であり、あな

たにわざと名誉や利益で交換させようとしているわけではありま
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せん。このことはさらに悟性によって体得しなければなりません。

　ある大道を修める人はかつてこう言いました。「他人が欲しが

るものはわたしは要らない。他人が持っているものはわたしは

持っていない。しかしわたしが持っているものは、他人にはない。

他人が要らないものをわたしは要る」、と。常人は、地面に転がっ

ている石ころ以外、何でも欲しがり、満足する時がなかなかあり

ません。そこでこの修道者は、わたしはその石ころを拾うことに

しよう、と言っています。俗に、物は稀
まれ

なものを貴しとし、少な

いものを奇とする、と言いますが、石ころはこの空間では価値が

ありませんが、ほかの空間に行けば最も価値のあるものになりま

す。この言葉には常人では語り得ない哲理が道破されています。

修煉して成就した多くの高人はいずれも無
む い ち も つ

一物ですが、彼らに

とって、放棄できない個人のものは何一つありません。

　煉功という道は最も正しいものであり、煉功者こそが最も賢い

者です。常人が争おうとする物、得ようとする利益は一時的なも

ので、たとえ争いによって得たとしても、拾ってきたとしても、

あるいは何かの利益を得たとしても、それでどうなるというので

すか？　常人の言葉に、生まれてくるときに持って来られず、死

ぬときにも持っていけない、というのがあります。来るときは裸、

去るときも裸、骨まで灰に焼かれてしまいます。どんなにたいへ

んな金持ちになったとしても、赫
かっかく

々とした高官になったとしても、

あなたは何も持っていくことができません。しかし、功は持って

いけます。なぜならそれはあなたの主意識に付いているからで

す。言っておきますが、功は容
た や す

易く手に入るものではありません。

それはあまりにも貴重で得難いので、千金でもっても替え難いも
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のです。あなたの功が非常に高く伸びたとき、もしある日あなた

が煉功をやめようとしたら、悪いことさえしなければ、あなたの

功があなたの欲しいありとあらゆる物質的なものに転化されるの

で、何でも手に入れることができます。ただし、世間で得たもの

以外に、修煉者が得るものをあなたは二度と得られなくなります。

　一部の人はなんらかの個人の利益のために、本来自分に属さな

いものを、不正な手段を使って手に入れて、本人が得したと思い

込んでいますが、実際のところ彼が手に入れた利益は徳でもって

人と交換してきたものであり、ただ本人がそれを知らないだけで

す。煉功者なら功を減らされますが、煉功していない者なら寿命

を減らされるか、他のものを減らされます。要するに、この債務

は清算されなければなりません。これは天の理です。いつも人を

いじめたり、口汚く人をののしり傷つけたりする人がいますが、

こういうことをする度に、彼はそれ相応の徳を相手に投げ渡し、

徳でもって人を侮辱する代償を払っています。

　善人は損をする、と考える人がいます。常人から見ればその人

は損をしているように見えても、常人では得られないものをその

人は手に入れています。それはほかでもなく「徳」―白い物質

であり、きわめて貴重なものです。徳がなければ功はない、これ

は絶対の真理です。なぜ多くの人は煉功しても功が伸びないので

しょうか？　それは徳を修煉していないからです。多くの人はみ

な徳を説いており、みな徳を求めるようにと言っていますが、彼

らは徳が実際に功に転化される道理を明らかにしていないため、

個々の人が自分で悟るしかありません。万
ばんかん

巻の大藏経、釈迦牟尼

の在世中における四十年以上の説法は、いずれも徳のみを語って
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います。中国古代の修道の書はみな徳のみを語っており、老子が

書いた五千言の『道徳経』も徳のことしか語っていません。にも

かかわらずどうしても悟らない人がいます。

　失についてですが、得があれば失があります。本当に修煉しよ

うと決めたとたん、何らかの魔難にさいなまれることがあります。

日常生活においては、まず身体が辛い目に遭い、ここかしこに調

子が悪いと感じることがありますが、病気ではありません。それ

から社会や家庭、勤め先などでも見られますが、突如として、利

益のためにトラブルが起こったり、感情の摩擦が生じたりするこ

とがあります。それはあなたの心性を高めるためです。これらの

出来事は往々にして突然やってくるもので、見た目にはとても激

しいように見えます。もしあなたが非常に面倒なことに遭遇して、

それによってあなたがさんざんな目に遭ったり、恥をさらしたり、

面子を失ったりした場合、あなたはどう対処しますか？　あなた

が平然としていられたとします。そのようにできれば、あなたの

心性はこの一難で高められ、あなたの功もその分だけ伸びたこと

になります。少しでも乗り越えられれば、その分だけ得ることに

なります。代価を払えば、その代価分だけ得ることになります。

人は難の最中にいるとき、往々にして悟ることができないかもし

れませんが、しかし悟らなければなりません。常人と混同しては

ならず、トラブルが起きたとき、淡々としていられなければなり

ません。われわれは常人の中で修煉しているので、心性も常人の

中で錬磨しなければなりません。何回かつまずき転んでいるうち

に、その中から教訓を学びます。何の面倒なことにも遭遇せず、

心地よく功を伸ばそうとしても、それは不可能です。
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三、「真・善・忍」を同時に修める

　われわれのこの法門では、「真・善・忍」を同時に修めます。「真」

とはすなわち真実なことを話し、真実なことをし、返本帰真して、

最終的に真人になるということです。「善」とはすなわち慈悲心

を生み出し、善を行い人を済度することです。とりわけ「忍」が

できなければならないことが強調されます。「忍」ができてはじ

めて、修煉して大徳の士になれます。「忍」は非常に強いもので

あり、「真」と「善」を超えています。修煉の全過程を通してあ

なたは忍耐しなければならず、心性を守って、妄りに行動しては

なりません。

　何かがあったときに「忍」は容易なことではありません。「殴

られても殴り返さず、罵られてもやり返さず、親戚友人の前で面

子を失いかねない状況でもひたすら我慢するなど、まるで『阿 Q』

になってしまうのではないか？！」と言う人がいます。わたしに

言わせれば、あなたはあらゆる面で何ら異常もなく、知能でも他

人に比べてちっとも劣っておらず、ただ個人の利益に無頓着でい

るだけですから、誰もあなたのことを薄のろなどと言いません。

「忍」ができるというのは、軟弱無能でもなければ、「阿 Q」でも

なく、意志が強いことの現れであり、教養が高いことの現れです。

中国歴史上の人物で韓信という人が、かつて股くぐりで屈辱を受

けましたが、それがまさに大きな「忍」です。古代に、「匹
ひ っ ぷ

夫が

辱
はずかし

められると、剣を抜いて立ち上がる」という言葉があります。

一人の常人としては、侮
ぶじょく

辱を受けたとき、剣を抜いて立ち上がり、



66 ｜第三章｜ 心性を修煉する

口を開いて人を罵り、拳
げんこつ

骨を振り挙げて人を殴ることになりかね

ません。人間としてこの世にやってくるのは容易なことではない

のに、意地のために生きている人がおり、それはあまりにもそう

するに値しないばかりでなく、あまりにも疲れます。中国語に、

「一歩引き下がれば、世界が広々と開ける」という言葉があります。

面倒なことに遭遇して一歩引き下がったときに、あなたはまった

く違う世界を目にするでしょう。

　煉功者として、あなたといざこざがあった人、目の前であなた

を辱めた人に対して、あなたは「忍」をしなければならず、淡々

としていなければならないばかりでなく、その人に感謝しなけれ

ばなりません。もしその人があなたにいざこざを起こさなければ、

あなたはどうして心性を高めることができるのでしょうか。辛い

目に遭ったときに黒い物質を白い物質に転化させることができる

のでしょうか。どうやって功を伸ばすのでしょうか？　人は劫
ごうなん

難

の中にあるときは非常に辛いものです。しかしこの時こそ自制し

なければなりません。なぜなら功力が伸びるに従って、劫難とい

うのも絶えず増大するものであり、あなたの心性が向上するかど

うか量られるからです。初めはあなたの気にさわるようなことを

し、あなたをかんかんに怒らせるので、それによってあなたはい

たたまれないほどいらいらし、肝臓が痛み出し、胃が痛み出すか

もしれませんが、それでもあなたは爆発せずに、耐えることがで

きたとします。それは大変けっこうなことで、あなたが「忍」を

始めたのです。意識的に「忍」を実行したのです。少しずつ絶え

ず心性を向上させていくに従って、あなたは本当にそういうこと

に対して平然としていられるようになりますが、そうなればさら
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に大きな向上になります。常人はわずかな摩擦やささいなことを

一大事と見て、意地のために生きているので、「忍」ができず、

追いつめられれば何でもやってしまいかねません。しかし修煉者

としては、他の人にとってはとてつもなく大きいと思われること

を、あなたはごくごく小さいことだと見なします。あなたの目標

はとても永
と わ

久なるものであり、遠大であり、あなたが宇宙と齢
よわい

を

等しくしようとしているからです。振り返って見れば、そういう

ものはあってもなくてもよいものであり、大きく考えれば、そう

いうものはみな放下できるものなのです。

四、嫉妬心を取り去る

　嫉妬心は修煉にとってきわめて大きな障害であり、煉功者への

影響が非常に大きく、煉功者の功力に直接影響を与え、修煉仲間

を傷つけ、上を目指して修煉することを甚だしく妨げるもので

す。修煉者としては百パーセントそれを取り去らなければなりま

せん。煉功して一定の次元に達した人がいますが、嫉妬心をなか

なか取り去ることができず、しかも取り去らなければますます強

くなる一方です。このような反作用は、その人のすでに高められ

た他の心性をも脆弱にしてしまいます。どうして嫉妬心をわざわ

ざ取り上げて問題にしなければならないのでしょうか？　それは

嫉妬心が中国人の間で最も激しく、突出しており、人々の心の中

で最も大きな比重を占めていながら、多くの人に意識されていな

いからです。嫉妬心は東洋特有のものであり、東洋嫉妬またはア
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ジア嫉妬と呼ばれています。中国人は非常に内向的で、控え目で

あり、軽々しく表に露
あら

わさないので、嫉妬心が生じやすいのです。

物事にはみな二つの側面があり、内向的な性格には良い面もあれ

ば、悪い面もあります。一方、西洋人は比較的外向的です。たと

えば、子供が学校で百点とったら、喜び勇んで家へ走って帰りな

がら、「ぼく、百点とったぞ、��」と叫びます。隣近所の人も

ドアを開け、窓をあけて、「トム、おめでとう！」とお祝いをし、

喜びを分かち合いますが、中国であれば、皆さん考えてみてごら

んなさい。それを聞くとすぐに反感を覚え、「百点をとったぐら

いで何を偉そうに、何を見せびらかしているんだ！」というよう

に全然違う反応が返ってきます。そこには嫉妬心が働いています。

　嫉妬心のある人は人を軽蔑し、他人が自分を上回るのが我慢な

りません。他人が自分よりできるのを見ると、心のバランスを失

い、耐えられなくなり、認めようとしません。昇給は等しく、ボー

ナスは同額でなければならず、天が崩れるほど悪い出来事があれ

ば、みんなで責任分担します。他人の稼ぎが多ければ妬
ねた

んでしま

うし、いずれにせよ人が自分を上回るのを許せません。科学研究

で成果を上げても、嫉妬を恐れて、奨励金をもらいに行く勇気の

ない人がいますし、嫉妬とからかいを恐れて、何か受賞しても黙っ

て人に言えない人がいるほどです。他の気功師が講習会を行って

いるのを見て認めようとせず、道場破りに行く人がいますが、そ

れはまさに心性の問題です。一緒に煉功している仲間のなかに、

煉功の日が浅いのに功能が出た人がいたとしましょう。すると、

「なんだそれは、俺は何年も煉功しており、修了証書も山ほど持っ

ている。俺に功能が出ていないのに彼に出るはずなんてありえな
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い」と言って、嫉妬心をむき出しにする人がいます。煉功とは内

に向かって、自分自身の修煉に勤め、自分自身から原因を探すこ

とです。自分に足りないところがあれば、自分で向上させ、内に

向かって努力すべきなのです。外にばかり目を向けていると、人

が修煉をやり遂げ、向上していったのに、あなただけが向上でき

ずじまいになってしまいます。それでは何にもならないのではあ

りませんか？　修煉とは自分を修煉することなのです！

　嫉妬心のために、たとえば耳障りなことを言って、他人の心を

乱し入静を妨げるなど、修煉仲間に害を与えることがあります。

一定の功能をもつようになってからは、嫉妬心のために、功能を

用いて修煉仲間に害を与えることがあります。たとえば、修煉に

かなり素養のある人が坐禅を組んで煉功していたとしましょう。

その人は身体に功がついているから、山のようにどっしり坐って

いました。そこへ二つの物体が漂ってきました。そのうちの一人

はかつて僧侶だったもので、嫉妬心のために修煉が成就できませ

んでした。一定の功力はあるものの、修煉は成就できなかったの

です。二人がその坐禅を組んでいる人のところへやってきたと

き、一人が、「だれだれがここで修煉しているので、道を変えよ

う」と言いました。するともう一人が、「昔わしは掌
てのひら

を一振りし

て泰
たいざん

山の一角を切り落としたことがあるんだ」と言いながら、煉

功者に向かって、掌を振り下ろそうとしました。しかし、振り上

げた手は下ろせませんでした。なぜなら正法を修煉している煉功

者は、防護の覆いに守られており、切りつけようと思っても切り

つけられないからです。ところでその人は正法修煉者を傷つけよ

うとする深刻な問題を起こしたので、懲罰を受けました。嫉妬心
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のある人は、自分を害するばかりでなく人をも害してしまいます。

五、執着心を取り去る

　執着心とは、煉功者がある物事、ある目標にこだわって、それ

を過度に追求し、超脱できず、甚だしきに至ってはそれに頑
かたく

なに

固執し、人の忠告を聞き入れようとしないことを指します。世間

で功能を得ようと求める人がいますが、これは必然的に高い次元

を目指す修煉に影響を与えることになります。このような気持ち

は強ければ強いほど、容易に棄てられなくなり、心がますます均

衡を失い不安定に陥り、しまいには、自分が何も得ていないと思

い込み、あるいは習ったものに対してすら疑いを持つようになり

ます。執着心は人の欲望からきており、目標または目的がいかに

もせせこましく、細かくて具体的であるのが特徴ですが、本人は

往々にして気づきません。常人の執着心はさまざまですが、ある

ものを追求して目的を達するために、常人は手段を選ばずそれを

手に入れようとしかねません。これに対して、煉功者としての執

着心は違った表れ方をします。たとえばある種の功能を追求し、

ある種の光景に夢中になり、ある種の顕現に熱中する、などなど。

煉功者としては、どんなものであれ、求めてはならず、こういう

ものは取り去らなければなりません。道家では「無」を唱え、佛

家では「空」や「空門に入る」ことを唱えますが、われわれは最

終的に「空
く う む

無」の境地に達し、一切の執着心を取り去り、あなた

の放下できないあらゆるものを放下しなければなりません。たと
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えば、功能への追求ですが、求めるのはそれを使おうとしている

からにほかなりません。それは実際にわれわれの宇宙の特性に背

きますので、結局やはり心性の問題です。得ようとする以上、人

の前でひけらかし、見せびらかそうとするに決まっています。そ

ういうものは人に見せびらかすようなものではありません。たと

え非常に純粋な目的で、つまり良いことをしようとしてそれを用

いるにしても、その良いはずのこともあなたがやり出すと必ずし

も良いことにはなりません。常人のことを超常的な方法で干渉し

ようとすれば、必ずしも良いことにはなりません。わたしが講習

会で七十パーセントの人の天目が開いたと言ったのを聞いて、「な

ぜ自分は何も感じていないのか？」と、思索を巡らす人がいます。

帰ってから煉功するとき、天目のことにばかり神経を注ぎ、頭痛

がするほど考え込みますが、結局相変わらず何も見えません。こ

れがまさに執着心です。人はそれぞれ体質が異なり、根基も違い

ますので、天目が同時に見えることはありえませんし、同じ次元

に到達することもありえません。見える人がおり、見えない人も

おり、どちらも正常なのです。

　執着心は、煉功者をして功力が停滞し、徘徊する状態に陥らせ、

さらに深刻な場合は煉功者を邪道に導いてしまいかねません。と

りわけ一部の功能は、心性が良くなければそれを用いて悪事を働

くことがあり得るのです。心性がしっかりしていないために功能

を用いて悪事を働く例もあります。某地のある男子学生に思惟制

御功能が現れました。この功能を使えば、自分の思惟でもって他

人の思惟活動を支配することができるので、彼はそれを用いて悪

いことをしました。一部の人は、煉功の時に現れた何らかの光景
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をどうしてもはっきり見ようとし、それを突き止めようとします

が、これも執着心です。また一部の人は、ある嗜
し こ う

好に溺れ病みつ

きになって、なかなかそれをやめることができないのですが、そ

れも執着心です。根基が違い、目的が違うので、最も高い境地に

達するために煉功している人もいれば、何かを得ようとして煉功

している人もいます。後者の考え方の場合は、必然的に煉功の目

的を狭めてしまいます。このような執着心が取り去られなければ、

たとえ煉功していても功が伸びることはありません。したがって、

煉功者は一切の物質的利益に完全に無頓着になっていなければな

らず、いかなる追求も持たずに、すべて自然の成り行きに任せる

ようにしなければなりません。こうすれば執着心が再び現れるの

を免れることができます。すべては煉功者の心性にかかっていま

す。心性が根本から高められず、何らかの執着心を持っていたの

では修煉は成就できません。

六、業力

（一）業力の由来

　業力は徳と相反する黒い物質です。佛教ではそれを悪
あくごう

業と言い

ますが、われわれはここで業力と言います。ですから悪事を働く

ことは、業力を造ることだと言われます。業あるいは業力は、本

人がこの世あるいは前世で犯した間違いに由来しているのです

が、たとえば殺
せっしょう

生をしたとか、誰かをいじめたとか、誰かの利益

を奪ったとか、陰で誰かを非難したとか、誰かに冷たくしたとか
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などなど、いずれも業力を作り出すことになります。一部の業力

は先祖や親戚友人から移ってきたものもあります。人は拳骨を振

り挙げて他人を殴るとき、それと同時に、白い物質を相手に投げ

渡し、自分の身体のその部分は黒い物質に取って代わられてしま

います。殺生は最大の悪行で、悪事を働くことであり、非常に重

い業力を造り出してしまいます。業力は人を病気に至らしめる重

要な原因です。もちろん業力は必ずしも病気として現れてくると

は限らず、厄介なことに遭遇するなどということもあり得ますが、

いずれも業力が作用しています。ですから修煉者は決して良くな

いことをしてはなりません。あらゆる良くない行為がみな良くな

い信息を作り出し、あなたの煉功に深刻な影響を与えてしまうか

らです。

　植物の気を採るよう主張する人がおり、功を教えるときも植物

の気の採り方を教えています。どんな樹が良いとか、どんな樹の

気が何色をしているとか、興味津々に話しています。中国の東北

のある公園で、何の功をやっているのか分かりませんが、何人か

の人が地面を転げ回り、起きあがっては松の木の周りをぐるぐる

回って、松の木の気を採るものですから、わずか半年であたり一

面の松の木を枯れさせてしまいました。これは業を造る行為であ

り、殺生でもあります！　国土の緑化や生態均衡の維持から言っ

ても、高い次元から言っても、植物の気を採るのは良くないこと

です。浩
こうかん

瀚たる宇宙は果てしなく広がっており、どこにでも好き

なだけ採れる気があるのですから、そこから思う存分採ればよい

のに、どうしてよりによって植物をいじめるのでしょうか？　煉

功者として、あなたの慈悲心はどこにいったのでしょうか？
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　万物にはみな霊があります。現代科学は植物に生命があるばか

りでなく、霊性もあり、思惟や感情もあり、さらには超感覚功能

もあることを認識しています。あなたの天目が法眼通に達すると、

世界がまるっきり違う様相を呈しているのに気づくでしょう。外

に出かけると、石ころも、壁も、樹も、みなあなたに話しかけて

きます。いかなる物体にも生命体が存在しており、その物体が形

成されるとき、すでに一個の生命体が入っているのです。有機物

質と無機物質はわれわれ地球人が区分けしているものです。寺の

人は茶碗が割れても非常に気の毒に思います。なぜならいったん

壊されると、その生命体が解放され出てくることになりますが、

生命の過程を歩み終えていないため、行くところがなくなるから

です。ですから自分を殺した人を憎み、憎めば憎むほどその人の

業力も大きくなります。「気功師」と称する人のなかに狩りをす

る人がいますが、慈悲心はどこへいったのでしょうか？　佛道両

家はいずれも天の理に背いて物事を行ったりしません。そんなこ

とをするのは殺生にほかなりません。

　鶏を殺したり、魚を殺したり、釣りをしたりなど、過去にたく

さんの業を造ったので、煉功できないのではないかと言う人がい

ますが、そうではありません。それは無知の時にやったことなの

で、さらに大きな業力を造ることはありません。これから二度と

こういうことをしなければいいのです。ただ、今後こういうこと

をすると、分かっていながらわざと罪を犯すことになるので、い

けません。一部の学習者はまさにこういう業力を持っています。

あなたが講習会に参加したのはまさに、縁があったからであり、

上を目指して修煉できるのです。蠅や蚊が部屋に入ってきたら殺
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すかどうか？　皆さんは現在この次元で殺しても間違いではあり

ません。追い払えなければ殺してしまえばいいのです。ものは死

ぬべき時には、自ずと死ぬのです。釈迦牟尼は在世中、湯浴みを

しようと思って、弟子に浴槽の掃除をさせようとしたことがあり

ます。ところが弟子は浴槽に虫がいるのを見て、どうしたらいい

かと聞きに戻ってきました。釈迦牟尼は今一度、「お前に掃除さ

せるのは浴槽なのだ」と、言いました。弟子は悟り、浴槽をきれ

いに掃除しました。一部のことはあまり重く見過ぎてはいけませ

ん。われわれはあなたに何事にもびくびくするような人になって

ほしいとは望んでいません。複雑な環境の中に身を置きながら、

ミスを犯してはいけないと、四六時中神経を高度に緊張させるの

も、わたしに言わせれば、いけません。これも一種の執着心にな

ります。恐れること自体が執着です。

　われわれが慈悲心を持ち、如何なることに対しても慈悲の心を

抱いていれば、それほど簡単に問題が起きることはありません。

個人の利益に対して淡々としていて、心根が善良であれば、そこ

から制約を受けるので、何事をするにしても、悪いことをしでか

すことはありません。信じられないのならやってみてください。

いつも怒りっぽい態度で、いつも争い闘おうとしていれば、良い

ことでもあなたの前では悪くなってしまいます。理を握ってしま

うと譲ることを知らない人をよく見かけますが、そういう人は理

を握ると、人を懲らしめるものをつかんだかのようになります。

それからあることが気にくわないからといって、もめごとを引き

起こしてはいけません。あなたが気にくわないことが必ずしも間

違っているとは限りません。煉功者として絶えず次元を高めてい



76 ｜第三章｜ 心性を修煉する

るとき、あなたの一言一言にはエネルギーがあって常人を制約す

ることができるので、無分別に言ってはいけません。特にあなた

に真相が見えないとき、因縁関係が見えないときは、悪いことを

してしまいやすいし、業を造りやすいのです。

（二）業を消す

　世間の理と天上の理は同じであり、他人に借りがあれば、返さ

なければなりません。たとえ常人でも人への借りは返さなければ

ならないのです。一生の間にあなたが遭遇する難や劫はいずれも

業力から生まれたものなので、あなたはそれを返さなければなり

ません。本当に修煉する人にとって、あなたの人生の道はこれか

ら変わります。あなたの修煉に適する道を改めて段取りしてあげ

なければなりません。師があなたの業力の一部を減らしてくれま

すが、残りはみなあなたの心性を高めるためのものですので、あ

なたが自分で煉功と心性の修煉を通してそれを返却し償えばよい

のです。今後あなた方が遭遇するあらゆる問題は決して偶然なも

のではないので、心の準備をしておいていただきたいのです。難

に遭遇させたり、常人が放下できないありとあらゆるものを放下

させたりなど、あなたはあれこれと面倒なことに出会い、家庭を

はじめ社会のあらゆる面から問題が現れてきます。突然何か災難

に見舞われたり、本来相手に非があるのに、理不尽なことにあな

たが責められ、濡
ぬ

れ衣
ぎぬ

を着せられたりするようなことまで起きて

くる、などなどです。煉功者は病気になるはずがないのですが、

突然重い病気に見舞われることがあります。病気の勢いがすさま

じく、ひどくさいなまれるものですから、病院で検査を受けるの
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ですが、何の異常も見つかりません。ところがそのうちどういう

訳か、治療も受けていないのに病気が治ってしまいます。実は、

あなたのある種の借りがこういう形で返されたわけです。もしか

すると、いつかあなたの配偶者が何のいわれもなくあなたに八つ

当たりし、かんしゃくを起こし、どうでもよいことで大喧嘩して

くるかもしれませんが、あとから考えてもどういう訳なのか自分

でもよく分からないことがあります。煉功者としてあなたは、ど

うしてそのようなことが起こったのかについて、はっきり分から

なければなりません。ほかでもなくあのものがやってきて、あな

たに業の償いをさせようとしているのです。その時、あなたはしっ

かり自分を制御し、心性を守って、事をうまく解消させなければ

なりませんし、それがあなたの業の消去に手を貸してくれたこと

をありがたく思い、それに対して感謝しなければなりません。

　坐禅の時間が長ければ脚が痛くなりますが、気絶するほど痛く

なる人もいます。天目の次元の高い人には見えるのですが、非常

に痛いとき、煉功者の身体の内外で、黒々とした大きな塊が消え

ていきます。坐禅の痛さは一頻
しき

り一頻
しき

りの痛さで、しかも心がえ

ぐられる思いがします。悟性のある人は、何が何でも脚を崩さず

に耐えますが、そうすれば黒いものが消されて白いものへと転化

され、功に転化されるのです。煉功者の業力は坐禅と煉功で完全

に消されるわけではなく、そのほかにも心性や悟性を高め、魔難

に耐えなければなりません。肝心なのは、われわれは善良な人で

いることです。われわれの法輪功では善の心がとても早く表れて

くるので、多くの煉功者は煉功の時坐禅をはじめると、いわれも

なく涙が湧き、何を考えても悲しく思われ、誰を見ても気の毒に



78 ｜第三章｜ 心性を修煉する

思いますが、それはほかでもなく慈悲心が生まれてきたのであり、

あなたの天性や本当の自我が宇宙の特性である「真・善・忍」と

通じ始めているのです。あなたに善の心が表れれば、あなたのな

す事も善になります。あなたの内心から外在的顕現まで、きわめ

て善良なのが一目で分かります。その時になれば、誰もあなたを

いじめたりしなくなります。本当にあなたをいじめる人がいても、

あなたの大慈悲心が作用して、相手に仕返しをしません。それも

一種の力であり、あなたが常人に陥らないように助けてくれてい

るのです。

　あなたが劫難に遭遇したとき、その慈悲心がこの難関を乗り越

えるのに力を貸してくれますし、同時にわたしの法身もあなたを

見守り、あなたの生命を守ってあげますが、難は必ず通らなけれ

ばなりません。たとえばわたしが太原で講習会を開いたときのこ

とですが、ある老夫婦がわたしの講習会に参加しに来る途中急い

で道路を渡ろうとして、道路の真ん中へ来たとき、一台の車が飛

ぶように走ってきて、いきなりお婆さんを引っかけ、十数メート

ル引きずってから、道路に振り落としました。車は二十数メート

ル先でようやく止まり、運転手が車から飛び降りてきて失礼なこ

とを言いました。車に乗っていた人も聞き苦しいことを口にしま

した。しかしお婆さんは何も言わずに、わたしの言ったことを思

い出して、立ち上がると、「大丈夫、何でもありませんよ、どこ

も怪我していませんよ」と言いながら、お爺さんを引っ張って会

場へと入って行きました。その時、彼女がもし「ここも駄目、そ

こも駄目だわ、病院へつれて行ってほしい」とでも言ったら、そ

れこそ本当に駄目になってしまいますが、彼女はそうしませんで
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した。お婆さんはわたしに、「先生、どういうことなのか分かっ

ています。これは業を消してくださっているのですね！」と、言

いました。大きな難がひとつ解消され、大きな業力が一塊取り除

かれたのです。このことから彼女の心性、悟性がとても良いとい

うことが分かります。あのお年で、あのスピードの車にあれだけ

引きずられて地面にあんなにたたき付けられたにもかかわらず、

立ち上がりました。心がきわめて正しいのです。

　劫難が来たとき、見た目にはとてつもなく大きく、あたかもど

う考えても脱け出す道がないように思われる時があります。とこ

ろが何日かどたばたしているうちに、突然、道が見えてきて、一

瞬のうちに事情ががらりと変わったりすることがあるかもしれま

せん。実はわれわれの心性が向上し、あのものが自然に消えたた

めです。

　思想の境地を高めようとすれば、世間のさまざまな魔難による

試練を乗り越えなければなりません。この過程において、あなた

の心性が本当に向上し、安定してきて、業も消されれば、魔難を

乗り越えたということですので、功も伸びます。もし心性の試練

において、心性を守ることができず、間違ったことをしたとして

も、落ち込んだりせずに、積極的に教訓を汲み取り、足りないと

ころを見つけ、「真・善・忍」に照らして努力してください。心

性を測る次の難題がもしかすると踵
きびす

を接してやってくるかもしれ

ません。功力の向上につれて、心性を試す魔難はますます激しく、

ますます突然にやってくるかもしれません。関門をひとつ乗り越

えるたびに功力が少しだけ伸びますが、乗り越えられなければ功

もとどまります。小さい試練では、少しだけ伸び、大きい試練な
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ら大きく伸びます。煉功者は一人一人大きな苦しみに耐える用意、

大きな困難を迎える決意と気力を持ってください。代価を支払わ

なければ、本当の功を得ることはできません。代価も支払わず、

苦しみを嘗めることもせず心地よく功を得ようとしても、それは

あり得ない話です。心性が根本から良くならず、如何なるもので

あれ個人の執着心を持ったままでは修煉して大覚者になれるはず

がありません。

七、魔を招く

　魔を招くとは、煉功者の煉功の過程において現れる煉功を妨げ

る現象や光景を指しており、それらは煉功者が高い次元を目指し

て修煉するのを阻もうとするものであり、魔が債務の取り立てに

来たものとも言えます。

　功法の修煉が高い次元に達すると、必然的に魔を招く問題に遭

遇します。人間の一生やその先祖は多かれ少なかれ何らかの悪い

ことをしており、これらの悪いことを業力と言います。人の根基

が良いかどうかは、彼の持っている業力の量によって決定されま

すが、たとえ非常に良い人であっても、業力がないはずはありま

せん。修煉していないので、分からないだけです。もしあなたが

単に病気治療と健康増進のためにやっているのなら、あなたを相

手にする魔はいません。いったんあなたが高い次元を目指して修

煉しようとすれば、魔はあなたに干渉してきます。魔はありとあ

らゆる方法であなたを妨害することができますが、目的は、高い
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次元への修煉を妨げ、修煉を成就させないことです。魔の現れ方

はさまざまですが、日常生活上の現象として現れてくるのもあれ

ば、他の空間から来た信息の形で妨害するのもあり、坐禅をすれ

ば何かが邪魔しに来て、入静させてくれず、高い次元への修煉を

させてくれません。時にあなたは、坐禅をすればうとうと居眠り

したり、あるいは次々と雑念が浮かぶなど、煉功状態になかなか

入れません。時にはあなたが、煉功し始めたかと思うと、もとも

とまわりが非常に静かだったのに、突然足音をはじめ、門をバタ

ンと閉める音、車のクラクション、電話のベルなど、さまざまな

騒音が起こり、入静させてくれません。

　もう一つは色魔です。煉功者が坐禅中あるいは夢の中で、目の

前に美男子あるいは美女が現れ、あなたを誘惑し、刺激的なしぐ

さで美しい異性に弱いあなたの心をくすぐります。一度でも乗り

越えることができなければ、どんどんエスカレートして、高い次

元を目指して修煉する心を棄てるまで、あなたを誘惑しに来ます。

この関門はなかなか乗り越えるのが難しく、これで挫折した煉功

者は少なからずいました。皆さんには心の準備をしておいてほし

いのです。もし心性をしっかり守れず、一回乗り越えられなかっ

たら、そこから真剣に教訓を汲み取らなければなりません。あな

たが心性を本当に守れて、その執着心を完全に取り除くまで、そ

れは繰り返し誘惑に来るものです。これは大きな関門なので、乗

り越えなければなりません。さもなければ得道することはできず、

修煉して成就することもできません。

　魔のもう一つの形は、煉功中あるいは睡眠中、突然おぞましい

顔が見えることがあります。いかにも憎々しげに、まぎれもなく
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目の前にいて、刀を持って人殺しをしようとしているように見え

ますが、しかしそれは脅しに過ぎません。たとえ本当に切りつけ

ようとしても切りつけることはできません。師が煉功者の体外に

防御の覆いをかけてくれているので、刃物も届かないのです。人

を脅すのは煉功をやめさせようとするためです。これらのことは、

あるひとつの次元、ひとつの段階の現れに過ぎないので、数日、

一週間あるいは数週間ですぐに通過することができます。心性が

どれほど高いか、こういうことをどう受け止めるかが問われるの

です。

八、根基と悟性

　根基とはその人の先天から携えてきた白い物質、すなわち徳と

いう有形の物質のことを指しており、多く携えていれば根基が自

ずと良いのです。根基の良い人は返本帰真しやすく、道を悟りや

すいのです。彼の頭の中には妨げるものがなく、気功を学ぶと聞

けば、修煉のことを聞けば、興味を持ち、学ぼうとしますので、

宇宙と通じあうことができます。老子が言ったように、「上
じょうし

士、

道
どう

を聞けば、勤めて之
これ

を行う。中
ちゅうし

士、道
どう

を聞けば、存
あ

るが若
ごと

く、

亡きが若し。下
か し

士、道
どう

を聞けば、大いに之を笑う。笑わざれば、

以
も

って道
どう

と為
な

すに足らず」。返本帰真しやすく、すぐ道を悟る人は、

「上士」に属するものです。反対に、黒い物質の多い人、根基が劣っ

ている人は、良いものに接することができないように、身体のま

わりに障壁のようなものができてしまいます。良いものに接した
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としても、それを信じないようにその人を阻みますが、実はこれ

はほかでもない業が作用しているのです。

　根基の問題を取り上げれば、必然的に悟性の問題に触れなけれ

ばなりません。悟とは賢いことだと思い込んでいる人がいます。

常人が言う賢い、ずる賢いというのは、われわれの言う修煉から

あまりにもかけ離れています。このような賢い人は往々にして悟

りを開きにくいものであり、彼らは現実の物質世界のみを重視し、

如何なる損もしようとせず、如何なるメリットも手放そうとしま

せん。とりわけ一部の人は、自分に学問があり、知識があり、賢

いとうぬぼれて、修煉のことを荒
こうとうむけい

唐無稽な話だと見ています。煉

功して心性を修煉することは、彼らにとって摩訶不思議なことで

あり、彼らは煉功者がみな薄のろだ、迷信をやっているのだと思っ

ています。われわれの言う「悟」は、賢いことを意味しているの

ではなく、人間性が返本帰真して、良い人になり、宇宙の特性に

合致することを指しています。根基はその人の悟性を決定づける

ので、根基が良ければ、悟性も良いはずです。ただ根基が悟性を

決めるのですが、悟性が完全に根基の制約を受けるわけでもあり

ません。根基がいくら良くても、理解力が劣り、悟れなければい

けません。根基があまり良くなくても、悟性が良い人もいますが、

上を目指して修煉するのに何ら問題はありません。われわれは衆

生を普く済度するから、悟性を問いますが、根基は問題にしませ

ん。良くないものを少なからず持っていても、上を目指して修煉

する決意さえあればよく、この一念が出ればそれはまさに正念で

す。この一念さえを持っていれば、他人に比べせいぜい多めに代

価を払うだけで、最終的に修煉して成就することができるのです。
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　煉功者の身体はすでに浄化されており、功が出てからは身体に

病気があるはずがありません。なぜなら体内の高エネルギー物質

はすでに黒い物質の存在を許さないからです。しかしそれを信じ

ない人がおり、自分に病気があるとばかり思い込み、「どうして

わたしはこんなに辛いのか！」と言います。あなたは功を得てお

り、あんなに素晴らしいものを得たのに、辛くないはずがありま

すか？　修煉ですから、それ相応の代価を払わなければなりませ

ん。本当のところそれは表面上のものに過ぎず、あなたの身体に

は何の影響もありません。病気のように見えていても、全然病気

ではありません。あとはあなたがいかに悟るかにかかります。煉

功者は苦の中の苦に耐えることができなければならないばかりで

なく、悟性も良くなければなりません。面倒なことに遭遇しても、

悟ろうとしない人がいます。わたしがここで高い次元のことや、

いかに高い基準で自己を律するべきかについて話しているのに、

そういう人は相変わらず自分を常人と混同しており、甚だしきに

至っては、自分を本当の煉功者の状態に置いて煉功することがで

きず、自分が高い次元に身を置けることすら信じようとしません。

　高い次元で言う悟とは、悟りを開くことを指します。悟には、

頓
と ん ご

悟と漸悟とがあります。頓悟とは、修煉の全過程を通して何も

かも鍵を掛けられて修煉していることを指します。修煉の全過程

を歩み終え、心性が向上し、最後の一瞬になって、功能が炸裂し

て出てきます。天目が一瞬のうちに高い次元まで開き、思惟が他

の空間の高次生命に接触して、一度に宇宙の各空間、各単元世界

の真相が見えます。その上彼らと意志疎通ができ、大きな神通力

を発揮することができるようになります。頓悟の道はもっとも難
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しく、歴代において根基の相当高い人を弟子に選り抜き、代々一

人にしか伝えませんでした。普通の人ではとうてい耐えられるも

のではありません！　わたしはこの頓悟の道を歩んできたので

す。

　わたしがいま皆さんに伝えるのは、漸悟に属するものです。そ

れは修煉の過程において、現れるべき功能があればその功能が現

れるようになっているものです。とはいえ功能が現れたからと

いって、絶対に使わせてくれるとは限りません。あなたの心性が

まだ一定の次元まで高まっておらず、自分を制御することができ

ず、悪いことをする恐れがあるときは、功能はしばらくの間使わ

せてくれません。しかし最終的にはあなたに与えるものです。修

煉を通して、次元が徐々に高まり、徐々に宇宙の真理を認識して

いって、頓悟と同じように、最終的に圓満成就に達することがで

きます。漸悟という道は比較的歩みやすく、危険性はありません。

難しいのは、修煉の過程がすべてあなたに見えていることであり、

あなたはより一層厳しく自分を律しなければなりません。

九、清浄心

　煉功の時に入静できないため、入静の方法を探し回っている人

がいます。「先生、わたしは煉功の時どうして入静できないので

すか。何か方法を教えてください。どんな手法を用いれば、坐禅

の時入静できるようになるのでしょうか」と、わたしに尋ねてく

る人がいます。わたしに言わせればあなたは入静できるはずがあ
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りません！　たとえ神仙があなたに方法を教えてもあなたは入静

できません。なぜでしょうか？　あなた自身の心が静かで清らか

ではないからです。人間はこの社会に生きており、七情六欲をは

じめ、さまざまな個人の利益や、自分自身のこと親戚友人のこと

まであなたの心に引っ掛かっています。頭の中でそれらの占める

比重があまりにも大きく、相当重要な位置に置かれているのです

から、坐禅の時にどうして入静できるでしょうか？　人為的にそ

れらを抑えつけようとしても、それらが勝手に飛び出してきます。

　佛教の修行方法では、「戒・定・慧」が重んじられます。「戒」

とは、執着するものを放棄することです。佛の名
みょうごう

号を念じる人が

いますが、それは自分の思惟が、一念で万念に追い払うような状

態になるまで、一心不乱に念じなければなりません。しかしそれ

も一種の功夫であって、方法ではありません。信じられなければ

念じてみてください。口で佛の名号を念じていながら、頭の中で

はまったく違うものがかき乱れるに違いありません。昔チベット

の僧侶は佛の名前を一日数十万回、一週間念じなければなりませ

んでした。頭がぼうっとして麻痺し、しまいには頭の中に何もな

くなります。つまり一念で万念を追い払ったのです。それは一種

の功夫であって、あなたには無理かもしれません。「丹田を意
い し ゅ

守

する」とか、数を数えるとか、目で何かをじっと見つめるとかいっ

た方法を教える功法もありますが、実のところ、これらはどれも

あなたを完全に入静させることができません。煉功者は静かで清

らかな心を持たなければならず、個人の利益を棄てて、貪
どんよく

欲の心

を放下しなければなりません。

　実は、入静できるかどうか、入定できるかどうかは、その人の
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功夫の高さ、次元の高さを示しています。坐禅するやいなや入静

できるのは、次元の現れです。しばらく入静できなくても、構い

ません。修煉の過程で徐々にできるようにしていけばよいのです。

心性は徐々に高まり、功は徐々に伸びるものです。個人の切実な

利益と欲望に淡々としていられなければ、功は伸びるはずがあり

ません。

　煉功者はいつ如何なる時でも高い基準で自己を律しなければな

りません。社会のあらゆる複雑な現象やさまざまな低俗で不健全

なもの、七情六欲にまつわるものが、いつでも煉功者を妨害して

います。テレビや映画、小説の中で宣伝しているのは、常人の中

の強い人になり、一層現実的な常人になることです。これらから

超脱することができなければ、あなたは煉功者の心性、心境との

差もますます広がり、あなたの得る功もますます少なくなります。

煉功者は低俗で不健全なものになるべく少なくあるいはまったく

接触しないようにすべきで、視て見ぬ、聴いて聞かぬように、他

人に動かされず、心を動かされないようにしなければなりません。

わたしがよく言うことですが、常人の心はわたしを動かすことが

できません。わたしを誉めてくれる人がいても、わたしはそのた

めに喜ぶこともなく、わたしを罵る人がいても、わたしはそのた

めに怒ることもありません。人間同士、常人同士のどんなにひど

い心性の妨害もわたしには作用しません。煉功者はあらゆる利益

に無頓着で、何もかも気に掛けないようにしなければなりません。

そうなれば、あなたの悟
ご ど う

道の心が成熟したことになります。名利

を強いて求める心がなければ、名利や地位をどうでもよいものと

見ることができれば、あなたは煩
ぼんのう

悩にさいなまれることも、立腹
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することもなく、永遠に心が穏やかな状態でいることができます。

何でも放下できれば、自ずと清
せいせい

静になります。

　わたしは大法を皆さんに伝えました。五式の功法も皆さんに教

え、皆さんの身体を浄化し、皆さんの身体に「法輪」や「気機」

を植え付け、その上わたしの法身も皆さんを守ってあげることに

なっています。皆さんに与えるべきものは全て与えました。講習

会の間は、わたしが主役ですが、これからは皆さん次第です。師

は門まで導きますが、修行は各自にかかっています。皆さんは大

法を隅々まで理解し、丹
たんせい

誠を込めて悟り、いつ如何なる時でも心

性を守り、着実に修煉に勤め、苦の中の苦に耐え、忍び難いこと

を忍ぶことができれば、きっと修煉して成就することができるも

のと思います。

　

　

功を修するに路有り、心が徑
みち

となり

大法に辺
はてし

無く、苦が舟と作
な

る
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　法
ファールンゴン

輪功は佛家修煉の一種の特殊な方法であり、一般の佛家修煉

法と異なる独特なところがあります。本功法は上乗修煉大法で

あって、昔は心性のきわめて高い者あるいは大根器の人がはじめ

て習うことのできる特殊な強化修煉法であったため、普及させる

には向いていませんでした。しかしより多くの煉功者に本法門を

理解してもらい、向上させるために、そして修煉に志のある大勢

の皆さんの要望を満たすために、本功法から普及に適する修煉方

法を整理して世に伝えることにしました。それでもこれは一般功

法で学ぶものと一般功法の次元を遙かに超えています。

　法輪功を修煉する者は、功力と功能を速やかに伸ばすことがで

きるばかりでなく、非常に短い間に威力この上ない法輪を修煉し

て得ることができます。法輪は形成されると、普段は下腹部で自

動的に回転して止まらず、絶えず宇宙からエネルギーを採りこみ

演化して、最終的に修煉者の本体の中でそれらを功に転化するこ

とになっており、それによって法が人を煉る目的を達成します。

　本功法は、五式の動作、すなわち佛展千手法、法輪樁法、貫通

両極法、法輪周天法および神通加持法からなっています。

一、 佛
ぶってん

展千
せんじゅほう

手法  （Fozhan Qianshou Fa）

功法の原理：
　「佛展千手法」の要点は伸びやかにすることであり、脈という

脈をみな貫通させるようにします。初心者は、煉功によって気を

速やかに得ることができますし、煉功に素養のある者は飛躍的な
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向上を果たすことができます。この功法は最初から脈という脈を

開かせ、煉功者をして非常に高い次元に立って煉功させます。本

功法の動作は比較的簡単ですが、「大道は簡を極め易を極める」

ものですから、動作は簡単であっても、マクロで功法全体の煉り

出してくるものを制御しています。この功を煉りはじめると、身

体が熱くなり、エネルギー場が非常に強いという特殊な感覚を覚

えることがありますが、それは全身のあらゆる気の通路を開かせ、

通じさせたからです。気が塞がっているところを滞りなく通じさ

せ、体内及び皮下の気を激しく運動させて、宇宙の中のエネルギー

を大量に吸収させるのが目的ですが、同時に、煉功者をして速や

かに気功エネルギー場の状態に入らせることもできます。本功法

は法輪功の基礎功法として煉るべきで、煉功の始めにまずこの功

法を煉ったほうが良いでしょう。これは一種の強化修煉の方法で

す。

 * 訣： 

　身神合一 （Shenshen Heyi） 体と心が一つになり

　動静随機 （Dongjing Suiji） 動と静は機に随い

　頂天独尊 （Dingtian Duzun） 天ほど高く最も尊い

　千手佛立 （Qianshou Foli） 千手佛が立つ

(*) 煉功音楽では動作が始まる前に、一回のみ中国語で訣が読み上げられます。五式の動作の
訣はそれぞれ異なり、声に出して暗誦しても、音声を聴くだけでも、どちらでも構いません。
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構え
　全身を緩めますがだれないようにします。両足は肩幅ぐらいに

開き、自然に立ち、両脚は少しまげて、膝と股の二カ所はなめら

かな状態にします。下あごを微かに引き、舌は上あごにあてがい、

歯と歯の間は微かに開け、唇を閉じ、両目は微かに閉じ、表情を

安らかにします。煉功中は自分が非常に高大だと感じられます。

両手結印（Liangshou Jieyin）　両手を結印する
　両方の手を持ち上げ、掌を上向きにします。両手の親指先を軽

く触れ合わせ、他の各四本の指は開かずに重ねます。

　男性は左手を上にし、女性は右手を上にして、楕円のような形

をつくって、下腹の前に置きます。両上腕を少し前に出し、両肘

を張って、わきは空かせておきます。（図 1-1）。

図 1-1
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弥勒伸腰（Mile Shenyao）　弥勒佛が腰を伸ばす
　「結印」から始まります。手印の形のままで上にあげ、手が上

がるにつれて、両脚を徐々にまっすぐ伸ばし、手を頭の前に持ち

上げて来た時、結印を解き、掌を徐々に上に反転し、頭上に達

した時、掌を上向きにし、十本の指を相対させます。両手の指先

の間の距離は 20 ～ 25 センチ（図 1-2）。同時に、頭は上へ突き、

両足は下へ踏んばり、身体をまっすぐに伸ばし、両手の掌根に力

を入れて上へ上げ、全身を徐々にぴーんと張ります。約 2 ～ 3 秒

間張ってから、全身を突如緩めます。特に膝と股の二カ所はなめ

らかな状態に戻すようにします。

　

図 1-2
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如来灌頂（Rulai Guanding）　如来佛が頭上からエネルギーを注
ぎ込む
　上式につづいて行います。両掌を同時に外側へ 140 度回し、手

を「漏
ろ う と

斗状」にし、手首を伸ばし掌を下ろします（図 1-3）。両掌

を下ろしながら胸のほうに向け、手と胸の間に約 10 センチの距

離を置きながら、そのまま下腹部へ持っていきます（図 1-4）。

　

図 1-3                                        図 1-4
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双手合十（Shuangshou Heshi）　両手を胸の前で合掌する
　手が下腹部に達すると、引き続いてすぐ両手を胸の前まで上げ

て「合掌」します（図 1-5）。「合掌」の際、手指と手指、掌根と

掌根をしっかり合わせますが、掌の中心には隙間をもたせ、両肘

を張って、両前腕を一直線にします。（両手は「合掌」「結印」以外、

すべて「蓮花掌」です。以下同じ）

掌指乾坤（Zhangzhi Qiankun）　手のひらが天と地を指す
　「合掌」から始まります。両掌を約 2 ～ 3 センチ離し、それと

同時に掌を回し始めます。男性は左手（女性は右手）を胸のほう

へ回し、右手を胸の外へ回して、左手を上、右手を下にして前腕

と「一」の字の形状にします（図 1-6）。

　

図 1-5                                        図 1-6



96 ｜第四章｜ 法輪功の功法

　続いて、左前腕を左斜め上方へ伸ばします。掌を下向きにし、

手の高さは頭と同じ。右手はやはり胸の前に置き、掌を上向きに

します。左手を徐々に伸ばしながら、全身を徐々にぴーんと張り、

頭は上へ突き、足は下へ踏んばります。左手は左斜め上方へまっ

すぐに張り、右手は胸の前で、上腕に従って外へ張ります（図

1-7）。約 2 ～ 3 秒間張ってから、全身を突如緩めます。左手をま

た胸の前に戻して右手と「合掌」します。それから、また掌を回し、

右手（女性は左手）を上にし、左手を下にして（図 1-8） 伸ばします。

　

図 1-7                                        図 1-8
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　右手は先ほどの左手の動作を繰り返し、即ち右前腕を右斜め上

方へ伸ばします。掌を下にし、手の高さは頭と同じ。左手はやは

り胸の前に置き、掌を上向きにします。ぴーんと張ってから（図

1-9）全身を突如緩めます。手を戻してから、胸の前で「合掌」

します。

　

   

図 1-9
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金猴分身（Jinhou Fenshen）　金の猿が分身する
　「合掌」から始まります。両手は胸の前で分けて両側へ伸ばし

広げ、肩と「一」の字の形にします。全身は徐々にぴーんと張り、

頭は上へ突き、足は下へ踏んばり、両手は両側へ力を入れ、四方

へ均等に力を入れて張ります（図 1-10）。約 2 ～ 3 秒間張ったら、

全身を突如緩め、両手を胸の前へ戻して「合掌」します。

　

   

図 1-10
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双龍下海（Shuanglong Xiahai）　二匹の龍が海に下りる
　「合掌」から始まります。両手を分けながら、前下方へ伸ばし

ます。両腕を分けて平行にし、まっすぐに伸ばした時、大腿との

角度は約 30 度（図 1-11）にします。 全身を徐々にぴーんと張り、

頭は上へ突き、足は下へ踏んばります。約 2 ～ 3 秒間張ってから、

全身を突如緩め、手を戻して胸の前で「合掌」します。

菩薩扶蓮（Pusa Fulian）　菩薩が蓮の花に手を差し伸べる
　「合掌」から始まります。両手を分けながら、体の両側斜め下

方へ伸ばし広げます。手が体の脇に達した時、両腕をまっすぐに

伸ばし、大腿との角度を 30 度ぐらいにします（図 1-12）。この時、

全身は徐々にぴーんと張り、手の指先は下へ力を入れます。それ

から、全身を突如緩め、両手を戻して胸の前で「合掌」します。

図 1-11                                        図 1-12
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羅漢背山（Luohan Beishan）　羅漢が山を背負う
　「合掌」から始まります。両手を分けながら、体の後ろへ伸ば

し、同時に両掌を後方に向けるように回します。両手が体の脇に

きた時、両手首を徐々に曲げ始め、手が体を過ぎてから、手腕を

45 度まで曲げます（図 1-13）。全身は徐々にぴーんと張ります。

手を後ろへ伸ばしてから、頭は上へ突き、足は下へ踏んばり、身

体はまっすぐにします。約 2 ～ 3 秒間張ってから、全身を突如緩

め、両手を戻して胸の前で「合掌」します。

　

図 1-13
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金剛排山（Jingang Paishan）　金剛力士が山を押す
　「合掌」から始まります。両手を分けながら、掌を立てて前方

へ押し出し、指先を上向きにし、腕は肩と同じ高さにします。腕

をまっすぐに伸ばしてから、力を入れて張り、頭は上へ突き、足

は下へ踏んばり、身体はまっすぐにします（図 1-14）。約 2 ～ 3

秒間張ってから、全身を突如緩め、両手を戻して胸の前で「合掌」

します。

図 1-14
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畳扣小腹（Diekou Xiaofu）　両手を下腹部の前で重ねる
　「合掌」から始まります。両手をゆっくり下ろしながら、掌を

腹部に向くように回し、手が下腹部に達した時、両手を重ねます。

男性は左手を内側に、女性は右手を内側にして、掌を手の甲に向

けます。手と手、手と下腹の間は約３センチ空け、手を重ねる時

間は普通 40 ～ 100 秒間です（図 1-15）。

終了の姿勢
　両手を結印します（図 1-16）。

　

　

図 1-15                                        図 1-16
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二、 法
ファールン

輪樁
とうほう

法  （Falun Zhuang Fa）

功法の原理：
　本功法は「法輪功」の第二式功法で、静樁法に属するものです。

四つの法輪を抱える動作から構成されています。動作は比較的単

調で、しかも各動作は長時間煉功することが要求されます。初め

て站
たんとう

樁を学ぶ人は、煉功を始めたころは両腕がとても重く、だる

く感じられますが、煉り終わるとすぐ身体が軽快に感じられ、仕

事をした後のような疲労感はありません。時間が経ち、煉功の回

数が増えるにつれて、両腕の間に「法輪」の回転が現れます。常

に法輪樁法を煉功すれば、全身を隅々まで貫通させ、功力を増加

させることができます。「法輪樁法」は智恵を増し、次元を高め、

神通力を加持する全面的な修煉方法です。功は簡単ですが、煉る

ものはとても多く、非常に全面的なものです。本功法の動作は自

然でなければならず、自分が煉功しているということを忘れては

いけません。揺れてはいけませんが、少しくらい動くのは正常で

す。本功法は法輪功の他の功法と同じく、煉り終わっても功を収

めません。法輪は常に回っており、それを止めることはできない

からです。煉功において、各動作の時間に対する要求は人によっ

て違いますが、長ければ長いほどいいのです。

　訣： 

　生慧増力 （Shenghui Zengli） 智慧を生み力を増し

　容心軽体 （Rongxin Qingti）  心は溶けて身体は軽く

　似妙似悟 （Simiao Siwu） 玄妙のようで悟ったよう

　法輪初起 （Falun Chuqi） 法輪が起こり始める
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構え
　全身を緩めますが、だれないようにします。両足は肩幅ぐらい

に開き、自然に立ち、両脚は少しまげて、膝と股の二カ所はなめ

らかな状態にします。下あごを微かに引き、舌は上顎にあてがい、

歯と歯の間は微かに開け、唇を閉じ、両目は微かに閉じ、表情を

安らかにします。両手は結印します（図 2-1）。

頭前抱輪（Touqian Baolun） 　頭の前で法輪を抱える
　「結印」から始まります。両手を腹の前からゆっくり持ち上げ

ながら結印を解きます。両手を頭の前まで持ち上げた時、手の掌

を顔に向け、高さは眉毛と同じにし、十本の指先は相対させます。

指先は約 15 センチ離し、両腕は丸く抱えるようにし、全身を緩

めます（図 2-2）。

図 2-1                                        図 2-2
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腹前抱輪（Fuqian Baolun）　腹部の前で法輪を抱える
　両手を「頭の前で法輪を抱える」の状態からゆっくり下げ、姿

勢を変えずにそのまま下腹部まで下ろします。手と下腹との距離

は約 10 センチ。両肘を張り、わきを空かせ、掌を上に向け、十

本の指先は相対させます。指先は約 10 センチ離し、両腕は丸く

抱えるようにします（図 2-3）。

頭頂抱輪（Touding Baolun）　頭上で法輪を抱える
　「腹部の前で法輪を抱える」から始まります。姿勢は変えず、

両手をゆっくり頭上まで持ち上げ、頭頂抱輪を行います。両手の

十本の指は相対させ、掌は下に向けます。両手の指の間の距離は

20 ～ 30 センチ。両腕は円形に抱えるようにし、両肩、上腕、肘、

手首をみな緩めます（図 2-4）。

図 2-3                                        図 2-4
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両側抱輪（Liangce Baolun）　頭の両側で法輪を抱える
　両手を「頭上で法輪を抱える」の状態から直接、頭の両側まで

下ろし、掌を両耳に向けます。両肩を緩め、前腕をまっすぐ立て

ます。手と耳との距離はあまり近くならないようにします（図

2-5）。

畳扣小腹（Diekou Xiaofu）　両手を下腹部の前で重ねる
　両手を「頭の両側で法輪を抱える」の状態から直接、下腹部ま

で下ろし、両手を重ねる状態にします（図 2-6）。両手を結印して

終了させます。

　

　

図 2-5                                        図 2-6
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三、 貫
かんつう

通 両
りょうきょくほう

極 法   （Guantong Liangji Fa）

功法の原理：
　本功法は宇宙の気と体内の気を混ぜ合わせ貫通する法です。排

出・採集する気の量は多く、煉功者はきわめて短い時間で、体内

の病気や黒い気を体外に排出し、そして大量の宇宙の気を採りこ

み、身体を浄化させて、早くに「浄白体」の状態に入ることがで

きるようになります。同時に、この功はまた「沖
チョングワン

灌（腕を上下に

動かす動作）」中に「開頂」することができ、「沖灌」中に足の裏

の人体通路を開くこともできます。

　煉功する前に少しばかり、自分は二本の高くて大きな空のパイ

プであり、天を頂き地に立ち、高大無比だと想像してみてくださ

い。体内の気は手の上下に従って動き、頭のてっぺんから衝き出

て、宇宙の最も上の果てに直接達します。下へ衝
つ

く気は一方の足

から衝き出て、宇宙の最も下の果てにまで達します。そして気は

手の動きに従って、両方の果てから再び体内に戻り、今度は反対

の方向から発せられます。あわせて九回往復します。九回目まで

「沖灌」した時、左手（女性は右手）は上で、右手（女性は左手）

が上がってくるのを待ちます。それから同時に下へおろし、下の

果てに「灌」してから戻します。身体を通して上下に「沖灌」し、

九回往復してから気を戻します。戻した後、下腹部で時計回りに

法輪を推し回して、体外の気を体内に引き戻し、そして結印しま

す。煉り終わってから姿勢を戻しますが、功は収めません。
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　訣：
　浄化本体 （Jinghua Benti） 本体を浄化し

　法開頂底 （Fakai Dingdi） 法は頂から底まで開き

　心慈意猛 （Xinci Yimeng） 心に慈しみを持って意は強く

　通天徹地 （Tongtian Chedi） 天と地を突き通す

構え
　全身を緩めますがだれないようにします。両足は肩幅ぐらいに

開き、自然に立ち、両脚は少し曲げて、膝と股の二カ所はなめら

かな状態にします。あごを微かに引き、舌は上あごにあてがい、

歯と歯の間は微かに開け、唇を閉じ、両目は微かに閉じ、表情を

安らかにします。両手を結印し、合掌します。
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単手沖灌（Danshou Chongguan）　片手で沖灌する
　「合掌」から始まります。一方の手で上へ「沖

チョン

」し、もう一方

の手で下へ「灌
グワン

」します。手は体外の気機に従ってゆっくりと動

き、体内の気は手の上下に従って動きます。男性はまず左手を上

に上げ（図 3-1）、女性はまず右手を上に上げます。手は頭の横前

方をゆっくり上へ「沖」し、頭のてっぺんから突き出ます。同時

に、右手（女性は左手）をゆっくり下へ「灌」します。それから、

もう一方の手と入れ替えて「沖灌」します（図 3-2）。両掌は身体

に向け、身体との間に 10 センチの距離を保ちます。行うとき全

身を緩めます。手が上下に一往復するのを一回とし、あわせて九

回「沖灌」します。

　

図 3-1                                        図 3-2
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双手沖灌（Shuangshou Chongguan）　両手で沖灌する
　「片手で沖灌する」を九回目まで行った時、即ち左手（女性は

右手）が上にある時に、もう一方の手も上げます。つまり、両手

とも上へ「沖」します（図 3-3）。それから両手を同時に下へ「灌」

します（図 3-4）。両手で「沖灌」する時、掌を身体に向け、身体

から 10 センチ離します。上下に一往復するのを一回とし、合わ

せて九回「沖灌」します。

　

    

図 3-3                                        図 3-4
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双手推動法輪（Shuangshou Tuidong Falun）　両手で法輪を押し
動かす
　九回を終えたのち、両手を頭の上から頭、胸を通って下腹部ま

で下ろし、下腹部で法輪を押し動かします（図 3-5、3-6、3-7）。

男性は左手を内側にし、女性は右手を内側にして、手と手の間、

手と下腹の間をそれぞれ約 4 センチ開け、時計回りに法輪を四回

押し回し、体外のエネルギーを体内に戻します。法輪を押し回す

時、両手は下腹の範囲を超えないようにします。

図 3-5                                        図 3-6
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　両手を結印します（図 3-8）。

図 3-7                                        図 3-8
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四、 法
ファールン

輪 周
しゅうてんほう

天 法  （Falun Zhoutian Fa）

功法の原理：
　この法は人体のエネルギーを幅広く流動させるもので、一本と

か数本の脈が流れているのではなく、人体の陰面から陽面にまで

全面的に循環し、たゆまず往復しており、一般の通脈法や大、小

周天を遥かに超えています。本功法は「法輪功」では中級功法に

属します。前の三式の功法の基礎の上で、この功法を煉ることに

よって、速やかに全身の気脈（その中に大周天を含む）を開き、

上から下へ徐々に全身を遍く通すことができます。本功法の最大

の特徴は「法輪」の回転によって人体の不正常な状態を正し、人

体という小宇宙を初期状態に戻して、全身の気脈が滞りなく通じ

るようにします。この状態まで煉った時、世間法の修煉の中では

すでにかなり高い次元に達しており、大根器の人は大法の中に

入って修煉することができるようになります。この時、功力と神

通力は大いに増すはずです。煉る時、手は気機に従って動き、動

作はゆるやかに、ゆっくりと、なめらかでなければなりません。

　訣：

　旋法至虚 （Xuanfa Zhixu） 法は回転して虚に至り

　心清似玉 （Xinqing Siyu） 心は玉のように清らか

　返本帰真 （Fanben Guizhen） 本来の真の自分に返り

　悠悠似起 （Youyou Siqi） 悠々として浮き上がるよう
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構え
　全身を緩めますが、だれないようにします。両足は肩幅ぐらい

に開き、自然に立ち、両脚は少し曲げて、膝と股の二カ所はなめ

らかな状態にします。下あごを微かに引き、舌は上あごにあてが

い、歯と歯の間は微かに開け、唇を閉じ、両目は微かに閉じ、表

情を安らかにします。両手は結印し、合掌します。

　両手は「合掌」の状態を解きながら、下腹部に下ろし、同時に、

両掌を回して身体に向けます。手を身体から約 10 センチ離した

まま、下腹前を通って、両脚の内側に沿って下へ下ろします。同

時に腰をまげて下へしゃがみ（図 4-1）、両手の指先が地面に近づ

いた時、手をつま先から足の外側を通してかかとの外側まで回し

ます（図 4-2）。

図 4-1                                        図 4-2
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　それから、両手首を少し曲げて、踵から徐々に脚の後側に沿っ

て持ち上げます（図 4-3）。両手を背後から上へと上げながら腰を

伸ばします（図 4-4）。法輪周天法の間はずっと、両手は身体のい

かなる部位にも触れないようにします。もし触れてしまえば、両

手のエネルギーが体内に回収されてしまいます。

図 4-3                                        図 4-4
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　両手はそれ以上持ち上げられなくなった時、 空拳を握り（図

4-5）、わきの下を通して前へ出し、両腕を胸の前で大きく交差さ

せてから（どちらの腕を上にするかは、特に要求はなく、個人の

習慣によって自ら決めればよく、男女の別もない）（図 4-6）、両

拳を開いて両掌を肩の上に運びます（肩につけないように）。

　

図 4-5                                        図 4-6
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　続いて両掌を両腕の陽の面に沿って両手首のところまで引き、

両掌を向き合わせます。 即ち外側の手の親指が上を、内側の手

の親指が下を向くようにします。両掌は約 3 ～ 4 センチ離し、手

と腕は「一」の字状にします（図 4-7）。続いて球を握った格好で

掌を捻じって、外側の手と内側の手を入れ替えます。それから、

両手を前腕の陰面と上腕の陰面に沿って押し進めながら、上へ持

ち上げて頭上を越します。（図 4-8）。

　

図 4-7                                        図 4-8



118 ｜第四章｜ 法輪功の功法

　頭上を越してから、両手を交差させ、引き続き脊椎に向かって

運びます（図 4-9）。両手は交差を解いて、指先を下に向け、背部

のエネルギーと接してから、平行にして頭の上を通って胸の前ま

で運びます（図 4-10）。これを一つの周天の循環とし、合わせて

九回行います。九回終わったら、両手を胸の前を通して下腹部に

下ろします。

　両手を下腹部の前で重ねた後、両手を結印します。

　 　

図 4-9                                        図 4-10
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五、 神
じんつう

通加
か じ ほ う

持法  （Shentong Jiachi Fa）

功法の原理：
　「神通加持法」は「法輪功」の静功修煉法に属し、「佛」の手印で「法

輪」を回して神通力（功能を含む）と功力を加持する複数の項目

を同時に修める功法です。本法は中級以上の功法に属し、元は秘

密の煉功法に属するものでした。一定の基礎を持った者の要求を

満たすために、特にこの功法を世に伝えることにし、それによっ

て縁のある者を済度します。本功法は坐禅して煉功するものであ

り、結
け っ か

跏趺
ふ ざ

坐（両脚を上げて組む）が最も良いのですが、半跏趺

坐（片脚を上げて組む）でも結構です。修煉の時、気の流れはか

なり強く、体外のエネルギー場もかなり大きくなります。動作は

師の植え付けてくれた気機に従って行うもので、手を動かし始め

ると、心は意に従って動きます。神通を加持する時、意は空となり、

潜在意識を微かに両掌に置きます。掌の中心は熱く、重く、痺れ、

何か物があるような感じがするはずです。しかし意識的に求めて

はならず、自然にまかせます。坐禅の時間は長ければ長いほどい

いのですが、自分の功の基礎によって決めてください。時間が長

くなればなるほど、強度が増し、功の出るのも速くなります。煉

功の時、（何も考えず、いかなる意念もなく）徐々に入静し、静

のようであるが定ではない動功の状態から徐々に入定していきま

す。しかし主意識は自分が煉功していることを自覚しています。
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　訣：
　有意無意　（Youyi Wuyi） 意が有って意が無く

　印随機起　（Yinsui Jiqi） 印は機に随って動かし

　似空非空　（Sikong Feikong） 空のようで空ではなく

　動静如意　（Dongjing Ruyi） 動と静は思うがまま
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両手結印（Liangshou Jieyin）　両手を結印する
　脚を組んで坐禅し、全身を緩めるがだれないようにし、腰を伸

ばし頚をまっすぐにし、下あごは微かに引き、舌は上あごにあて

がい、歯と歯の間は微かに開き、唇を閉じ、両目も微かに閉じます。

心には慈悲を生み、表情を安らかにします。両手は「結印」して

下腹に置き、徐々に入静します（図 5-1）。

　

図 5-1                                        図 5-2
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手印その一（Shouyin Zhiyi）
　（手を動かし始める時には、心が意に従って動く、師の植え付

けてくれた気機に従って動き、その動作はゆるやかに、ゆっくり

と、 なめらかであることが必要）―両手は「結印」の状態から

ゆっくり上へ上げ、 頭の前方に達した時、徐々に掌を上に反転し、

両掌が上向きになった時、手も頭の頂点に達します（図 5-2）。

　

　続いて両手を分けて、頭上で弧を描いて両側へまわし、そのま

ま頭の横前方にまわします（図 5-3）。引き続き、両手をゆっくり

下ろし、両肘はできるだけ内側に寄せ、両掌を上向きにし、指先

を前に向けます。（図 5-4）。

　

図 5-3                                        図 5-4
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　それから、両手首をまっすぐに伸ばしながら、 胸の前で交差し

て通過させます。男性は左手を外側、女性は右手を外側にして（図

5-5）、両手を交差させて通過し「一」の字の形になった時、外側

にある手は、手首を外側に回し、掌が上を向くように反転させな

がら、半円を描いて、掌が上向きになるように変え、指先が後ろ

に向くようにします。手にはある程度力を入れて動かします。内

側にある手は外側の手と交差し通過した後、掌を徐々に下方に向

くように回し、まっすぐに伸びるまで続けます。手と腕を掌が外

向きになるように回し、身体の正面の斜め下方で身体との間の角

が 30 度になるようにします。（図 5-6）。

　

    

図 5-5                                        図 5-6
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手印その二（Shouyin Zhier）
　図 5-6 に続いて行います。左手（上にある手）は内側を動き、

右手は掌が内側に向くように回しながら上へ運びます。動作はた

だ「手印その一」の左右を入れ替え、手の位置を反対にするだけ

です（図 5-7）。

手印その三（Shouyin Zhisan）
　男性は右手（女性は左手）の手首をまっすぐに伸ばしながら、

掌を身体に向け、胸の前を通過し交差してから、掌が下に向くよ

うに回し、引き続き斜め前方下方のすねのところまで持っていき

ます。腕は必ずまっすぐに伸ばします。男性の左手（女性の右手）

は掌が内側に向くように回しながら、上へ運び、右手と交差させ

てから、掌をひっくりかえしながら、左肩（女性は右肩）前方へ

運び、そこで掌を上向きにして、指先を前に向けます（図 5-8）。

図 5-7                                        図 5-8
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手印その四（Shouyin Zhisi）
　「手印その三」と手の形を入れかえるだけです。男性は左手（女

性は右手）が内側、右手（女性は左手）が外側を通ります。動作

はただ左右の手を交換し、手の位置を反対にするだけです（図

5-9）。手印の四つの動作は連続しており、途切れることはありま

せん。

図 5-9
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加持球状神通（Jiachi Qiuzhuang Shentong）　球状の神通を加持
する
　「手印その四」 に続いて行います。上の手は内側、下の手は外

側を通します。男性は右掌を徐々に回し、胸に向かって下ろしま

す。男性は左手（女性は右手）を持ち上げ、両前腕が胸の前で「一」

の字の形となった時（図 5-10）、両手を両側へ分けながら、（図

5-11）掌が下に向くように回します。

　

図 5-10                                        図 5-11
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　両手が膝の外側上方にきた時、手の高さを腰と同じくし、前腕

と手首を水平にして、両腕を緩めます（図 5-12）。この姿勢は体

内の神通を手に打ち放って加持するものであり、それは球状を呈

する神通です。神通を加持する時、掌は熱く、重く、痺れ、何か

物があるような感じがするはずですが、意識的に追求してはなら

ず、自然にまかせます。この功法は行う時間が長ければ長いほど

良く、続けられなくなるまで続けます。

　

    

図 5-12 
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加持柱状神通（Jiachi Zhuzhuang Shentong）　柱状の神通を加
持する
　上式に続けて行います。右手（女性は左手）は掌が上に向くように

回しながら、下腹部のほうへ移し、掌を上向きにして下腹部に置きま

す。右手の動きに合わせて、左手（女性は右手）を上げながら、下あ

ごのところへ運びます。掌は下向きのままで、手の高さを下あごと同じ

にし、前腕と手は平らにします。この時、両掌を相対させ、定式しま

す（図 5-13）。これは柱状に加持する神通であり、「掌手雷」の類い

です。自分がもう続けられないと思うまでやります。それから、上の

手を前方に半円を描きながら、下腹部まで下ろし、同時に、下の手

を掌が下向きになるように反して、下あごのところまで持ち上げます（図

5-14）。腕は肩と水平にし、両掌を相対させます。これも柱状を加持

する神通で、ただ手の型を反対にするだけです。行う時間は腕が疲

れて続けられないと感じるまでを目安とします。

図 5-13                                        図 5-14
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静功修煉（Jinggong Xiulian）
　上式に続けて行います。上の手を前方に半円を描きながら下腹

部まで下ろし、両手を結印の状態にして（図 5-15）、静功修煉に

入ります。入定する時間は長ければ長いほどよいです。

　

図 5-15
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終了の姿勢
　両手を「合掌」し（図 5-16）、出定して、坐禅の状態を解きます。

　

図 5-16
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法輪功を修煉する際の基本的な要求と
注意事項

１、法輪功の五式の功法は、順番通りに煉ってもよく、任意に選

んで煉ってもかまいません。但し、一般にはまず第一式を煉るの

がよく、しかも三回煉るのがよいのです。もちろん、第一式を煉

らずにほかの各式を先に煉ってもかまいません。各式はいずれも

単独に煉ってもかまいません。

　

２、動作は正確に、リズムは明確に、手と腕はなめらかにし、上

下、前後、左右、いずれも「ゆるやかに、ゆっくりと、なめらか

に」を守って、気機に従って行わなければなりません。速すぎて

も、遅すぎてもいけません。

　

３、煉功中は主意識で自己を制御しなければなりません。法輪功

は主意識を修煉するのですから、わざと揺らそうとしてはいけま

せん。もし揺れることがあれば押さえてください。必要な場合は、

目を開けても結構です。

　

４、全身を緩めます。特に膝と股は緩めなければなりません。あ

まりにもまっすぐに立つと、気脈がスムーズに通じません。

　

５、煉功中、動作は軽快で自然に、のびやかに行い、柔の中に剛

があり、途切れることなく思いのままに行ってください。一定の
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力を入れながらも、硬くぎくしゃくしないようにします。こうす

れば、著しい功の効果が得られます。

　

６、煉功を終える時は、「ただ動作を収めるだけで、功は収めず」、

「結印」の動作だけすれば結構です。結印が終われば、動作を収

めたことになります。意念で功を収めてはいけません。なぜなら、

法輪の回転を止めてはならないからです。

　

７、久しく病気を患い体が弱っている人は、実際の状況を見て煉

功を控えめにしてもよく、任意にどれか一式を選んで修煉しても

かまいません。動功を煉ることができないのなら坐禅でもかまい

ません。一般に煉功は中断するのは良くありません。

　

８、煉功の場所、時間と方向に関して特別な要求はありませんが、

きれいな場所で、静かな環境であることが必要です。

　

９、この功を煉る時には意念さえ持たなければ、間違いが起きま

せん。しかし別の功法を混ぜてはいけません。煉功の時に別の功

法を混ぜたら、法輪が変形してしまいます。

　

１０、煉功の時にどうしても入静できなければ、師の名前を念じ

てもかまいません。そのうち自然に入静できるはずです。

　

１１、煉功の時には多少魔難に遇うことがあります。魔難は「業」

を返す方法の一つです。誰にでも「業」はあるのですが、身体の
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具合が悪くなった時、病気だと思ってはいけません。「業」を消

して、修煉のための道をきれいに掃除するために、魔難の到来は

速くなり、前倒しにやって来ます。

　

１２、坐禅の時に脚を組めなければ、まず椅子のへりに坐って煉

功してもかまいません。同様の効果が得られます。しかし、煉功

者としては、脚を組めるようにならなければなりません。時間が

経つうちに次第に組めるようになるはずです。

　

１３、静功を煉っているときに、もし画像や何らかの光景が見え

たとしても、それを気に留めず、自分の功を煉ってください。も

し恐ろしい現象が邪魔してきた時、あるいは何か脅迫を受けた時

は、ただちに、法輪功の李先生が私を守ってくれているのだから、

何も怖くないと考えてください。あるいは李先生の名前を呼んで、

煉功を続けてください。
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一、法輪と法輪功

弟子：法
ファールン

輪はどんなものから構成されているのですか？

師：法輪は高エネルギー物質から構成されている霊体であり、

自動的に功を転化することができますが、われわれのこの空間に

は存在していません。

弟子：法輪とはどんなものですか？

師：法輪の色は黄金色としか言いようがありません。われわれ

のこの空間にはまだこのような色はありません。輪の地色は非常

に鮮やかな赤で、外輪の地色は橙色になっています。赤と黒の二

つの太極は道家のもの、赤と藍の二つの太極は先天大道のもので

あり、これらは二種類の異なるものです。「卍」は黄金色です。

天目の次元の低い人から見れば、扇風機のように回転しているよ

うに見えますが、はっきり見えるならそれは非常に美しいもので、

煉功者をして修煉において一層勇猛邁進させることができます。

弟子：法輪ははじめはどこにありますか？　その後はどこにあ

りますか？

師：わたしが本当に皆さんに与える法輪は一つしかなく、それ

は下腹部、つまりよく言う「煉丹」「守
しゅたん

丹」の部位にあり、その

位置は変わりません。おびただしい法輪が回転しているのが見え

る人がいますが、それはわたしの法身が皆さんの身体を調整する

ために体外で働いているのです。
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弟子：煉功して、法輪を作り出すことができますか？　どれく

らい作り出せますか？　それは師が授けてくださるのとどう違い

ますか？

師：煉功して法輪を作り出すことができます。あなたの功力が

絶えず高まっていけば、法輪もますます多くなりますが、法輪は

いずれも同じものであり、ただ下腹部にある法輪はあちこち動か

ないもので、根本です。

弟子：どうすれば法輪の存在と回転を体感することができます

か？

師：体感する必要はありません。非常に敏感な人がいて、法輪

が回転しているのを感じることができますが、法輪を植え付けら

れたばかりの時は、体内に違和感を覚えたり、腹痛や、何かが動

いているのを感じたり、熱い感じがあったりします。慣れてきた

ら、感じなくなります。しかし功能のある人には見えます。胃袋

と同じです。誰も胃袋が動いていると感じません。

弟子：法輪図における法輪の回転方向と学員証（北京第一、二

期を指す）のそれとは違いますが、聴講用の学員証における法輪

が逆時計回りをしているのはなぜでしょうか？

師：それは皆さんに良いものを与えてあげようとするためです。

法輪が外に向かってエネルギーを放出するのは、皆さんの身体を

調整するためなのですから、時計回りに回転していません。皆さ

んにはそれが回っているのが見えます。
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弟子：師が学習者に法輪を植え付ける時機は？

師：ここで皆さんに断っておきますが、われわれの一部の学習

者はいろいろな功法を学んできているので、彼らの身体にあるご

ちゃごちゃしたものを片づけて、良いものを残し悪いものを取り

除いてあげることは本当に難しいことで、そのために手続きがひ

とつよけいに増えました。これを終えてはじめて、法輪を植え付

けることができます。その人の煉功の次元の高さによって、法輪

の大きさも違います。煉功した経験のない人がいますが、根基は

悪くないので、調整をしてあげると、この講習会で病気が取り除

かれ、気を煉る次元を通過して、乳白体状態に入ります。そうな

ると法輪を植え付けてあげることができます。身体が相当悪く、

ずっと調整中の人も多くいますが、調整も済んでいないのにどう

して法輪を植え付けてあげられますか？　しかし植え付けてあげ

られない人は少数の人に過ぎませんので、問題がありません。わ

たしはすでに法輪を形成する気機を植え付けておきました。

弟子：法輪はどういうふうに身につけるのですか？

師：それは身につけるのではありません。わたしは法輪を打ち

放って皆さんの下腹部に植え付けますが、しかしそれはわれわれ

のこの物質空間にあるのではなく、他の空間にあります。この空

間では、皆さんの下腹部に腸がありますから、それが回転しだし

たら大変ではないでしょうか？　それは他の物質空間にあるもの

で、こちらと衝突しません。

弟子：次の講習会でも続けて法輪を植え付けてもらえますか？
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師：法輪は一つしか得られません。たくさんの法輪が回ってい

るのを感じる人がいますが、それは体外で用いられ、あなたの身

体を調整するために用いられるものです。われわれのこの功の最

も大きな特徴は、エネルギーを放出するときに、次から次へと法

輪を打ち放つことにあります。ですからあなたが煉功していなく

てもおびただしい法輪があなたの身体を回っており、あなたの身

体を調整してあげています。本当にあなたに与えた法輪は、下腹

部にあるそれです。

弟子：煉功しなければ法輪は消えて無くなりますか？　法輪は

どれくらい長く持ちますか？

師：あなたが自分を煉功者として自覚し、わたしの言う心性の

要求に従って行動すれば、あなたが煉功していなくても、それが

消えて無くなることはないばかりか、逆に強化され、あなたの功

力も伸びます。しかし反対に、あなたが誰よりもまめに煉功して

いても、わたしの要求した心性に従って行動していなければ、お

そらく煉功は無駄になるかもしれません。煉功していても役に立

ちません。どんな功法をやるにせよ、要求通りにやらなければ、

邪法をやっていることになるかもしれません。もしあなたが頭の

中で、「誰それはなぜあんなにいまいましいのか？　功能を持つ

ようになったら懲らしめてやる」などと、良くないことを考えて

いれば、たとえ法輪功を学んでいても、煉功にこんなものを加え、

わたしの言う心性の要求に従っていないのですから、それは邪法

をやっているということになるのではありませんか？
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弟子：師は「法輪はたとえ一億元出しても得られません」とよ

くおっしゃいますが、それはどういう意味でしょうか？

師：つまり、それはあまりにも貴重だということです。わたし

が皆さんに与えたものは法輪だけではなく、皆さんの煉功を保証

する一連のものも貴重なものであり、みな千金を積んでも取り替

えられないものばかりです。

弟子：遅れてきた者も法輪を得られますか？

師：最後の三日間の前に来た人であれば、みな調整をしてあげ、

しかも法輪をはじめ他のものを植え付けてあげます。最後の三日

間に来た人の場合は何とも言えませんが、調整は受けられます。

何かを植え付けてあげるのは難しいのですが、もしあなたの条件

が悪くなければ植え付けてあげることもあります。

弟子：法輪で人体の正しくない状態を直すというのは、一種の

方法ですか？

師：全部が全部法輪で直しているわけではなく、先生はさまざ

まな方法で直すことになります。

弟子：法輪功が創出される有史以前の背景はどんなものでしょ

うか？

師：この問題は大きすぎて、高すぎて、われわれのこの次元で

知るべきことの範囲を超えていると思いますので、ここで話すわ

けにはいきません。ただし一つだけ、皆さんが知っておかなけれ

ばならないのは、これは佛家気功であって、佛教気功ではなく、
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佛教ではない、ということです。しかし、われわれは佛教と共通

した目標があります。修煉の法門が違い、歩む道が違いますが、

目標は一致しています。

弟子：法輪功の歴史はどれくらいありますか？

師：わたしが煉っていた功法といま伝えているこのものとは完

全に同じではありません。わたしが煉っていた法輪はいま伝えて

いるものより威力がさらに大きく、功の伸びもいまのこれより速

いのです。とはいえ、わたしがいま伝えているこの功法でも功の

伸びはすでにかなり速く、そのため煉功者への心性の要求も一層

高く一層厳しいのです。わたしがいま伝えているものは整理を経

た上で公開したのであって、要求はそれほど高くありませんが、

一般の功法よりは高いのです。それは元のものとは違っています

ので、わたしが創始者だと言っています。法輪功の歴史の長さに

関しては、公にして伝えたことがないので数えようがありません

が、わたしは去年（一九九二年）五月に中国の東北で初めて功を

伝えましたから、去年五月から始まったと言ってもよいのです。

弟子：先生は受講しているわたしたちに何を与えてくださいま

したか？

師：皆さんに法輪を与えました。修煉用の法輪もあれば、身体

を調整する法輪もあり、同時にわたしの法身が皆さんを見守って

おり、法輪功を煉っている者なら、誰にも付いています。あなた

が煉功しなければ法身は当然構ってくれず、行かせようとしても

行ってくれません。あなたが何を考えているのか、わたしの法身
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は手に取るようにはっきり分かっています。

弟子：法輪功は修煉するわたし本人に、正果を得させてくれま

すか？

師：大法には果てがありません。如来の次元まで修煉して到達

したとしても、頂点ではありません。われわれは正法ですので、

ひたすら修煉してください。得るものはみな正果です。

二、功理と功法

弟子：「大周天」を終えて帰ったら、空を舞う夢を見る人がおり、

非常にはっきり見えたと言いますが、これはどういうことでしょ

うか？

師：皆さんに教えますが、坐禅あるいは夢の中でこのような状

況が現れたとき、それは夢ではなく、元神が身体を離脱したこと

であって、夢とは全然違います。元神が身体を離脱したとき、あ

なたが何を見たのか、どういうふうに舞い上がったのかまで、あ

なたは非常に確実に見え、鮮明に記憶することになります。

弟子：法輪が変形したらどんな良くない結果になりますか？

師：その人が間違った方向へずれてしまったことを意味します。

そうなれば法輪は効力を失い、しかもあなたの修煉にたくさんの

面倒なことがもたらされることになります。あたかもこの大通り

があるのに歩まないで、脇道にそれて道に迷い、迷子になってし
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まったかのように、面倒なことに遭遇します。これらのことは常

人の生活状態に反映されてきます。

弟子：一人で煉功する場合、家庭の環境はどう処理すればよい

のでしょうか？　家に法輪をいただけるのですか？

師：ここにいる人の多くは、すでに家に法輪があるのを見てい

ますし、家の人も恩恵を受けはじめています。すでにお話したよ

うに、同じ時間、同じ場所に多くの空間が存在しているのであっ

て、あなたの家庭も例外ではなく、処理をしなければなりません。

処理の方法としては普通、良くないものを片づけたうえ、覆いを

かけるのですが、そうすればどんな良くないものも入れなくなり

ます。

弟子：煉功中に気が病のある部位を襲い、はれて痛むような感

じがしますが、どういうことでしょうか？

師：病は一種の黒いエネルギーの塊です。講習会の初めにそれ

を打ち砕いてあげたら、病のある部位がはれるような感じがしま

すが、その黒い物質はすでに根っこを失っており、外へ向かって

散っているので、すぐに排出されます。そうすれば病も存在しな

くなります。

弟子：もともとあった病気は講習会を数日受講すると消えまし

たが、しかししばらく経ったらまた突然現れてきました。これは

どういうことでしょうか？

師：この功では次元の飛躍が非常に速く、一つの次元はあっと
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いう間に通過しますので、あなたがまだ気づいていないのに、実

際には病気がすでに治っています。その後の症状は、わたしのお

話しした「劫難」がやってきたのです。気をつけて観察すれば分

かりますが、もとの病状とは違います。他の気功師に調整を頼ん

でも、彼らもそれを動かせません。それは功が伸びるときの業力

の反映なのです。

弟子：煉功してもまだ薬を服用する必要がありますか？

師：これはあなた自身で悟ってください。煉功しながら薬を服

用するということは、煉功で病気が治るのを信じていないという

ことです。信じているのならどうしてまだ薬を服用するのです

か？　ところが、あなたは心性の基準に従って自分を律していな

いのに、問題が起きれば李洪志が薬を服用させてくれないと言う

かもしれません。しかし、李洪志が心性を厳しく律するようにと

言っているのに、あなたはそうしましたか？　本当に大法を修煉

する人の場合、身体に持つのはみな常人のものではないので、常

人の病気はあなたの身体に上ることが許されません。あなたの心

がしっかりしていて、煉功で病気が治ると信じて、薬をやめて、

気にせず、治療にも行かなければ、治してくれる人が現れます。

皆さんがここで日一日と元気になって、日一日と気分が良くなっ

ているのは、なぜでしょうか？　多くの人の身体にわたしの法身

がせわしく出入りしているのは、ほかでもなくあなたのためにそ

ういうことをやっているのです。もし自分の心がしっかりしてお

らず、煉功していながら、信じないあるいは試してみようなどと

いう態度をとっているなら、あなたは何も得られません。あなた
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が佛を信じるかどうかは、あなたの悟性や根基が決めるものです。

もし佛が顕現してきて、ここからでも肉眼ではっきり見えるなら、

人々はみな佛道に入りますので、考え方を変えるというような問

題は存在しなくなります。まず信じることが先で、そうしてこそ

はじめて見えるのです。

弟子：師あるいは師の弟子に病気治療をお願いしたい人がいま

すが、お願いできるでしょうか？

師：わたしが世間に現れた目的は、病気治療のためではありま

せん。病気になるべくしてなっている人がいます。わたしの言っ

ていることは一部の人にはどうしても分かりませんが、わたしは

それ以上解釈をしません。佛家功法は、普く衆生を済度するため

ですから、他人の病気を治してもいいのです。われわれが病気治

療を行うときは、組織的に行うのであって、宣伝を兼ねています。

わたしは現れたばかりで、知名度が低く、人に知られていないた

め、功を伝えるときに聞きに来る人がいないかもしれません。治

療相談サービスを通して、みんなに見てもらい、実際に良い効果

を上げていますので、それが宣伝になっていますが、専門的に病

気治療をやっているわけではありません。高い功能で専門的に病

気治療を行うことは許されません。超世間法をもって世間法に代

えるのはいけないことで、そういう状態ではないので、治療効果

も時々良くありません。煉功者に責任を持つためには、あなたの

身体を無病状態にまで調整してあげなければなりません。そうし

てはじめて高い次元に向かって修煉することができます。もしあ

なたが自分の病気のことばかり気になって、全然煉功するつもり
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がなければ、たとえ口に出して言わなくても、あなたの考えてい

ることをわたしの法身は何もかも知っているので、最終的にあな

たは何も得ることができません。われわれは講習会ですでに皆さ

んのために身体を調整してあげました。もちろんそれはあなたが

まず煉功者でなければならないのですが。別途で皆さんのために

治療を行い、しかもお金をとるようなことは、われわれはしませ

ん。もしあなたの病気が治らなければ、それは悟性の問題です。

もちろん個別には病気が非常に重い人もいます。身体にはっきり

とは現れていなくても、実際にはとてつもなく重いのです。一回

で調整しきれないかもしれませんが、われわれは力を尽くしまし

た。あなたに対して責任を負わないのではなく、あまりにも病気

が重すぎるのです。あなたが帰ってからも煉功すれば、病気が治

るまでずっと治してあげます。このような状況は少数の部類に入

ります。

弟子：煉功の時、どうすれば入静できますか？　煉功の時仕事

上の難問題を考えるのは、執着と言えるのでしょうか？

師：利益に関することに無頓着でいれば、平素から静かで清ら

かな心を保てます。心の準備があれば、劫難がいつ来ても、どん

なものであっても、劫難とはなりません。往々にして突然やって

くるのですが、覚悟を決めていれば間違いなく乗り越えられま

す。そうしてはじめてあなたの心性の高さが量られます。執着心

が取り除かれ、心性が高まり、人との争いや怨
えんこん

恨などがみな放下

できて、心が穏やかになって、はじめて定
じょうりき

力のことが語れます。

もしそれでも入静できなければ、自分を他者とし、いま考えてい
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るのは自分ではないと思うのです。海がひっくり返っているほど

雑念が湧いてきても、あなたはそこから脱けだして、好きなよう

にさせておけばいいのです。佛の名前を唱えるとか、数を数える

とか言う人がいますが、これらはみな煉功の数々の手段です。わ

れわれが煉功するとき「意守」を求めませんが、しかしあなたは

自分が煉功しているのだということを分かっていなければなりま

せん。仕事上の難問題などは、個人の利益に入らないので、執着

心ではなく、良いことです。わたしはある僧侶を知っていますが、

彼は修煉のこういうことをよく分かっています。彼は寺で住職を

やっていて、けっこう忙しいのですが、坐禅を始めたら仕事を切

り離して、絶対考えません。これも功です。いざ本当に煉功する

ときには、何も考えず、何の雑念もありません。仕事のことは個

人のものを混ぜ入れなければ、きっとうまくできると思います。

弟子：煉功の時、頭に良くない考えが浮かんだらどうしますか？

師：煉功の時に、時々あれこれ良くないものが現れてくること

があります。皆さんが煉功を始めたばかりで、一足飛びで非常に

高い境地まで達するのは不可能ですので、今の段階であなたに高

すぎる要求もしません。頭の中に悪い考えが全く浮かばないよう

求めても、非現実的です。初めは徐々に進んでもかまいませんが、

自分を放任してはなりません。時間が経ち、思想が昇華すれば、

自分に対してもっと高いことを要求しなければなりません。なぜ

ならあなたはもう大法を修煉しており、この講習会から帰ると、

あなたはもう常人ではないからです。身体に非常に特殊なものを

持っているのですから、自分の心性を厳しく律しなければなりま
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せん。

弟子：煉功の時、頭と下腹部が回っているように感じられ、胸

が苦しいのですが。

師：これは初期段階で法輪が回っているためであって、今後こ

のような症状が出てくるとは思いません。

弟子：煉功の時、小さい動物を引き寄せますが、どうすればよ

いでしょうか？

師：どんな功を煉っても小さい動物を引き寄せることがありま

すが、気に掛けなければすむことです。良いエネルギーの場では、

特に佛家功においては、功の中に普く衆生を済度する要素があり

ます。われわれ法輪功が時計回りをするときに自分を済度します

が、逆時計回りをするときは普く衆生を済度することになります。

こうして循環を繰り返しますので、われわれのまわりの万物がみ

な恩恵を受けます。

弟子：貫通両極法では、手の上げ下げを一回と数えますか？　

佛展千手法の時、手を伸ばす前に自分が非常に高大だとイメージ

した方がよいのでしょうか？

師：両手を一回ずつで一回とします。佛展千手法を行う時、

自分のことを考えなくても、高大だと感じます。「天
てんじょう

上天
て ん げ

下、

唯
ゆいがどくそん

我独尊」という意念を持って、そこに立っていればけっこうで

す。常に意念で追求しないように。それは執着にほかなりません。
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弟子：煉功して坐禅をする時、脚が組めなければどうしますか？

師：組めなければ、椅子の端に坐って煉ればよく、同じ効果を

得ることができます。しかしあなたが煉功者であるかぎり、両脚

を煉らなければならず、組めるようにしなければなりません。椅

子の端に坐り、徐々に脚を煉って、最終的には組めるようになら

なければなりません。

弟子：もし家族の人が良くないことをして、「真・善・忍」に

背けばどうすればよいのでしょうか？

師：家族の方が法輪功を修煉しているわけではないので、この

ことは問題になりません。要は自分を修煉することです。自分で

修煉すればけっこうです。あまり複雑に考えずに、しかも少し融

通が利くようにした方がよく、自分自身の修煉に勤めてください。

弟子：日常生活で時々間違ったことをした後、非常に後悔しま

すが、しかし同じ間違いをまた犯してしまいます。これは心性が

低すぎるためでしょうか？

師：これを書けたこと自体、あなたの心性がすでに高まって、

それに気づいたことを物語ります。常人は間違いを犯しても気づ

かないのですから、あなたがすでに常人を上回っていることを物

語っています。一回目間違いを犯して、心性を守られなくても、

物事には過程がありますので、次回また問題に出会ったときに、

さらに向上するようにすればよいのです。

弟子：四、五十歳の人でも、「三花聚頂」に達することができ
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ますか？

師：われわれは性命双修の功法なので、年齢のことは問いませ

ん。一心に修煉して、わたしの言う心性で自分を律しさえできれ

ば、煉功すればするほど寿命が延びる現象が現れます。そうすれ

ばあなたは煉功時間が足りるようになるのではありませんか？　

しかし一つだけ、とりわけ性命双修の功法では、あなたの生命が

延長されたとき、もし心性に問題が起きれば、すぐに生命の危険

が現れてきます。煉功のために延長された生命ですから、心性が

間違った方向へ行くと、すぐに生命の危険が起きます。

弟子：「柔の中に剛あり」の力具合を如何に心得たらいいので

しょうか？

師：これは自分で探るしかありません。たとえば、われわれが「大

手印」を結ぶとき、見た目では手が非常に柔らかいように見えま

すが、実際にやるときはかなり力が入っています。この前腕と手

首、指と指との間の力はかなりのものです。しかし見た目には非

常に柔らかいのです。実際のところすごい力が入っています。「柔

の中に剛あり」とはこのことです。こういうものは皆さんのため

に手印を結ぶとき、すでに皆さんに与えました。皆さんは煉功の

中でゆっくり体感してください。

弟子：男女の間のことはあってもなくてもよいことでしょう

か？　若い人は離婚しなければならないのでしょうか？

師：色欲のことについてはすでに述べましたように、皆さんの

いまの次元では、僧侶や尼僧になれとは言っていません。皆さん
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自身がなろうとしているだけです。肝心なのはその心を放下する

ことです！　放下できない心を全部放下してください。常人に

とってはこういうのは一種の欲望ですが、われわれの場合は放下

できて、淡々としていられなければなりません。こればかり追求

している人がいて、溺れてしまって、常人としても度を超してい

ます。煉功者としては言うまでもなくそうしてはいけません。あ

なたが煉功しても、配偶者が煉功していないので、正常な生活を

過ごすのは現段階では許されることです。高い次元に達すれば、

どうすべきか自分で分かるようになります。

弟子：坐禅するときに眠ってはいけませんか？　どうすればよ

いでしょうか？　三分間も気を失ってしまう時がありますが、ど

ういうことなのか分かりません。

師：眠ってはいけません。煉功しているのにどうして眠ってい

いのですか？　坐禅中に眠るのも魔の一つです。あなたの言う気

を失うというのはあり得ないことです。質問をはっきり書けな

かったのではありませんか？　三分間意識を失うのは大したこと

ではなく、定力の高い人にはよく無意識状態がありますが、ずっ

とこのままではいけません。

弟子：修煉して正果を得ようとする決意のある人はみな正果を

得られるのですか？根基がちょっと劣った場合はどうしますか？

師：あなたにその決意があるかどうかにかかっており、その決

意がどれほど大きいかが肝心です。根基が少し劣っている人でも、

あなたの決意と悟性次第です。
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弟子：風邪を引いて熱を出しているときでも煉功できますか？

師：皆さんが講習会から帰ったら病気は全てなくなっていると

言いましたが、あなたは信じていないのかもしれません。わたし

の弟子も時に風邪を引いて熱を出しているかのようになることが

ありますが、それは関門や難に遭遇したのであり、次元を高める

べきことの現れです。彼ら自身みんなよく分かっていますので、

気にしなければすぐ通過するのです。

弟子：妊娠中の女性は法輪功を煉ることができますか？

師：構いません。法輪は別の空間に植え付けており、われわれ

の功法には激しい運動がないので、妊婦に悪い影響はなく、かえっ

て身体に良いのです。

弟子：先生がわれわれから離れたら、空間的な距離があります

か？

師：多くの人が、「先生が北京にいらっしゃらなくなったら、

われわれはどうしたらいいだろうか？」と、思っています。あな

たが他の功法を煉っても同じですが、先生といえども毎日そばに

いてあげるわけにはいきません。法を、わたしは皆さんに教えま

した。理を、皆さんに教えました。この功法も、皆さんに教えま

した。完全に整ったものを全部皆さんに与えました。後はあなた

がどう修めるかにかかっています。わたしのそばにいれば安心で、

いなければ不安だということはありません。佛教徒の例を挙げま

しょう。釈迦牟尼がこの世にいなくなって二千年以上になります

が、彼らはそれを継承して、一心不乱に煉っているではありませ
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んか？　ですから煉るかどうかは自分の問題なのです。

弟子：法輪功を煉れば、辟
へきこく

穀することがありますか？

師：ありません。というのは、辟穀は佛道がいまだ存在しなかっ

たときに存在していた大道修煉であり、宗教になる前からあった

もので、普通このような方法は単独修煉の部類に入るからです。

当時寺院制度がなかったので、山の中腹でやるしかありませんで

したが、食べ物を提供してくれる人がいませんでした。修煉の時

は閉じこもる必要があって、半年一年じっとしていなければなり

ませんので、このような方法を採りました。われわれの今日の修

煉では、そのようにする必要はありません。あれは特定の環境の

もとで採られた方法であって、功能などではありません。これを

教える人がいますが、わたしに言わせれば、世界中の人が食事を

とらなくなったら、これは常人社会を破壊したことになるのでは

ありませんか？　そうなってはならず、そういうことではないの

です。

弟子：この五式の功法でもってどの次元まで修煉することがで

きますか？

師：この五式の功法はあなたがとてつもなく高い次元まで修煉

するのに十分間に合います。もちろんどの次元まで修煉したいの

か、その時になれば自分で分かるようになります。功には終わり

がないので、あなたが本当にそのレベルに達したら、それ相応の

縁があって、さらに高い次元の大法を得ることができます。
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弟子：法が人を煉るといいますが、法輪が常に回っているなら

煉功しなくても良いということになりませんか？

師：煉功と寺院での修煉方法は違います。実際のところ、寺院

では心の中で修行するといっても、やはり坐禅は必要で、あの功

夫は煉らなければならないものです。功を伸ばすだけでいいから

といって何も煉る必要がないというわけではありません。頭上に

功があるだけでは、まだ煉功者とは言えないでしょう？　どの功

法にも伝承されてきたものがあるので、それを煉らなければなら

ないのです。

弟子：他の功法をやっている人が言うには、意念のない功は功

法ではないと言いますが、正しいでしょうか？

師：さまざまな説があまりにも多いのですが、わたしのような

やり方で大法を皆さんに伝えた人はいません。佛家では、有為の

法はあまり高くならないと言いますが、有為の法とは別に動作を

指しているわけではありません。坐禅、結印も動作ですので、問

題は動作の大きさにあるのではありません。有為か無為かはあな

たの意念にあり、追求にあります。意念があり、追求があれば、

執着にほかならず、有為にほかなりません。そういう意味です。

弟子：心性すなわち徳ではありません。徳の多さは次元を決め

るとおっしゃりながら、心性の高さが功の高さともおっしゃいま

すが、両者は矛盾しませんか？

師：あなたははっきり聞き取れていないのかもしれません。心

性の内容は非常に幅が広く、徳はその中の一部です。ほかには「忍」
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も、苦に耐える力も、悟性も、トラブルにどう対処するかも含ま

れており、これらすべてが心性の問題に入ります。中には功の演

化、徳の演化も含まれており、非常に広義なものです。徳の多さは、

功の高さを示しているわけではなく、将来功をどれだけ伸ばせる

かを意味しています。徳は錬磨を通して心性を高めてから、はじ

めて功に転化されます。

弟子：家族同士で違う功を練っている場合、互いに邪魔するこ

とになりませんか？

師：なりません。しかし、他の功法同士で邪魔し合うことにな

るかどうかについてはわたしは知りません。われわれの法輪功は

誰にも妨げられることがありません。それどころかあなたが彼ら

に良い影響を与えます。なぜならわれわれは正法修煉ですので、

間違った方向へずれてしまうことがないからです。

弟子：現在、社会ではいろいろな言い方が飛び交っています。

たとえば金の鎖とか何とかありますが、どう対処すればよいので

しょうか？

師：皆さんに言いますが、それは純粋に人を騙すものであり、

そういうものに返事をしないでください。全くばかげていること

で、無視すればよいのです。そういうものは正しいかどうか一目

で分かります。われわれのこの法では心性の修煉を厳しく求めて

いますが、一部の気功師のことをわたしは気功商人と呼んでいま

す。気功を商品として、金に換える資本としていますので、こ

のような人が功を教えても大したものは教えられません。何かを
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持っていても高いはずがありません。中には邪なものもあります。

弟子：法輪功の学習者が寺院で帰
き え

依している場合はどうします

か？　やめるべきですか？

師：それはわれわれとあまり関係がありません。帰依したと言っ

てもそれは形式上のものです。

弟子：われわれ数人は、習って以来、頭が張り、目
め ま い

眩がするの

ですが。

師：これは新しく入ってきた学習者で、身体の調整がまだ済ん

でいないためかもしれません。わたしが打ち放ったエネルギーは

非常に強いので、病の気が外へ出るとき、頭が張るように感じる

ことがあります。頭が張るというのはあなたの頭にある病を取り

除いてあげているからで、良いことです。しかしあまりにも激し

く取り除いていると、反応も激しいのです。われわれが七日間で

講習会を行うと、耐えられない人が出てきますが、それ以上に時

間を縮めると、恐らく問題が起きます。打ち放ったエネルギーが

強いので、反応も非常に激しく、我慢できないほど頭が張ってき

ます。ですから講習会は十日間にした方が無難かもしれません。

あとから入ってきた人の場合は反応が激しいことがあります。

弟子：煉功者はタバコを吸い、酒を飲むことができますか？　

仕事の関係で酒を飲まなければならない場合はどうしますか？

師：この問題についてわたしはこう思います。われわれ佛家功

では、酒はやめなければなりません。しばらく飲まないとあなた
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は飲みたくなるかもしれません。少しずつやめていっても良いの

です。しかしあまり時間がかかりすぎないように。あまり時間が

かかりすぎると懲罰を受けることがあります！　タバコを吸うこ

とについては、わたしは意志の問題だと思います。やめようと思

えばやめられます。常人はよく「今日からタバコをやめる」と心

に思いながら、数日も経たないうちに続けられなくなります。し

ばらくしてからまた思い出し、またやめようとします。このよう

にいつまで経ってもやめられません。常人は世間に身を置いてい

るので、世間の人と人との間ではこのようなつきあいは避けられ

ません。しかし、あなたは自分がもはや常人ではなく、修煉を始

めているのだと自覚しなければなりません。意志があれば、目的

は達成できるものです。もちろん、わたしの弟子のなかにはタバ

コを吸う人もおり、自分ではやめられますが、人から勧められる

と、面子にこだわって、また吸いたくなります。二日間吸わない

と我慢できなくなりますが、吸い出すとそれもまた辛いのです。

必ず自分で制御しなければなりません！　つきあいで、しょっ

ちゅうお客さんと酒を飲まなければならない人もいますが、これ

は難しい問題です。できるだけあまり飲まないようにしてみてく

ださい。あるいは自分で何とかして解決してください！

弟子：まだ法輪が回転しているのが見えない間は、もし時計回

りの意念を与えると、ちょうど逆時計回りをしている法輪に影響

を与えることになるのでしょうか？

師：法輪は自動的に回転しているので、あなたが意念で導く必

要はありません。もう一度強調しておきますが、意念を用いない



158 ｜第五章｜ 質疑応答

ようにしてください。意念を用いてもそれを制御することはでき

ません。意念で制御するとそれを逆方向へ回転させることができ

ると思わないでください。下腹部にある法輪は、意念の制御を受

けないものです。体外で身体を調整してくれる法輪は、あなたが

回転させようと思えば、あなたの思惟活動を受け止めて、そうい

う感覚をあなたに与えるかもしれません。皆さんに言っておきま

すが、そうしないでください。人為的に煉ってはいけません。人

為的に煉ると、人が功を煉ることになってしまうのではありませ

んか。法輪が煉っているのであって、法が人を煉っているのです。

なぜいつまで経っても意念というものを放棄できないのでしょう

か？如何なる功法も高い次元に達すると、たとえ道家の功法とい

えども、意念で導くことはありません。

弟子：法輪功を煉るにはどんな時間、場所、方位がいちばん効

果があるのでしょうか？　何回煉ればよいのでしょうか？　食前

と食後に煉ってもよいのでしょうか？

師：法輪は丸い形をしており、われわれのこの宇宙の縮図なの

で、われわれが煉っているのは宇宙の理です。そのうえ宇宙は運

動しているため、逆に言えば、法が人を煉ると言えます。あなた

が煉功していなくても、それがあなたを煉っているのです。いま

まで伝えられてきたすべての功法の理論と異なり、これは唯一、

法が人を煉るものです。その他の功法は例外なく丹道を歩み、人

為的に煉功したり、丹を蓄えたりしますが、われわれはそこまで

する必要がありません。われわれのこの功はいつ煉ってもよく、

あなたが煉功していなくても功があなたを煉るので、時間を選ぶ
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必要がありません。時間があればたくさん煉るし、あまり時間が

なければ少なめにすれば良いのです。われわれのこの功法は要求

がそれほど厳しくありません。ただわれわれの心性に対する要求

は非常に厳しいものです。われわれの功法は方位も問わないので、

どの方位に立っていても構いません。宇宙は回転しており、変動

しているので、あなたが西側に立っていても、必ずしも西とは言

えず、東側に立っていても必ずしも東とは言えません。わたしが

弟子たちに煉功の時に西に向かって立たせるのは、ただ敬意を表

すだけで、実際には別にこれといった作用はありません。煉功は

どこでやってもけっこうで、家の中でも外でも構いません。とは

いえやはり、場所、環境、空気とも比較的良い、特に汚れ物たと

えばゴミ箱とかトイレとかから離れているところを選んだほうが

よいと思います。あとは特に気にしません。大法を修煉するのに

時間や場所、方向を問いません。食前でも食後でも構いません。

しかしあまりお腹いっぱい食べたら、すぐに煉るのも辛いので、

しばらく間をおいた方がいいでしょう。またお腹がすいた時も入

静しにくいので、皆さんは自分の状況に合わせてやってください。

弟子：煉功し終えてから何か注意事項がありますか？　手で顔

を擦る必要がありますか？

師：煉功をし終えてから、別に冷たい水とかに触れてはいけな

いということはなく、手で顔をぬぐったり、手を洗う必要もあり

ません。それらはいずれも初期の頃に、人体の穴
けつみゃく

脈を開かせるた

めに採られた方法に過ぎません。われわれは大法を修煉している

ので、そういうものは一切ありません。今はもはや人体を変える
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という状態ではありません。常人から煉功者になるのはとてつも

なく難しいことのように見え、そのうえ一部の功法には直接人体

を変える方法もないので、そういう功法にはかなり複雑な要求も

ありますが、われわれには一切なく、そういう説もありません。

わたしが言っていないことは皆さんも気にせずに、ひたすら煉っ

てください。われわれは大法を修煉しているのですから、あなた

の身体が初期の状態にあって、あれこれと恐れ、あるいはあれこ

れと要求するその過程は数日中に通過してしまいます。これは他

の功法の数年間分の煉功に値するとまでは言いませんが、だいた

いそれくらいでしょう。低い次元のもの、方位だとか、脈だとか

については、わたしは一切言いません。われわれは高い次元のも

のを説きます。大法修煉において、本当の煉功は「煉」という字

であって、「練」ではありません。

弟子：煉功の後、すぐに大小便してもよいのですか？　小便の

なかに泡が目立ちますが、気を漏らしたことになりませんか？

師：大丈夫です。われわれ煉功者は高い次元に立っており、大

小便のとき確かにエネルギーがいっしょに出ていきますが、しか

しそれぐらいのエネルギーは何でもありませんし、何の影響もあ

りません。大法を修煉して、普く衆生も済度しなければならない

のですから、これくらいのことは気にしないでください。われわ

れはもっともっと多くのものを得ています。この講習会で、わた

しが打ち放ったエネルギーは非常に強く、壁にも多くのものが

残っています。
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弟子：法輪功を宣伝してもよろしいでしょうか？　講習を受け

たことのない人に法輪功を教えてもよいのでしょうか？　講習を

聞いたことのない人でも煉功場で煉功できますか？　録音テープ

と本を遠くにいる親戚や友人に郵送してもよろしいでしょうか？

師：われわれの功法を普及させ、より多くの人に恩恵を受けさ

せても、問題が起こる恐れはありません。皆さんに多くの法を明

らかにしたのは、皆さんに法を知ってもらい、高い次元のものを

理解してもらい、高い次元のものを見てもらうためです。前もっ

て明らかにしたのは、皆さんが見たあるいは遭遇したときに理解

できないようなことがないようにしたいからです。皆さんは他人

に煉功を教えることはできますが、しかし法輪を植え付けること

はできません。どうすればいいでしょうか？　わたしが言ったよ

うに、あなたがためらったり疑ったりしてあまり煉功もしなけれ

ば、わたしの法身があなたから離れていきます。もしあなたが本

当に煉功すれば、法身があなたを見守ります。ですからあなたが

人に功を教えるとき、わたしが教えた信息を携えており、法輪を

形成させる気機を携えているわけです。あなたが教えた人が本気

で煉功すれば、法輪を手に入れることができます。縁があり、根

基が良い人は、その場で法輪を得ることができます。われわれの

本に詳細にわたって書いてあるので、教える人がいなくても上手

に煉ることができます。

弟子：法輪功の煉功では、呼吸は問われますか？　如何に息を

調整すればよいのでしょうか？

師：法輪功の煉功では、息を調整する必要もなければ、呼吸も
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問いません。それは初級レベルの功法で習うものであって、われ

われの煉功では必要がありません。なぜなら息を調整するのは、

丹を煉り、風を添え、火を加えるためだからです。逆式呼吸、順

式呼吸、津
つば

を咽
の

むなどはいずれも丹を煉るためのものであり、わ

れわれはそれをやりません。あなたに必要なことはすべて法輪が

やってくれます。さらに高い、さらに難しいものは、師の法身が

やってくれます。どんな流派でも、たとえ道家がとりわけ細かい

ことを説いていても、人為的に煉功することによって成し遂げら

れるものではありません。実際はその流派の上師が煉ってくれて、

演化してくれているのであって、本人にはそのわけが分からない

だけです。自分で人為的にやってもできません。悟りを開き、功

を開いた人でしかやり遂げられないのです。

弟子：煉功には意守がありますか？　功法の意念はどこにあり

ますか？

師：われわれには意守がありません。一貫して皆さんに意守を

教えておらず、皆さんに執着を放棄するよう、意念を求めないよ

うにと言っています。第三式功法で、両手の掌が気を率いて両極

を貫通させるとき、ちょっと考えるだけで結構です。その他は考

えないようにしてください。

弟子：エネルギーを採りこむのは気を採りこむのと同じです

か？

師：気を採りこんでどうするのですか？　われわれが修煉して

いるのは大法であり、そのうち気を発することができなくなりま
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す。われわれの煉っているのは低い次元の気ではなく、放出して

いるのは光です。エネルギーの採集は、法輪に任せているので、

自分でやる必要がありません。ところで、貫通両極法では、気を

採りこんでいるのではなく、実は身体を貫通させているのですが、

エネルギーを採りこむ役割も果たしています。しかしそれが主な

目的ではありません。気の採集はどうすればいいのかということ

ですが、大法を修煉しているので、ちょっと手を振れば、頭上に

圧力を感じ、あっという間に気が溢れるほど寄ってきます。しか

し、気を集めてどうするのですか？エネルギーもわざわざ採りこ

むものではありません。

弟子：法輪功には、「百日築基」や「胎息」がありますか？

師：それらはみな低い次元のものであり、われわれは煉りませ

ん。われわれはとっくに初級の不安定な時期を通過しています。

弟子：法輪功には陰陽の均衡がありますか？

師：これらはみな気を練る類いのもので、低い次元のものであっ

て、気という次元を抜け出せば、あなたの身体には、陰陽という

問題が存在しなくなります。どんな流派の功を煉るにせよ、本当

に師の直伝を得ていれば、あなたが低い次元を通過するとき、間

違いなく以前煉ったものをすべて捨てて、一つも残さないに違い

ありません！　新しい次元において、新しいものを煉り、さらに

その次元を通過すれば、さらに新しいものを煉ることになるので

す。そういうことです。
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弟子：雷が鳴るときに煉功していいのでしょうか？　法輪功を

煉功するのに音を気にしますか？

師：皆さんに一つ例を挙げましょう。以前わたしが北京のある

ところで学習者に教えていたときのことですが、雨が降りそうで、

雷がごろごろと鳴っていました。そのとき彼らが煉っていたのは

わたしが弟子に伝えた功であって、煉るときは、法輪の上で煉功

しなければなりません。雨が降りそうになったのに、彼らはまだ

煉功が終わっていませんでした。しかし、雨は全然降ってきませ

ん。雲が非常に低く、ビルの上を雲の塊が翻り、雷がごろごろと

大きな音を立て、空が真っ暗になりました。雷が法輪の輪に落ち

ましたが、われわれは傷ひとつありませんでした。雷が地面に落

ちたときの様子が非常にはっきり見えましたが、われわれは傷つ

けられることがありませんでした。これはわれわれのこの功が守

られていることを物語っています。普通わたしは、煉功するとき

天気のことを気にしません。煉功しようと思うときに煉功し、時

間があれば煉功し、音なども気にしません。他の功はみな音を気

にします。静まり返ったときに突然大きな音が聞こえてくると、

まるで体中の気が爆発して光を発しながら体外へほとばしるかの

ような感覚を覚えることがあるからです。しかし大丈夫です。わ

れわれの功にはそういった間違いが起きません。もっともできる

だけ静かなところで煉功するに越したことはありません。

弟子：先生のお姿を観想したほうがいいのでしょうか？

師：観想する必要はありません。あなたの天目が開いたら、わ

たしの法身がすぐ側にいるのが見えます。
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弟子：五式の功法を煉功するとき何か注意することはあります

か？　連続して煉らなければなりませんか？　九回繰り返す動作

は、心の中で数を数えてもいいのですか？　九回を超えたり、あ

るいは動作を間違えたりしたら逆の作用が起きますか？

師：五式の功法はどれを煉っても構いませんが、できれば煉功

を始める前に、第一式の功法を煉ったほうがいいと思います。そ

れによって身体全体が伸びやかになるからです。まずそれを一回

やって、身体が十分に伸びやかになってから、他の功法を煉った

方が効果が良くなります。時間があればたくさん煉り、なければ

少なめにしてもよく、あるいはその中の一式を選んで煉っても

けっこうです。第三、四式功法では、それぞれ九回やることになっ

ており、本には心の中で数を数えるようにと書いてありますが、

帰ってから試してみてください。お子さんに側に立って数えても

らい、やってみてください。九回し終えたら、気機を探そうと思っ

ても見つかりません。これはこのようになっているのです。初め

は頭で考えなければなりませんが、慣れたら自ずとそこで止まる

ことになります。覚え間違ったり、あるいは回数をオーバーした

り足りなかったりしたら、直せばいいのです。

弟子：どうして終わるときに、功を収めることをしないのです

か？

師：法輪は自動的に回転しており、あなたが煉功を終えたのが

瞬間的に分かります。それのエネルギーは非常に大きいので、一

瞬のうちに放出したものを回収してしまいます。あなたがいくら

人為的にやってもそれには及びません。ただこれも功を収めるの
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ではなく、エネルギーを呼び戻しているだけです。他の功法では、

一瞬のうちに止まってしまいます。この功法では、ずっと煉って

おり、止まってからも煉っていますので、功を収めることによっ

て止めるということはできないのです。法輪を止めようと思って

も、あなたにはできません。あまり深遠なことを言っても理解し

てもらえませんが、あなたがもしそれを止めることができれば、

わたしのところのも止まらなければならないことになってしまい

ます。あなたにはわたしのところのを止めることができますか？

弟子：結印、合掌は站樁として煉ってもよいのでしょうか？

師：第一式功法―佛展千手法は站樁として煉ってはいけませ

ん。力一杯伸ばしすぎると、問題が起きかねません。

弟子：煉功のとき、脇の下を「虚」にしたほうがいいのですか？　

第一式功法を煉るとき、脇の下がきつく感じるのはなぜでしょう

か？

師：あなたに病気があるのではありませんか？　初期状態にお

いて、あなたの身体を変えるときに、あれこれの現象が現れ、少

し症状があるかもしれませんが、それは功がもたらすものではあ

りません。

弟子：李先生の講義を聞いたことのない人でも、公園で他の学

習者と一緒に煉功できますか？

師：できます。学習者は誰でも他人に煉功を教えることができ

ます。学習者が他の人に煉功を教えるのは、わたしが教えるのと
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は違います。わたしは皆さんのために直接身体を変えてあげるの

です。しかし煉功するとすぐ法輪を持つようになる人もいます。

学習者の背後にみなわたしの法身がいて、それが直接処理してく

れているからです。これは縁によります。縁の強い人は、その場

で法輪を得ることができますが、縁の強くない人は、長期の煉功

を通して、自分で徐々にこのような玄
げ ん き

機を形成していきます。そ

のうえでさらに煉功して玄機を法輪にしていきます。

弟子：静功「神通加持法」の手印動作の意味は何でしょうか？

師：これはわれわれの言語では解釈できません。ひとつひとつ

の動作に含まれている意味はたくさんありますが、要するに、わ

たしは煉功しようとしており、佛法を煉ろうとしており、身体を

調整して、煉功状態に入ろうとしている、ということです。

弟子：煉功して乳白体に達すれば、毛孔までも開き、身体呼吸

になるのですか？

師：皆さん体感してみてください。皆さんはすでにこの次元を

通過しています。わたしが皆さんの身体を乳白体に調整してあげ

るのに、十時間以上法を説かなければなりません。これ以上短縮

するのは無理です。皆さんは他の功法では十数年あるいはもっと

長い時間煉らなければならないのですが、われわれはここで一気

に皆さんをそのレベルまで持っていきます。そのレベルでは心性

の要求がなく、師の能力によって行われるので、あなたがまだ気

づかないうちに、この次元はすでに通過してしまいました。場合

によっては数時間しかかかりません。ある日、あなたは非常に敏
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感になったと感じるでしょうが、しばらくすると、また敏感では

なくなります。実は、それは大きな次元を通過したことにほかな

りません。ところが他の功法ではあなたは一年あるいは数年間も

このような状態を保たなければなりません。しかし、実のところ

これらはみな低い次元のものです。

弟子：バスの中であるいは列に並んでいるとき、法輪功の各動

作を想像してもいいですか？

師：われわれの功は意念を用いるものではなく、毎日必ずどれ

くらいの時間煉功しなければならないというものでもありませ

ん。もちろん煉功の時間が長ければ長いほどいいのです。あなた

が煉功していないときは、逆にそれがあなたを煉ってくれます。

しかし煉功の初期段階では、それを強化させるために、やはりた

くさん煉ったほうがよいのです。一、二カ月出張していて、その

間仕事に追われて、煉功できませんでしたが、帰ってきてみると

全然影響を受けておらず、法輪が相変わらず回っている、という

人もいます。それは絶えず回転しているからです。頭の中で自分

が煉功者だということを忘れずに、心性をしっかり守っていれば、

それが作用します。ただ一つ、あなたが煉功もしないうえ、自分

を常人と混同するようなことがあれば、それが消えてしまいます。

弟子：法輪功は密教と一緒に煉ってもいいのでしょうか？

師：密教も法輪ですが、われわれの功と一緒に煉ってはいけま

せん。もしあなたが密教を煉って法輪をすでに形成していれば、

密教を煉ればよいのです。密教も正法ですから。しかし同時に煉っ
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てはいけません。密教の法輪は中脈を修めるもので、水平に回転

します。その法輪はわれわれのと違い、呪文があります。われわ

れの法輪は下腹部に立っており、平面が外に向かっています。下

腹部は決まった大きさしかなく、わたしの法輪ひとつで一杯にな

りますので、もう一つ入れるとごちゃ混ぜになります。

弟子：法輪功を煉ると同時に他の佛家功法を煉ってもいいです

か？　観音の録音テープは聞いてもいいですか？　在家の居
こ じ

士が

功を学んでから、お経を読んでもいいですか？　同時に他の功法

を煉ってもいいですか？

師：わたしはしてはいけないと思います。どの法門もひとつの

修煉方法であって、病気治療や健康増進のためではなく、本当に

修煉しようとすれば、一つに専念しなければなりません。これは

厳粛な問題です。高い次元を目指して修煉するには、一つに専念

して修煉しなければなりません。これは絶対の真理です。佛家の

中の異なる法門も混ぜてはいけないものです。われわれが説いて

いるこの功法は高い次元のもので、悠久な年代を経て伝わってき

たものですので、自分の感覚に頼ってはいけないです。他の空間

からその演化の過程を見れば、きわめて玄妙で、きわめて複雑な

ものなのです。あたかも精密機器が、一つの部品でも他のものに

取り替えられたらすぐ壊れてしまうように。功法も同じで、如何

なるものを混ぜてもいけません。混ぜれば間違いなく問題が起き

ます。各門派の功法はいずれも同じですが、煉ろうとすれば一つ

に専念しなければなりません。一つに専念しなければ、どうにも

修煉はできません。それぞれの流派の長所を取り入れるというの
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は、病気治療と健康増進の次元の言い方であって、あなたを高い

次元へ導くことはできません。

弟子：他の功法を煉っている人と一緒に煉功すれば、互いに影

響し合うことがありますか？

師：相手がどんな功を煉っているにせよ、道家功でも、神功で

も、佛家功でも構いませんが、正法であるかぎり、われわれには

何ら妨げにならず、あなたも相手にとって妨げになりません。一

方、相手はあなたの近くで煉功すればメリットがあります。丹を

煉るのと違い、法輪は霊体であって、自動的に助けてくれるから

です。

弟子：他の気功師に身体の調整を頼んでもいいですか？　他の

気功師の講義を聞いたら影響がありますか？

師：この講習会から帰ると、皆さんは自分の身体がどう変わっ

たのか分かると思います。しばらくすれば皆さんの身体に病気が

現れることが許されなくなります。再び病気が現れても、たとえ

ば風邪とか腹痛とかのように見えても、実はそういうのとはもは

や違って、それは劫難であり、関門であることになります。あな

たが他の気功師に調整を頼むのは、あなたが悟っておらず、わた

しの言うことを信じていないからです。求めようとする考えを

持っていれば、あなたの修煉を妨害する良くない信息を招いてし

まうことになります。その気功師の功が憑き物の功であれば、あ

なたはそれを招いてしまいかねません。講義を聞くのも同じで、

聞きたいと思うのは求めることではありませんか？　この問題は
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あなた自身で悟ってください。これは心性の問題ですので、わた

しは口出ししません。もしその人が非常に高い法を講義し、心性

のことを説いていればそれでも構いません。わたしの講習会に参

加してから、あなたの身体はやっとのことで調整してあげること

ができました。もともとあなたの身体には練功の信息がかなり乱

雑に入り乱れていましたが、調整を経て、悪いものが取り除かれ、

良いものだけが残りました。もちろんわたしは他の功法を学ぶこ

とに反対しませんが、乱雑に学んではいけないと思います。あな

たはすでに大法を修煉し始めており、法身があなたのすぐ側にお

り、高いものを得たにもかかわらず、引き返して探そうとしてい

ます！

弟子：法輪功を煉る一方、他の功法を学んでもよいのでしょう

か？　たとえば按
あ ん ま

摩、護
ご し ん こ う

身功、一
い っ し ぜ ん

指禅、太極拳など、その功は練

らないのですが、その方面の本を読んでもよいのでしょうか？

師：按摩、護身は学んでもよいのですが、闘う心を起こしたとき、

ときどき違和感を覚えることがあります。一指禅、太極拳は気功

の類いで、煉れば中に加えてしまう可能性がありますので、わた

しのものがあなたの身体において純粋でなくなります。本を読む

ことですが、心性を説くものならまだ構いません。しかし一部の

本の著者は自分でもよく分からないのに、結論を下しているので、

あなたの頭はそれによってかき乱されかねません。

弟子：「頭前抱輪」では、手が触れ合う時がありますが、大丈

夫でしょうか？
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師：触れ合わないようにしてください。われわれは離れるよう

に要求していますが、触れ合うと、手のエネルギーは戻ってしま

うことがあります。

弟子：第二式功法を煉るとき、腕が持ちこたえられなくなった

ら、しばらく下ろしてまた煉ってもいいのですか？

師：煉功は辛いものです。疲れたらすぐ下ろしたりすると、何

の意味もありません。時間は長ければ長いほどいいのですが、自

分の力に合わせて行ってください。

弟子：結跏趺坐のとき、どうして女性の場合、左脚が下にあり、

右脚が上にあるのですか？

師：われわれの煉功には、女性の身体と男性の身体は違う、と

いう一つの基点があります。ですから女性の本体で自分自身を煉

るには、女性の生理に合わせてはじめて効果があります。女性は

通常左脚が右脚を支えているので、自分自身の状態に合います。

男性はその反対であり、基点が違います。

弟子：録音テープあるいは音楽を聞きながら、あるいは口
く け つ

訣を

念じながら煉功していいのですか？

師：もし良い佛家音楽があれば聞いてもいいのですが、本当に

煉功するには何の音楽も要りません。定力が求められるからです。

録音を聞くのは、その一念で万念を追い払うためです。

弟子：「貫通両極法」では、力を抜いたほうがいいのですか、
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それとも力を入れたほうがいいのですか？

師：「貫通両極法」では、自然に立ち、力を抜くよう求められ

ています。第一式功法の要求とは違い、その他の功法はいずれも

力を抜くよう求められています。

三、心性を修煉する

弟子：わたしは「真・善・忍」に従おうとしたのですが、昨夜

夢の中で人と喧嘩しました。すごい喧嘩でした。「忍」をしよう

としましたが、「忍」ができませんでした。これはわたしの心性

の向上を促しているのですか？

師：もちろんそうです。夢はどういうことなのかについて、わ

たしはすでにお話ししましたので、皆さんは自分で悟ってくださ

い。心性を高める出来事は突然やって来るのであって、あなたが

それを迎えるための心の用意をしてからやってくるものではあり

ません。ある人が良いか悪いかを見るのは、心の用意ができてい

ないときにこそ分かるのです。

弟子：法輪功の「真・善・忍」の中の「忍」についてですが、

如何なる出来事に対しても、正しいかどうかを問わず、「忍」を

しなければならないのですか？

師：わたしが言っている「忍」は、あなたの個人の利益にかか

わる問題において、あなたが執着して放下できないものにおいて、

あなたの心性を高めることを指しています。実際に「忍」は決し
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て悪いことではなく、たとえ常人にとっても悪くありません。昔

の話を一つしましょう。大将軍韓信は小さいときから武術をたし

なんでいましたが、当時武術をやる人間は好んで剣をさげていま

した。韓信が街を歩いていると、ならず者がやってきて、「お前

はなぜそれをさげているのか？　人を殺すだけの勇気があるの

か？　殺せるものならまずこの俺を殺せ。殺す勇気がなければ、

俺の股下をくぐって行け！」と、そう言いながら、首を突き出し

てきました。すると韓信は本当にくぐっていきました。彼の「忍」

は並大抵のものではありません。「忍」を軟弱でいじめられやす

いものと見る人もいますが、本当のところ「忍」ができる人の意

志はとてつもなく堅いのです。ある出来事が正しいかどうかは、

それが本当に宇宙の理に合致しているかどうかによります。ある

出来事はあなたのせいではなく、他人があなたを怒らせたものだ

と、あなたは思うのですが、実際、あなたにはなぜそうなのかが

分からないのかもしれません。あなたは「知っているとも、つま

らないことがきっかけだった」と言うかもしれませんが、わたし

が言っているのは別の理であって、われわれのこの物質空間で見

えるものではありません。冗談ですが、もしかするとあなたが前

世人に借りがあったせいかもしれません。あなたにどうしてそれ

が正しいか間違っているのか判断できるのですか？　われわれは

だからこそ「忍」をしなければなりません。まず人を怒らせてお

いてそれから「忍」をする理屈がどこにあるのですか？本当にあ

なたを怒らせた人に対しては、あなたは「忍」ができなければな

らないばかりか、その人に感謝しなければなりません。その人が

あなたを罵り、先生の前であなたの告げ口をしたとしても、あな
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たは後で心の中で、ありがとう、と言わなければなりません。「そ

れでは『阿 Q』になってしまうではないか」と言うかもしれませ

んが、それはあなたの考え方です。その出来事において、もしあ

なたが相手と異なる見方ができれば、あなたの心性はそれこそ高

まったことになります。この物質空間においては相手が得をした

のですが、あちらでは相手があなたに何かを与えてくれたのでは

ありませんか？　あなたの心性が高まれば、黒い物質が転化され

ることになり、一石三鳥なのに、どうして相手に感謝しない理由

がありましょうか？　常人の角度からは理解し難いのです。わた

しは一般の人に向かって言っているわけではなく、煉功者に聞か

せているのです。

弟子：憑き物に憑かれていない人は、心性を高めれば憑き物を

防ぐことができますが、憑き物に憑かれている人の場合はどうす

ればよいのでしょうか？　どうすれば憑き物から逃れることがで

きますか？

師：一正が百邪を圧します。あなたは今日この法を得たので、

これからたとえ憑き物があなたにおいしいことをもたらしてくれ

ても、あなたはそれを欲しがらなくなります。それがあなたに金

銭や名、利をもたらしてくれたとき、あなたはうきうきして、「ほ

ら見てごらん、わたし、すごいでしょう」と、人の前で見せびら

かしたりします。一方、辛い目に遭わされたときにはやめようと

思って、先生に頼んで治してもらおうとします。ならばそれがあ

なたにおいしいことをもたらしてくれたときにどうして受け入れ

たのでしょうか？　そんな人の面倒を見てあげるわけにはいきま
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せん。あなたはメリットを受け入れたのですから。メリットばか

り得ようと考えるなんて、いけません。あなた自身、心から求めず、

メリットを与えられても欲しがらず、先生の言う方法に従ってひ

たすら修煉すべきです。正々堂々として、心がしっかりすれば、

憑き物が恐れることになります。メリットを与えられても受け取

ろうとしなければ、それは去っていかざるを得ません。それでも

去らなければ悪事を働くことになりますので、その時になれば、

わたしがそれを退治することができるようになります。手を一振

りすれば跡形もなく消えてしまいます。ただしあなたがメリット

を受け取ろうとすればそうはいきません。

弟子：公園で煉功したら、憑き物に憑かれることがありますか？

師：皆さんに何度も言いましたが、われわれは正法修煉なので、

心が正しければ百邪を圧します！　正法修煉で、心が非常に純正

なので、何ものも上ってくることはありません。法輪はすごいも

のですから、良くないものが上って来られないばかりか、目の前

に来ただけで恐れるのです。信じなければよそへ煉功に行ってみ

てください。みんなあなたを恐れるのです。数を言えば皆さん怖

くなるでしょうが、多くの人が憑き物に憑かれているのです。あ

なたが病気治療と健康増進の目的を達してからもさらに練り続け

ているのは、何を得ようとしているのですか？　心が正しくなけ

ればこういう問題を起こしてしまいます。とはいえ、そういう人

を責めているわけではなく、彼らにはこれらの理が分からないか

らです。わたしが現れた目的のなかにこれも含まれており、皆さ

んのためにこういった間違ったことを正してあげたいのです。
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弟子：将来はどんな功能が現れてくるのでしょうか？

師：わたしは言いたくありません。人それぞれ状況が違うから、

言いにくいのです。この次元に何が現れるか、あの次元に何が現

れるかについて、肝心なのは、一つ一つの次元におけるあなたの

心性です。執着心がこの方面で取り除かれたら、この方面で功能

が現れてきます。しかしあなたに現れてくる功能は間違いなく初

期のものであって、高くないはずです。心性が非常に高いところ

に達していなければ、あなたに功能を与えるはずがありません。

ところでわれわれの講習会においては、一部の人は根基がかなり

良く、すでに「神足通」が現れており、雨の中でも雨に降られる

ことがありません。運搬功能が現れている者もいます。

弟子：心性を修煉して、一切の執着心を取り除くというのは、

佛家の「空」、道家の「無」に達することですか？

師：われわれの言う心性あるいは「徳」は、佛家の「空」、道

家の「無」でもって包容できるものではありません。反対に、彼

らのものはすべてわれわれの心性の中に含まれています。

弟子：佛は永遠に佛でいられますか？

師：修煉して得道した者が悟りを開けば、大覚者に属し、高次

生命にほかなりません。しかしあなたが永遠に悪いことをしない

保証はありません。もちろんあの次元では普通あなたは悪いこと

をしません。真相が見えているからです。しかしもし悪いことを

したら、同じように堕ちていきます。永遠に良いことをすれば、

永遠にそこに居続けます。



178 ｜第五章｜ 質疑応答

弟子：大根器の人とはどんな人ですか？

師：これはいくつかの要素によって決まります。（一）その人

の根基が非常によい。（二）悟性が非常に高い。（三）忍耐力が非

常に強い。（四）執着心が小さく、世間のものに対して無頓着で

ある。これが大根器です。大根器の人は非常に得難いのです。

弟子：大根基のない人が法輪功を煉っても功が出ますか？

師：大根基のない人にも功が現れてきます。なぜなら誰でも徳

の成分を持っているからです。徳の成分を少しも持っていないこ

とはあり得ないことで、そういう人はいません。たとえあなたの

身体に白い物質が無くても、黒い物質があり、黒い物質が煉功に

よって白い物質に転化されますので、手続きが一つよけいにかか

るだけに過ぎません。煉功の中であなたは苦しみに耐えて、心性

を高め、代価を払ったので、功も得られるわけです。煉るのが先

決条件で、それから師の法身がそれを功に転化してくれます。

弟子：人は生まれたときから、その一生が定められています。

では、努力によってそれを変えることができますか？

師：当然変えられます。努力するということも段取りされてい

るのですから、努力しなければなりません。あなたは常人ですか

ら。しかし大きなものは変えられません。

弟子：天目が開いていない状況で、どうして受け取った信息の

善し悪しを判別できるのですか？

師：あなた自身では判別し難いです。煉功中、あなたの心性を
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試そうとすることがいっぱいあります。法身はあなたの生命に危

険が生じないように守ってくれますが、一部のことについてはた

とえ現れても必ずしも面倒を見てくれるとは限りません。自分で

それを乗り越え、自分でそれを解消させ、自分で悟らなければな

りません。良くない信息が現れて、今日の金券くじの当選番号を

教えてくれたりすることがありますが、それは正しいかもしれま

せんし、正しくないかもしれません。あるいはあなたにその他の

ことを教えてくれますが、どうするかはあなた次第です。心が正

しければ、邪は侵入できません。あなたが心性をしっかり守って

いれば何も問題が起きません。

弟子：気分、情緒が不安定の時に煉功してもよいのでしょうか？

師：気分があまり良くないときは、坐禅をしても入静できず、

悪いことばかり考えます。煉功には信息がありますので、頭で良

くないものばかり考えると、煉功にそれを持ち込んでしまうこと

になり、人為的に邪法を練ることになってしまいます。あなたが

煉っている功は有名な師が教えてくれたものかもしれず、どこか

の上師が教えてくれたものかもしれず、あるいは密教の活き佛が

伝えたものかもしれませんが、しかしあなたは彼らの要求した心

性に従って厳しく行わなければ、いくら彼らが教えたといって

も、彼らの功ではなくなります。皆さん考えてみてください。も

しあなたがそこで站樁をくたくたになるほど煉っていながら、頭

の中では、「勤め先の誰それはなんであんなにいまいましいのか？　

なんでわたしの告げ口をするのか？　どうすれば給料を上げても

らえるのか？　今は物価が上がる一方なので、買いだめしておこ
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う」などと、あれこれ考えるとします。それではあなたが人為的

に、あるいは無意識的に、知らないうちに邪法を練っていること

になるのではありませんか？　ですから気分が良くないときはな

るべく煉らないほうがよいのです。

弟子：「きわめて高い心性」の基準は何ですか？

師：心性は修煉するものですので、基準などなく、あなた自身

がどう悟るかにかかっています。もしどうしても基準を示せと言

うなら、何かが起きたときに、覚者ならどうするのか、を考えて

みることに尽きます。模範人物はもちろん非常に素晴らしい人た

ちですが、それでもやはり常人の模範に過ぎません。

弟子：どの気功師の講演や言葉にも懐疑的な態度を抱いてはい

けませんが、人を騙し、金を騙すものに出会ったらどうしたらい

いのですか？

師：それは一概には言えません。まずその人が何を言うかによ

ります。人を騙すものに出会えば、自分で判断しなければなりま

せん。気功師の善し悪しを判別するには、その人の心性を見れば

よいのです。心性の高さは、功の高さだからです。

弟子：どうすれば業力、つまり佛教で言う業障を消すことがで

きますか？

師：煉功そのものが業を消すことです。いちばん良いのは、自

分の心性を高めることです。それは黒い物質を白いもの、すなわ

ち「徳」という物質に転化させ、徳を功に転化してくれます。
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弟子：法輪功を煉るのにどんな戒律がありますか？

師：佛教の中で戒の対象となるものは、われわれはほとんど戒

めなければなりません。しかし見方は違います。われわれは出家

者ではなく、常人の中で生活しなければなりません。ですから異

なります。一部のものはそれに対して淡々としていられれば結構

です。もちろん、功力が絶えず向上するに従って、きわめて高い

次元に達したときに、あなたへの心性の要求もきわめて高いもの

になります。

四、天目

弟子：先生が説法されるときに、先生の頭上三尺のところに金

色の光の環があり、背後に人の頭ぐらいの大きさの、多くの金色

の光の環が見えますが。

師：そう見えた人の天目の次元は相当高いと言えます。

弟子：先生の弟子が人のために病気治療を行い、酒で噴霧をし

たときに金色の光がその中に混ざっているのが見えましたが。

師：そう見えた人はかなりのところまで修煉していると言えま

す。打ち放たれた功能まで見えたからです。

弟子：子供が天目を開いたら、本人に影響がありますか？　天

目が開いたらエネルギーを放出することになりませんか？

師：六歳以下の子供は天目が非常に開きやすいです。子供は煉
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功しないので、天目が開いたらエネルギーを放出することになり

ますので、家族の中で誰かが煉功していなければなりません。い

ちばん良いのは、毎日一回見させることです。閉じないようにす

るとともに、過度に外へ放出しないようにするのです。子供はで

きれば自分で煉功したほうがいいです。多く使えばエネルギーも

多く放出することになりますが、影響を受けるのは肉体ではなく、

もっとも根本的なものです。しかし、もししっかり保つことがで

きれば、問題ありません。わたしが言っているのは子供のことで、

大人ではありません。一部の人は天目が開けばエネルギーを放出

するのではなく、開けっ放しにしているのであって、そもそもエ

ネルギー放出は問題になりません。しかしとても高い次元のもの

は見えません。高い次元が見える人もいますが、見るとき、法身

あるいはその他の師がエネルギーを提供してくれますので、問題

ありません。

弟子：先生の身体から金色の光が放たれているのが見え、先生

の影も見えましたが、瞬く間に消えてしまったのはなぜでしょう

か？

師：それはわたしの法身にほかなりません。わたしが説法する

とき、頭上に功柱がありますが、わたしのこの次元ではそういう

ふうになっているのです。瞬く間に消えてしまったのは、あなた

がまだ天目を使いこなせず、目で見てしまったからです。

弟子：特異功能はどういうふうに運用すればよいのでしょう

か？
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師：特異功能を軍事科学あるいはその他の高度な科学技術に用

い、または情報収集に用いることについて、わたしはその中に一

つの問題があると思います。われわれのこの宇宙には特性があり

ます。この特性に合えば、効き目がありますが、合わなければ思

い通りにいきません。いくらその人に良いことをさせようとして

も、高い次元のものはその人には分からないので、せいぜい感応

するだけに過ぎません。小技を施しても社会の正常な発展に影響

はありません。その人がもし何かを変えようとすれば、それは非

常に大きなことになってきますので、彼にさせるかどうか、彼の

一存では決められません。なぜなら社会の発展は人間の意志に左

右されるものではないからです。その人がどこそこまで達しよう

と思っても、それは誰にも決められないことなのです。

弟子：人間の意識はどうやって出入りしているのですか？

師：われわれが言う意識は普通、頭のてっぺんから出ていきま

すが、もちろんそうとは限りません。それは如何なるところから

も出ていくことができます。一部の功法が強調しているように頭

のてっぺんからしか出られないということではありません。どん

なところからでも離脱することができます。入るときも同じです。

弟子：天目の区域に赤い光がちらつき、真ん中が暗いトンネル

で、次から次へと飛ぶように花を咲かせていますが、これは天目

を開かせているのですか？　時々星の光や稲妻も見えますが。

師：星の光が見えるようになれば、そろそろ開かれようとして

いるのです。稲妻が見えたら、実際あと一歩のところまで開かれ
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ています。

弟子：先生の頭上に赤や緑の光の環が見えましたが、目を閉じ

ると何も見えなくなりました。視角の端で見たものですか？

師：視角の端で見たものではありません。あなたは目を閉じて

見ることができないため、開けて見ているだけです。往々にして

天目が開いた人は使い方を心得ておらず、時々目を開いて無意識

のうちに見えることもありますが、しかし仔
し さ い

細に見ようと思えば、

目を使ってしまいますので、また見えなくなります。気がつかな

いときまた見えたりします。

弟子：娘は空に輪が見えました。どんなものかはっきり言えま

せんでしたが、法輪のバッチを見たとき、それだと言いました。

娘には本当に天目が開いたのでしょうか？

師：われわれの法輪バッチは、六歳以下の子供なら一目見れば

天目が開きます。しかしあなたはわざとそうしないようにしてく

ださい。いずれにしても子供には見えるのです。

弟子：天目が開きましたが、使い方が分かりません。先生にご

教示願います。

師：天目が完全に開いたときは、使い方が分からない者でも使

えます。非常に明るくて使いやすいときは、使い方が分からない

者でも使えるようになります。天目で物を見るというのは、無意

識の状態において見えるのであって、仔細に見ようと思えば、無

意識のうちに目を働かせ、視神経を通ってしまうので、見えなく
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なります。

弟子：天目が開いてから見えるのは、宇宙空間全体の様子でしょ

うか？

師：天目が開くには次元の違いがあります。つまり、どれだけ

真相が見えるかということは、次元の違いによって決まるのです。

天目が開いたからといって、宇宙のありとあらゆるものが見える

というわけではなく、むしろこれからの煉功において徐々に自分

の次元を高め、最終的に悟りを開くようになって、はじめてより

多くの次元が見えるようになるのです。それでもあなたに見える

のが宇宙全体の真理かどうかは保証できません。なぜなら釈迦牟

尼でさえ、在世中説法をしていた当時、絶えず自分を高めていた

からです。次元を一つ高めるごとに、彼は以前説いたものに不安

を覚え、さらに上へ行ってから下を見ればまた違うと思うように

なりました。だからこそ彼は最後に、「法には定
じょうほう

法無し」と言っ

たのです。一つの次元に一つの理があり、彼でさえ宇宙全体の真

理を完全に見極めることができませんでした。われわれ一般の人

から見れば、世間修煉によって如来の次元に達することだけでも

不可思議なことです。なぜなら一般の人は如来という次元しか知

らないからです。さらに高いものは一般の人には知られていない

ので、受け入れられません。如来は佛法の中のごくごく小さい次

元の一つであって、「大法無辺」とはこのことを指しているのです。

弟子：われわれに見えた先生の身体にあるものは、本当の存在

でしょうか？
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師：もちろん本当の存在です。すべての空間は物質によって構

成されており、構造がわれわれのと違うだけに過ぎません。

弟子：わたしの予感は起きたこととしばしば一致しますが。

師：それはつまりわれわれの言う予測功能です。実際それは宿

命通の低い次元のものです。われわれが煉っている功はみな他の

空間にあり、その空間には時空の概念が無く、どんなに離れてい

ても同じなのです。

弟子：煉功中に、色彩豊かな人や、色彩豊かな空、画像が見え

ましたが。

師：あなたの天目が開いたので、あなたに他の空間のものが見

えたわけです。他の空間には次元の違いがあるので、あなたに見

えたのはその中の一つの次元であるかもしれません。それは見え

たとおりに美しいものです。

弟子：煉功中に突然バーンという音がして、身体が突き破られ

たかのように感じ、多くのことがぱっと分かったような気がしま

したが。

師：煉功中にこのような状況が現れやすい人がいます。身体の

一部を炸裂させて、一部の方面で悟りを開きますが、これは漸悟

にみられる状況です。あなたの修煉が一つの次元を終えると、一

部を炸裂させるのですが、これらはいずれも正常なのです。

弟子：動きがとれないように感じるときがありますが、どんな
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原因でしょうか？

師：煉功の初期において、あなたは突然手あるいはある部分が

動かなくなったような感覚を持つことがありますが、なぜでしょ

うか？　あなたに「定
じょうこう

功」という功能が現れたからです。それは

あなた自身に存在する功能です。この功能はすごいもので、ある

人が悪いことをして逃げているときに、あなたが「定」と言えば、

その場でその人が動けなくなるのです。

弟子：どんな時に人のために病気治療をしてよいのでしょう

か？　わたしは以前人のために病気治療を行って、一定の効果が

ありました。法輪功を学んでから、病気を治してほしいと頼んで

くる人もいますが、治してあげてもよいのでしょうか？

師：この講習会にいる人には、以前どの流派の功法を学んだに

せよ、どれくらい長く練功していたにせよ、病気治療ができるか

どうかにかかわらず、低い次元では、わたしは皆さんに病気治療

をさせたくありません。皆さんが自分自身がどの状況にあるのか

が分からないからです。あなたは確かに人の病気を治したことが

ありますが、当時あなたの心が正しかったから、効き目があった

のかもしれません。あるいはどなたか通りがかりの師がちょっと

手伝ってくれたのかもしれません。あなたが良いことをしていた

からです。しかしあなたが煉功して得たあれくらいのエネルギー

が役に立つにしても、あなた自身を守ることはできません。あな

たは人の病気を治しているとき、患者と同じ場にいるので、時間

が経てば、あなたの身体にある黒い気は患者よりもひどくなりま

す。患者に、「治りましたか？」と聞いて、その患者は「ちょっ
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と楽になりました」と答えますが、それは病気治療と言えるでしょ

うか？　「明日もあさっても来てください。一つの治療周期が終

わるまで面倒を見てあげましょう」と言う気功師がいます。彼ら

も「治療周期」を必要とするなんて、これは人騙しではありませ

んか？　高い次元に達してから人の病気を治すならなんと良いこ

とでしょう。治そうと思えば、すぐ治るのですから、なんと気分

爽快なことではありませんか！　もしあなたにすでに功能が現れ

ており、しかもそれが低くなければ、どうしても病気治療を行う

必要のあるときに、わたしはあなたの手を開かせて、あなたの病

気治療功能を取り出してあげることになります。しかし、あなた

が高い次元を目指して修煉しているならば、わたしはやはりでき

ればそういうことをしない方がよいと思います。大法を宣伝する

ため、また社会活動に参加するため、わたしの弟子のなかに病気

治療を行っている者もいます。彼らはわたしの近くにおり、わた

しが彼らを指導しており、彼らは守られているから、大丈夫なの

です。

弟子：功能が現れたら、人に言っても構いませんか？

師：功能が現れたら法輪功を煉功している人に謙虚に言うのは

構いません。皆さんを集めて一緒に煉功しているのは、ほかでも

なく皆さんが切磋琢磨できるようにしたいからです。もちろん、

よそで功能のある人に出会ってその人に言っても構いません。た

だしひけらかそうとしないように。わたしはすごいだろう、とひ

けらかそうとすればだめになります。ひけらかしてばかりいると、

その功能が消えてしまいます。もし気功現象について語るなら、
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探求の態度で、個人の雑念を少しも混ぜ入れなければ、問題がな

いと思います。

弟子：佛家は「空」を唱え、道家は「無」を唱えますが、われ

われは何を唱えますか？

師：佛家の「空」、道家の「無」はその功に特有なものです。

もちろんわれわれもこのような境地に達する必要があります。わ

れわれは「有
う し ん

心で功を煉り、無心で功を得る」ことを説きます。

心性を修め、執着心を取り除くので、結局やはり「空・無」にな

ります。しかしわれわれはそれをことさら強調しません。皆さん

は物質世界に生活しており、勤めなければならず、仕事をしなけ

ればならず、必然的に何かをしなければならないからです。何か

をしなければならない以上、必然的に良い事、悪い事の問題が生

じてきます。どうすればよいのでしょうか？　われわれが修めて

いるのは心性であって、これはわれわれのこの功の最も突出して

いるものです。あなたの心が正しく、行いがわれわれの要求に合

致していれば、心性は大丈夫です。

弟子：われわれは普段どうすれば功能の伸びを感じ取ることが

できるのでしょうか？

師：煉功の初期において、もし功能が現れたらそれを感じ取る

ことができます。功能が現れていない場合でも身体が敏感であれ

ば、感じ取れます。もしどちらも持っていなければ、感じ取りよ

うがなく、目をつむって煉るしかありません。われわれの学習者

は六、七割天目が開いており、見えています。わたしはそれを知っ
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ているのです。皆さんは口に出さずひたすら目を大きくして見て

いますが、なぜ皆さんにグループで煉功するようにと言っている

のでしょうか？　グループ内で互いに切磋琢磨して交流してほし

いからです。ただし功法に責任を持つために、よそでやたらとお

しゃべりをしないように。内部で交流して、互いに向上を目指す

のは結構です。

弟子：法身はどんな格好をしていますか？　わたし自身に法身

はありますか？

師：法身は本人と同じ格好をしています。あなたには現在法身

はありません。煉功がある程度に達し、世間法を通過して、修煉

がきわめて高い段階に入って、はじめて法身が現れてきます。

弟子：講習会終了後、先生の法身はどれくらいの間ついていて

くださいますか？

師：一人の学習者がいきなり高い次元のものを煉るというのは、

その人にとって相当大きな転換です。思想の転換ではなく、人間

全体の転換を指しています。一人の常人が突然常人として得るべ

きではないものを得たというのは、危険なことであり、生命が脅

かされることがありますので、わたしの法身は彼を守ってあげな

ければなりません。もしわたしがそこまでできないのに、ここで

説法をしているとすれば、それは人を害することです。多くの気

功師がそれをやる勇気がなく、伝える勇気がないというのは、彼

らはこの責任を負えないからにほかなりません。わたしの法身は

皆さんが修煉して成就するまで、ずっと皆さんを守りつづけます。
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途中であなたが修煉をやめれば、法身も去っていきます。

弟子：先生は、「普通の人の修行は、煉功ではなく、心性にかかっ

ている」と、おっしゃっています。それでは心性さえ高ければ、

煉功しなくても正果を得られると言ってもかまいませんか？

師：理屈からはそうなのです。心性を修めてさえいれば、徳は

功に転化されます。しかし、あなたは自分を煉功者として自覚し

なければなりません。煉功者として自覚しなければ、徳を積むこ

としかできません。あなたは徳をたくさん積むことができるかも

しれませんが、良い人になり徳ばかり積んでも、そしてたとえ自

分を煉功者として自覚していてもだめです。あなたは高い次元の

法を得ていないからです。皆さんがご存じのように、わたしは多

くのことを明らかにしましたが、師が守ってくれなければ、あな

たはなかなか修煉して上へ上がっていくことができません。たと

え一日たりとも高い次元で煉功できないのです。つまり正果を得

ようとするのはそんなに生やさしいことではありません。しかし、

心性が高まれば、宇宙の特性と同化することになります。

弟子：遠隔治療の原理は何でしょうか？

師：理屈は非常に簡単です。宇宙は大きくも小さくもなれます。

功能が打ち放たれてからも大きくも小さくもなれるのです。わた

しが一歩も動かなくても、打ち放たれた功能はアメリカのような

遠いところにいる患者にも届くのです。功を向こうに打ち放って

もよいし、その人の元神を直接手元に引き寄せることもできます。

これが遠隔治療の理屈です。
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弟子：どれくらい功能が現れてくるのかを知ることができます

か？

師：功能は一万種にとどまりません。具体的にどれくらいある

かを知るのは大事ではありません。この理、この法を知っていれ

ば結構です。あとは自分で修煉することです。そんなに多くのこ

とを知る必要もなく、あなたのためにもなりません。師が弟子を

捜し、弟子をとりますが、弟子は何も知らないのです。教えても

くれないし、すべて自分で悟らなければなりません。

弟子：講習会の時に目を閉じると、先生が演壇で講義をされ、

上半身が黒く、テーブルも黒く、バックの生地はピンク色なのが

見えてきます。時々先生の周り一面に緑の光が見えますが、それ

はどういうことでしょうか？

師：それはあなたの次元の問題です。天目が開いたばかりの時、

白を黒と、黒を白と見ることがあります。次元がちょっと向上す

れば、何を見ても白になります。さらに向上すれば、色が分かれ

ていきます。

五、魔難

弟子：魔難は師が弟子のために段取りされた試練ですか？

師：そうとも言えます。それは皆さんの心性を高めるために段

取りされたものです。たとえて言えば、あなたの心性がそこまで

高くなっていないのに、あなたを修煉して上へ上がらせることが
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できるでしょうか？　つまり一人の小学生を大学へ送り込むこと

ができるでしょうか？　そんなことはできないでしょう！　あな

たの心性が本当に高まっておらず、何に対しても淡々としていら

れず、何も放下できない時に、あなたを成就させたら、あなたが

つまらないことで覚者とトラブルを起こしてしまいかねないの

で、それはだめです！　なぜ心性をこんなに重要だと見ているの

か、これがその理由です。

弟子：煉功者と常人の魔難に何か区別がありますか？

師：われわれ煉功者と常人とでは特に区別がありません。あな

たの魔難は煉功者の歩む道に従って段取りしてあげているのであ

り、常人は常人としての業を返しているのであって、どちらにも

魔難がありますので、煉功したからあり、常人ならないというわ

けではなく、どっちにしてもあるのです。ただあなたのこの魔難

はあなたの心性を高めるために設けられたのに対して、常人の魔

難は彼の業を返させるために設けられたのです。実は、魔難は自

分の業力にほかならず、わたしはそれを弟子の心性を高めるのに

利用しただけです。

弟子：魔難は天竺にお経を取りに行くときのあの八十一難のよ

うなものですか？

師：似ているところがあります。煉功者の一生はすでに段取り

されているので、多くなることも少なくなることもありません。

ただし必ずしも八十一難とは限りません。それはあなたの根基で

もってどこまで高く修煉できるかによります。あなたが到達でき
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るレベルに従って段取りされるのです。常人が持っているが、修

煉者として取り除かなければならないものは、みな一通り乗り越

えなければならないので、たしかにとても辛いのです。あなたの

放下できないものは、さまざまな方法を工夫してあなたに放下さ

せなければならず、魔難を通してあなたの心性を高めます。

弟子：煉功の時、撹乱する人が現れたらどうしますか？

師：法輪功を煉るのに際して他人の撹乱を恐れません。初期に

おいては、わたしの法身があなたを守ります。かといってあなた

が何事にも遭遇しないわけではありません。一日中ソファーに

坐ってお茶を飲んでいれば功が伸びるなどといったことはありま

せん！　あなたが魔難に出くわして、わたしの名前を呼び、わた

しがあなたの目の前にいるのが見えたのに、助けてくれないとき

もありますが、それはあなたが乗り越えなければならない関門だ

からです。とはいえ、あなたが本当に危険に遭遇したときは助け

てあげるのです。そうはいうものの、普通このような本当の危険

はありえません。あなたの歩む道はすでに変えられており、予定

外のものが入り込むのを許さないからです。

弟子：どのように魔難に対処すればよいのでしょうか？

師：繰り返し言っているように、あなたの心性をしっかり守っ

てください！　自分の成したことを自分で間違っていないと思え

ば結構です。とりわけあることが原因で他人があなたの利益を犯

したとき、もしあなたも常人と同じように相手とやり合うように

なれば、あなたも常人になってしまいます。あなたは煉功者だか
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ら、そのように対処してはいけません。あなたが出会う、あなた

の心性を妨げることはすべて、あなたの心性を高めるためのもの

であって、あなたがいかに対処するか、しっかり心性を守れるか

どうか、そのことにおいて自分の心性を高めることができるかど

うかが量られます。

六、空間と人類

弟子：宇宙にどれくらいの次元の空間がありますか？

師：わたしの知っているところでは、宇宙には無数の次元の空

間があります。さらに多くの次元の空間の存在について、及びそ

の空間に何があるのか、誰がそこにいるのかについて、現代の科

学方法で知ろうとするのは至難のことです。現代科学はまだそれ

を実証することができません。しかしわれわれ一部の気功師と特

異功能者は他の空間を見ることができます。他の空間を見るには

天目しか使えず、肉眼で見ることができないからです。

弟子：各空間とも「真・善・忍」の特性を持っていますか？

師：その通り、どの空間も「真・善・忍」という特性を持って

います。この特性に順応する人は良い人で、背いて反対に行く人

は、悪い人になります。それに同化する人は得道者にほかなりま

せん。

弟子：最初の人類はどこから来たのですか？
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師：最初の宇宙はこんなにたくさんの縦方向の次元もなければ、

こんなにたくさんの横方向の次元もなく、とても単一なものでし

た。その発展、運行の過程において生命が誕生しましたが、それ

がわれわれの言う最も原始的な生命であり、宇宙と同化している

のであって、良くないものの存在がありませんでした。宇宙に同

化するというのは宇宙と同じであるということであり、宇宙にあ

るすべての功能は彼にもあるわけです。宇宙の発展、演化に従っ

て、天国が現れました。その後、ますます多くの生命が現れてき

ましたが、われわれの低い次元で言えば、社会的な群ができ、互

いに関係ができあがりました。この演化変遷の過程において、一

部の人に変化が起き、宇宙の特性からますます遠ざかり、あまり

良くなくなりましたので、神通力も小さくなりました。だからこ

そ煉功者は「帰真」、つまり原始状態へ回帰するということを言

うのです。次元が高ければ高いほど、宇宙に同化する度合いも高

く、神通力も大きいわけです。宇宙の演化する中で、一部の生命

が良くなくなりましたが、それらを滅ぼすわけにもいかないので、

それらを比較的低い次元に行かせて苦しみを嘗めさせることに

よって、それらを高め宇宙に同化させる工夫がなされました。そ

の後絶えずこの次元にやってくる人がいました。そのうち、この

次元でも分化が起き、心性がさらに悪くなった人がこの次元にも

とどまれなくなったので、下にまた一つ次元が造られました。こ

うしてますます下へ堕ち、徐々に分化を経て、今日に至り、われ

われ人類がいるこの次元が生まれました。これが人類の起源です。
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